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港区平和都市宣言 

 

 かけがえのない美しい地球を守り、世界の恒久平和 

を願う人びとの心は一つであり、いつまでも変わるこ 

とはありません。 

 私たちも真の平和を望みながら、文化や伝統を守り、 

生きがいに満ちたまちづくりに努めています。 

 このふれあいのある郷土、美しい大地をこれから生 

まれ育つこどもたちに伝えることは私たちの務めです。 

 私たちは、我が国が『非核三原則』を堅持すること 

を求めるとともに、ここに広く核兵器の廃絶を訴え、 

心から平和の願いをこめて港区が平和都市であること 

を宣言します。 

 

  昭和６０年８月１５日 

 

港  区   
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第１章 アンケート調査実施概要 

１ 調査目的 

港区では、高校生世代が家庭や学校のほかに、思春期特有の悩みや不安などを相談でき、

本音を言うことができる安全で安心して過ごせる第三の居場所を新しく作ることを検討して

いる。 

本調査は、高校生世代の実態を正確に把握し、気軽に相談できる環境や体制の整備など、

必要な支援につなげる対応策に取り組むための基礎資料を得ることを目的として実施した。 

 

２ 調査の実施概要 

１ 調査対象  港区在住の高校生世代とその保護者 

２ 標 本 数  高校生世代：4,815 人、保護者：4,513 人 

３ 調査方法  郵送配付、郵送・WEB により回収 

４ 調査期間  令和５年３月 13日（月）～４月４日（火） 

 

３ 調査内容 

【高校生世代】 

１ 普段の生活について 

２ 悩みや居場所について 

３ 区の施策について 

４ 基本属性 

【保護者】 

１ 調査対象のお子さんとのかかわり方について 

２ 子どもの悩みやあなたの悩みについて 

３ 区の施策について 

４ 基本属性 

 

４ 回収結果 

１ 標 本 数 高校生世代：4,815 人、保護者：4,513 人 

２ 有効回収数 高校生世代：787 人（郵送：360 人、WEB：427 人）、 

保護者：748 人（郵送：388 人、WEB：360 人） 

３ 有効回収率 高校生世代：16.3％、保護者：16.6％ 
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５ 報告書の見方 

１ 図表内のｎとは、回答者総数（または該当設問での該当者数）のことである。 

２ 集計は、小数点第２位を四捨五入している。したがって、数値の合計が 100.0％になら

ない場合がある。 

３ 回答の比率（％）は、その質問の回答者数を基数として算出した。したがって、複数回

答の設問は全ての比率を合計すると 100.0％を超える場合がある。 

４ 本文や図表内の選択肢表記は、場合によっては語句を短縮または簡略化している。 

５ クロス集計は、コメントで着目している数値には網掛けをしている。 

６ クロス集計表は、サンプル数が 20 未満と少ないものについては、集計結果を参考程度に示

すため、本文中に図表を掲載しているが、コメントは記載していない（階層別集計を除く）。 

７ クロス集計表のｎの列は回答者数を示し、表頭の選択肢におけるそれぞれの数値は割合

（％）を示している。 

８ 掲載している自由回答は、寄せられた回答の一部を抜粋している。回答内容は、原則と

して原文のまま掲載しているが、回答者の特定を避けることと等を目的として、趣旨を

変えずに文言等を修正している場合がある。 
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第２章 高校生世代アンケート調査結果 

１ あなたについて 

ＰＯＩＮＴ あなたについて 

 区内の高校生世代の９割以上が就学しており、そのうちの約８割が私立

高校に通っている。 

 区外の２３区の学校・職場に通っている人が約６割、区内の学校・職場

に通っている人は約１割に留まる。 

 約半数が区内に１５年以上居住している。 

 約７割がきょうだいと同居しており、そのうちの約７割が２人きょうだ

い。 

 学校や職場以外に所属し活動する場がある人は約３割。 

 

問１（１） あなたの現在の状況についてお聞きします。※令和５年３月１日時点 

就学されている方は１～８、就学されていない方は９・10のいずれかを選択してください。 

「私立高校」が 75.0％と最も多く、次いで「国公立高校」が 17.0％となっている。就労

している高校生世代もおり、その割合は 0.3％であった。 

 

 

  

国公立高校

17.0%

私立高校

75.0%

高等専門学校（国公立）

0.5%

高等専門学校（私立）

1.3%

特別支援学校

1.4%

専修学校・各種学校

0.3%

公共職業能力開発施設

0.0%

フリースクールなどの民間教育施設

0.3%
働いている

0.3%

働いていない

0.8%

無回答

3.3%

（n=787）
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問１（１） 全日制・定時制・通信制のどれか（国公立高校及び私立高校） 

「国公立高校」及び「私立高校」ともに、「全日制」が９割以上を占めている。通信制に

は差が見られ、国公立高校（0.7％）よりも私立高校（4.7％）の方が通信制の割合が高かっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１（１）で「１ 国公立高校」から「５ 特別支援学校」のいずれかを選択した人のみ回答 

問１（２） 学年を教えてください。（○は１つ） 

「１年」が 32.8％と最も多く、次いで「２年」が 29.9％、「３年」が 29.2％となり、高校

生世代の人口の年齢別割合と近似した結果となっている。 

 

 
 

 

 

 

  

１年

32.8%

２年

29.9%

３年

29.2%

無回答

8.0%（n=749）

全日制

96.3%

定時制

3.0%

通信制

0.7%

（n=134）

【国公立高校】

全日制

93.6%

定時制

1.5%

通信制

4.7%

無回答

0.2%

（n=590）

【私立高校】

【参考】区の 16～18 歳人口 

 人口 割合 

16 歳 1,716 34.8% 

17 歳 1,558 31.6% 

18 歳 1,654 33.6% 

合計 4,928 100.0% 

※R5.4.1 現在 
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問１（１）で「１ 国公立高校」から「９ 働いている」のいずれかを選択した人のみ回答 

問１（３）あなたの通っている学校または職場はどこにありますか。（〇は１つ） 

「港区外の 23 区」が 58.8％と最も多く、次いで「港区内」が 14.6％、「都外」が 10.2％

となっている。「区外」（全体から「港区内」と「無回答」を除く）は 74.6％となり、高校生

世代の多くが区外を拠点に活動していることが分かる。 

 

 

「その他」の内訳 

海外、通信・オンライン 

 

 

問２ 性別を教えてください。（○は１つ） 

「女性」が 55.4％と最も多く、次いで「男性」が 41.4％、「答えたくない」が 2.4％とな

っている。本調査の回答において、大きな男女の偏りは見られない。 

 

 
 

  

港区内

14.6%

港区外の２３区

58.8%

都内

4.5%

都外

10.2%

その他

1.1%

無回答

10.9%

（n=755）

男性

41.4%

女性

55.4%

答えたくない

2.4%

無回答

0.8%

（n=787）

【参考】区の 16～18 歳の男女比 

 人口 割合 

男性 2,466 50.0% 

女性 2,462 50.0% 

合計 4,928 100.0% 

※R5.4.1 現在 
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問３ あなたのお住まいはどの地区ですか。（○は１つ） 

「高輪地区」が 28.0％と最も多く、次いで「芝浦港南地区」が 26.9％、「麻布地区」が

17.3％、「赤坂地区」が 15.4％、「芝地区」が 11.6％となっており、高校生世代の人口の居

住地区割合と近似した結果となっている。 

 

 
 

 

問４ 港区での通算の居住年数を教えてください。（○は１つ） 

「15 年以上」が 53.4％と最も多く、次いで「10 年以上 15 年未満」が 20.6％、「５年以上

10 年未満」が 11.4％となっている。本調査は、16～18 歳になる年度の子どもを対象として

いるため、区における高校生世代の半数程度が、港区で生まれ育っていることが分かる。 

 

 

  

芝地区

11.6%

麻布地区

17.3%

赤坂地区

15.4%高輪地区

28.0%

芝浦港南地区

26.9%

無回答

0.9%

（n=787）

１年未満

4.2% １年以上３年未満

5.2%

３年以上５年未満

4.8%

５年以上10年未満

11.4%

10年以上15年未満

20.6%

15年以上

53.4%

無回答

0.4%

（n=787）

【参考】区の 16～18 歳の居住地区 

 人口 割合 

芝 519 10.5% 

麻布 1,125 22.8% 

赤坂 682 13.8% 

高輪 1,259 25.5% 

芝港 1,343 27.3% 

合計 4,928 100.0% 

※R5.4.1 現在 
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問５ あなたが現在一緒に住んでいる家族の内訳を教えてください。  

「母親」が 97.1％と最も多く、次いで「父親」が 80.2％、「きょうだい」が 65.8％となっ

ている。母親と父親に 16.9 ポイントの差が見られ、単身赴任やひとり親家庭など、父親が

同居していない家庭が２割程度存在していることが分かる。 

 

 

 

 

 

 

問５で「４ きょうだい」を選択した人のみ回答 

問６（１） あなたは、何人きょうだいですか。（〇は１つ） 

「２人きょうだい」が 72.2％と最も多く、次いで「３人きょうだい」が 21.4％、「４人き

ょうだい」が 4.4％となっている。 

 

  

97.1 

80.2 

65.8 

6.5 

0.5 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=787）

母親

父親

きょうだい

祖父母

その他

無回答

２人きょうだい

72.2%

３人きょうだい

21.4%

４人きょうだい

4.4%

その他

1.5%
無回答

0.4%

（n=518）
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問５で「４ きょうだい」を選択した人のみ回答 

問６（２） あなたは、きょうだいの何番目ですか。（〇は１つ） 

「１番目」が 55.2％と最も多く、次いで「２番目」が 34.2％、「３番目」が 7.3％となっ

ている。 

 

 

 

問１（１）で“就学している”（「１ 国公立高校」から「８ フリースクールなどの民間教

育施設」）のいずれかを選択した人のみ回答 

問７ あなたは、部活動をしていますか。（〇は１つ） 

「している」が 54.1％と最も多く、次いで「していたが、やめた」が 18.5％、「全くして

いない」が 10.5％となっている。 

 

 

  

１番目

55.2%
２番目

34.2%

３番目

7.3%

４番目

1.7%

その他

0.8%
無回答

0.8%

（n=518）

している

54.1%

していたが、やめた

18.5%

全くしていない

10.5%

無回答

17.0%

（n=753）
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問８ あなたが、学校や職場以外で所属し活動しているものはありますか。（あてはまるも

のすべてに〇） 

学校や職場以外で所属し活動しているものが「ある」（100％から「団体に所属して活動し

ているものはない」と「無回答」を除く）が 31.6％、「団体に所属して活動しているものは

ない」が 58.6％となっている。 

「ある」の中では、「スポーツ活動（地域のスポーツクラブや民間のスポーツジムなど）」

が 13.2％、「文化活動（料理や美術、音楽などのサークルなど）」が 10.5％となっている。 

 

 

 

 

「その他」の内訳 

消防少年団、児童館、評議委員会、かるた会、ボーイスカウト、ガールスカウト、東京都

こどもシンポジウムティーンズアクション、東京都こども編集者、サマーキャンプ、デイ

サービス、教会、キッズドア教育、教師 

 

  

13.2 

10.5 

8.6 

8.0 

2.7 

58.6 

9.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=787）

スポーツ活動（地域のスポーツクラブや民間

のスポーツジムなど）

文化活動（料理や美術、音楽などのサークル

など）

ボランティア活動

インターネット上のコミュニティ（SNS上のグ

ループやオンラインサロンなど）

その他

団体に所属して活動しているものはない

無回答

「ある」

31.6％
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問９ あなたは、アルバイトをしたことはありますか。（現在している場合も含む）（〇は１つ） 

「ない」が 78.0％と最も多く、次いで「ある」が 21.5％となっている。 

 

 

問９で「１ ある」を選択した人のみ回答 

問９（１） アルバイトの内容を教えてください。（〇は１つ） 

「飲食店」が 53.3％と最も多く、次いで「コンビニエンスストア」が 8.3％、「スーパー

マーケット」が 5.3％となっている。 

 

 
「その他」の内訳 

IT会社、イベントスタッフ、運送、家庭教師、教育施設、検温、コールセンター、サマー

キャンプ、自然観察の講師、事務所移転、ジムスタッフ、塾講師、塾の受付、小規模無認

可保育園、神社、製菓小売、税理士事務所、接客、単純作業、テーマパーク、ドラッグス

トア、人材派遣・力仕事、バスモニター、バルーン屋、ブライダル、ホテルのスタッフ、

本屋、モデル、輸入食品専門店 

 

ある

21.5%

ない

78.0%

無回答

0.5%

（n=787）

スーパーマーケット

5.3 %

コンビニエンスストア

8.3 %

飲食店 53.3 %

その他 33.1 %

無回答

0.0 %

（n=169）
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問９で「１ ある」を選択した人のみ回答 

問９（２） アルバイトを始めた理由を教えてください。（あてはまるものすべてに〇） 

「自由に使えるお金がほしいから」が 71.0％と最も多く、次いで「社会勉強の一環として」

が 53.8％、「将来やりたいことのため」が 21.9％となっている。 

 

 

 

 

「その他」の内訳 

街で誘われたため・暇な時間ができたため・楽しそうだったから・家業・進学のため・親

の友人の紹介・高校生のうちにバイトをすることが夢だったのと、春休みという自由な時

間が重なったので・医療費を自分で払うため・先生に頼まれたから・将来の生活費などの

ため・兄の紹介・社会経験 

 

  

71.0 

53.8 

21.9 

13.6 

5.9 

4.1 

7.7 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=169）

自由に使えるお金がほしいから

社会勉強の一環として

将来やりたいことのため

将来の学費のため（留学を含む）

家計を助けるため（生活費）

現在の学費（塾・予備校を含む）のため

その他

無回答
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問 10 次のことについて、自分にあてはまるものに○をつけてください。（それぞれに１つ〇） 

「今の生活に満足している」など自己肯定感を問う設問について、「あてはまる」「まああ

てはまる」を合わせた評価でみると、「家族のことが好きである」が 87.5％と最も多く、次

いで「学校が楽しいと思う」が 83.2％、「今の生活（学校生活は除く）に満足している」が

81.7％となっている。一方で、これらの設問に対して、「あまりあてはまらない」「あてはま

らない」と回答している者が一定数存在していることが分かる。 

また、「自分は孤独だと感じる」など孤独感を問う設問について、「あてはまる」「まああ

てはまる」を合わせた評価でみると、「自分は孤独だと感じる」が 7.3％、「自分のことを誰

もわかってくれない」が 10.4％となり、少数ではあるものの、孤独感を感じている者がいる

ことが分かる。 

 

  

54.4 

50.6 

37.5 

57.9 

31.6 

31.4 

23.9 

1.5 

3.0 

17.0 

15.5 

40.8 

40.4 

37.2 

28.8 

31.1 

32.5 

29.6 

36.5 

30.0 

38.2 

5.8 

7.4 

28.0 

20.7 

28.0 

24.3 

24.7 

9.5 

9.7 

16.6 

7.9 

20.8 

17.9 

21.6 

20.5 

22.1 

32.9 

30.5 

14.0 

20.5 

19.6 

3.9 

5.1 

8.1 

2.3 

7.0 

13.5 

8.3 

26.2 

30.6 

13.3 

21.2 

11.2 

6.7 

7.8 

2.4 

2.7 

4.6 

1.5 

3.6 

6.1 

4.7 

33.5 

35.3 

8.3 

11.4 

5.2 

7.4 

10.2 

0.9 

0.9 

0.6 

0.8 

0.5 

1.1 

3.3 

12.5 

1.5 

0.5 

0.6 

0.9 

0.8 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校が楽しいと思う

今の生活（学校生活は除く）に満足している

自分のことが好きである

家族のことが好きである

他の人から必要とされている

友人関係は広いほうだ

何でも話せる・相談できる相手がいる

自分は孤独だと感じる

自分のことを誰もわかってくれない

自分が住む地域のために自分の力を役立て

たいと思う

社会を自分の力で変えられると思う

将来やりたいことや夢がある

将来、結婚したいと思う

将来、子どもがほしいと思う

あてはまる まああてはまる どちらでもない あまりあてはまらない あてはまらない 無回答

（n=787）

自己肯定感

孤独感

自己有用感

将来の展望



13 

問 11 あなたの今後の展望について教えてください。（あてはまるものすべてに〇）  

「大学に進学する（したい）」が 90.3％と最も多く、次いで「海外に留学する（したい）」

が 23.9％、「就職（自営業を含む）する（したい）」が 19.7％となっており、回答者の９割

以上が進学を視野に入れていることが分かる。 

 

 

 

 

「その他」の内訳 

・オペラ歌手になる・アイドルとして韓国で活動する・創作活動・バレエ団に入団する・

起業・研究者・航空学生になりたい・夢を追いかける・スターになる 

 

  

90.3 

23.9 

19.7 

5.7 

1.3 

2.8 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=787）

大学に進学する（したい）

海外に留学する（したい）

就職（自営業を含む）する（したい）

専門学校に進学する（したい）

その他

わからない

無回答
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２ 普段の生活について 

ＰＯＩＮＴ 普段の生活について 

 高校生世代の８割以上が、両親やきょうだい、祖父母など、同居家族と

の関係性について良好と捉えている。 

 学校生活や進路・将来について家族と話す人が約８割、友人関係につい

て話す人も約７割いる。 

 高校生世代の多くが、友人と会っているときや、動画やウェブサイトを

閲覧しているときに楽しいと感じている。 

 

問 12 一緒に住んでいる家族との関係性について教えてください。 

「良好」「まあ良好」を合わせた肯定的評価でみると、「母親」が 92.8％、「父親」が

88.3％、「きょうだい」が 87.1％、「祖父母」が 86.3％となっている。 

 

 

※「その他」は、回収数が少ない（ｎ＝４）ため、図表化していません。 

 

  

65.3 

72.3 

60.8 

65.1 

23.0 

20.5 

25.5 

22.0 

5.7 

3.7 

5.9 

7.1 

2.7 

1.7 

3.9 

2.5 

2.2 

0.8 

1.7 

1.1 

1.0 

3.9 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父親（n=631）

母親（n=764）

祖父母（n=51）

きょうだい（n=518）

良好 まあ良好 どちらでもない あまり良好ではない 良好ではない 無回答

0.0
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問 13 あなたは、普段家族とどのようにかかわっていますか。（あてはまるものすべてに

〇） 

「ご飯をたべる」が 94.9％と最も多く、次いで「学校生活のことについて話す」が

82.2％、「買い物に行く」が 80.3％となっている。「進路や将来について話す（76.0％）」や

「友人関係について話す（70.9％）」なども７割以上の回答があり、多くの家庭でコミュニ

ケーションの機会があることが分かる。 

 

 
「その他」の内訳 

・必要最低限の会話・サッカー観戦・スキンシップをとる・YouTuber をしているので、

YouTube に関する話をする・ニュースを見ながらその話題について議論する・趣味、お

金、それぞれの将来などについて話す・学校や部活動への送迎・趣味の話をする・自分の

好きなことについて話す。（例：バスケや野球の試合のこと、政治や社会のことについ

て）・筋肉について多く話す・父親とは何もしません・ヲタ活について・習い事について

話す・いっしょにねる・何でも話す 

 

  

94.9 

82.2 

80.3 

76.0 

75.2 

72.7 

70.9 

49.8 

48.3 

32.8 

28.1 

21.5 

20.7 

16.9 

2.5 

0.9 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=787）

ご飯をたべる

学校生活のことについて話す

買い物に行く

進路や将来について話す

テレビや映画をみる

旅行をする

友人関係について話す

外見について話す

性格についてはなす

勉強を教えてもらう・教える

仕事（アルバイト含む）について話す

スポーツをする

恋愛について話す

体や性について話す

その他

ほとんどかかわらない

無回答
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問 14 あなたは、普段何をしている時が楽しいと感じますか。（あてはまるものすべてに

〇） 

「友人と会っている時」が 76.7％と最も多く、次いで「インターネットで動画やウェブサ

イトをみている時」が 72.6％、「食事をしている時」が 60.2％となっている。コミュニケー

ションを有する行動と個人の行動の両方が上位となっている。 

 

 

 

「その他」の内訳 

趣味を楽しんでいる時、創作活動をしている時、出かけているとき、寝ている時、お風

呂に入っている時、学校にいるとき 

  

76.7 

72.6 

60.2 

52.0 

51.5 

47.4 

43.1 

42.3 

37.4 

34.9 

28.8 

19.3 

11.4 

8.4 

5.5 

5.5 

0.8 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=787）

友人と会っている時

インターネットで動画やウェブサイトをみている時

食事をしている時

ゲームをしている時

LINEやインスタグラム等SNSを利用している時

テレビを見ている時

カラオケをしているとき

家族と一緒にいる時

スポーツをしている時

部活をしている時

読書をしている時

勉強をしている時

恋人と会っている時

ボランティア活動をしている時

仕事（アルバイトを含む）をしている時

その他

楽しいと感じることがない

無回答
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３ 悩みや居場所について 

ＰＯＩＮＴ 悩みや居場所について 

 高校生世代の約８割が、進路や勉強、外見など何らかの悩みを抱えてい

る。 

 悩みの相談先は、友人、母親が約７割と多く、父親は３割、学校の先生

は２割に過ぎない。 

 約１割は、相談が面倒等を理由に、悩みを抱えても誰にも相談しない。 

 ９割以上が、自宅や学校など居心地がよいと感じる場所を持っている。 

 ９割以上が、友人や家族など一緒にいて居心地がよいと感じる人がいる。 

 

問 15 現在抱えている悩みはありますか。（あてはまるものすべてに〇） 

現在抱えている悩みは「ある」（回答合計から「悩んでいることはない」と「無回答」を

除く）が 81.0％、「悩んでいることはない」が 17.9％となっている。 

また、「ある」の中では、「進路や将来に関すること」が 68.2％と最も多く、次いで「勉強

や成績に関すること」が 51.1％、「外見に関すること」が 22.7％となっている。大学進学を

控え、進路や勉強に関する悩みとともに、外見や友人関係、恋愛など思春期特有の悩みも挙

げられている。 

 

「その他」の内訳 

・体調に関すること・持病・自身の能力について・入りたい部活がないから作りたいけ

ど、作れそうにないから 

68.2 

51.1 

22.7 

20.8 

15.5 

15.0 

14.2 

13.9 

11.3 

8.3 

5.5 

0.5 

17.9 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=787）

進路や将来に関すること

勉強や成績に関すること

外見に関すること

学校のこと（部活動を含む）

友人関係のこと

政治や社会情勢に関すること

性格に関すること

恋愛に関すること

家族との関係・家庭環境のこと

仕事（アルバイト）に関すること

体や性に関すること

その他

悩んでいることはない

無回答

「ある」

81.0％
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問 16 あなたは、悩みを抱えた時、誰に（どこに）相談しますか。（あてはまるものすべて

に〇） 

悩みを抱えた時、誰かに（どこかに）「相談する」（100％から「相談しない」と「無回答」

を除く）が 90.5％、「相談しない」が 9.0％となっている。 

また、「相談する」の中では、「友人」が 68.4％と最も多く、次いで「母親」が 66.2％と

なっている。一方、「父親」は 29.9％、学校の先生は 18.9％にとどまっている。 

 

「その他」の内訳 

スクールカウンセラー、メンタルクリニック 

  

68.4 

66.2 

29.9 

20.5 

18.9 

8.8 

7.5 

5.5 

5.1 

4.3 

1.8 

1.1 

0.6 

0.4 

0.3 

1.1 

9.0 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=787）

友人

母親

父親

きょうだい

学校の先生

部活動や習い事の仲間

塾や予備校の先生

恋人

祖父母

インターネット上の友人・知人

その他親族

職場（アルバイト含む）の上司や同僚

「みなと子ども相談ねっと」以外の

インターネットの掲示板や相談サイト

「みなと子ども相談ねっと」

区役所や公共施設の窓口・職員

その他

相談しない

無回答

「相談する」

90.5％
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問 16 で「１ 父親」と「２ 母親」のいずれかまたは両方を選択した人のみ回答 

問 16（１）あなたは、あなたのお父さんまたはお母さんに悩みを相談するとき、どの程度話

しますか。（〇は１つ） 

「詳細まですべて話す」が 53.1％と最も多く、次いで「悩み事の概要のみを話す」が

40.2％、「悩みがあることだけを伝える」が 5.2％となっている。 

 

問 16 で「18 相談しない」を選択した人のみ回答 

問 16（２）相談しないのはなぜですか。理由を教えてください。（あてはまるものすべてに

〇） 

「相談するのが面倒だから」が 52.1％と最も多く、次いで「相談しても解決しないと思う

から」が 46.5％、「相談するほどのことではないから」が 39.4％となっている。「うまく伝

えられないから（22.5％）」や、「相談する相手がいないから（14.1％）」など、相談したく

てもできない状況に置かれていると思われる回答も一定数見られる。 

 
「その他」の内訳 

・悩んでいるのは自分だけではないから・興味ない 

詳細まですべて話す

53.1%
悩み事の概要のみを話す

40.2%

悩みがあることだけを伝える

5.2%

無回答

1.5%

（n=537）

52.1 

46.5 

39.4 

29.6 

22.5 

14.1 

12.7 

7.0 

2.8 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=71）

相談するのが面倒だから

相談しても解決しないと思うから

相談するほどのことではないから

悩みを知られたくないから

うまく伝えられないから

相談する相手がいないから

何を聞かれるか不安だから

相談していることを知られたくないから

その他

無回答
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問 17 どのような方法であれば相談しやすいと思いますか。（あてはまるものすべてに〇） 

「LINE やインスタグラムなどの SNS」が 53.5％と最も多く、次いで「対面で直接」が

51.3％、「スマホやパソコンのメール」が 29.7％となっている。 

 

 
 

 

「その他」の内訳 

・Zoomとかの相手の顔が見えるもの・対面だけど、こちらの顔はあまり見えない方がいい

と思う 

  

53.5 

51.3 

29.7 

22.0 

20.5 

2.3 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=787）

LINEやインスタグラムなどのSNS

対面で直接

スマホやパソコンのメール

インターネットの掲示板やチャット

電話

その他

無回答
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問 18 あなたが悩みについて誰か（どこか）に相談するとき、相談先を選ぶ基準として重視

することはありますか。（あてはまるものすべてに〇） 

「秘密を守ってくれる」が 65.1％と最も多く、次いで「アドバイスをしてくれる」が

51.7％、「ただ話を聞いてくれる」が 41.2％となっている。そういった相談相手に関する基

準に加え、「いつでも相談できる（40.3％）」、「費用の負担がない（38.1％）」、「利用方法が

わかりやすい（21.5％）」など、相談先利用の利便性に関する基準も一定程度重視されてい

る。 

 

 

 

「その他」の内訳 

・様々な知識を持っていて、価値観があう・自身がその人のことをよく知っている・自分

が頼りたいと思う人・否定されない・信用している・わかったような口を聞かない、あま

り深く干渉してこない・自分の弱さを見せても変に同情したりあわれんだりしない人・安

心感がある人・手間がかからない・軽さがある・近い距離にある・相手の人柄・相手の所

属などがしっかりとわかる 

 

 

  

65.1 

51.7 

41.2 

40.3 

38.1 

21.5 

2.2 

8.9 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=787）

秘密を守ってくれる

アドバイスをしてくれる

ただ話を聞いてくれる

いつでも相談できる

費用の負担がない

利用方法がわかりやすい

その他

特にない

無回答
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問 19 普段居心地がよいと感じる場所はありますか。（〇は１つ） 

「ある」が 95.2％と最も多く、次いで「ない」が 4.2％となっている。居心地の良い場所

があると回答した中で、自宅以外にも居心地の良い場所があると回答したのは 66.6％、居心

地の良い場所は自宅のみと回答したのは33.4％であり、全国規模の調査と比較すると、自宅

以外に居心地の良い場所があると回答した割合は、同程度であった。 

 

 

 

【参考：内閣官房「こどもの居場所づくりに関する調査研究」（令和５年３月）】 

・年齢別、自宅以外の居心地の良い居場所の有無（16～18 歳、ｎ＝486） 

自宅以外に居心地の良い居場所がある 61.5％ 

自宅以外に居心地の良い居場所がない 38.5％ 

 

・性別、自宅以外の居心地の良い居場所の有無（おおむね 30 歳までのこども・若者） 

 居場所がある 居場所がない 

男（ｎ＝921） 61.8％ 38.2％ 

女（ｎ＝1,002） 64.7％ 35.3％ 

わからない、答えたくない（ｎ＝113） 63.7％ 36.3％ 

  

ある

95.2%

ない

4.2%

無回答

0.6%

（n=787）

【参考】自宅以外に居心地の良い居場所がある割合 

  件数 割合 

ある 

（n=749） 

自宅以外

にもある 
499 66.6% 

自宅のみ 250 33.4% 
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問 19 で「１ ある」を選択した人のみ回答 

問 19（１）あなたが居心地がよいと感じる場所は、どこですか。（あてはまるものすべてに

〇） 

「自宅」が 90.8％と最も多く、次いで「学校」が 32.8％、「部活動や習い事の場所」が

14.3％となっている。 

全国規模の調査では、「オンライン空間」と回答する人が約４割いる一方、区の調査で

「インターネット上のオンライン空間」と回答する人は約１割にとどまる。 

 

 

90.8 

32.8 

14.3 

13.8 

11.9 

10.1 

10.0 

8.9 

8.7 

8.0 

6.4 

6.3 

4.1 

1.6 

1.3 

1.2 

0.7 

0.1 

6.7 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=749）

自宅

学校

部活動や習い事の場所

本屋、CD・DVDショップ

区立図書館

インターネット上のオンライン空間（SNSやオンライ

ンゲームなど）

公園

友人の家

ゲームセンターやカラオケボックスなどのエンター

テインメント施設

塾・予備校

ファーストフード店やコンビニエンスストア

ショッピングモール

港区スポーツセンター

その他区立の公共施設

アルバイト先

地域のスポーツクラブや民間のスポーツジム

オンラインコミュニティ（オンラインサロンなど）

勤務先（アルバイト含まない）

その他

無回答
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「その他」の内訳 

カフェ・喫茶店、親族の家、学校の寮、公共交通機関、自然豊かな場所、商店街、映画

館、美術館、神社仏閣、恋人の家、洋服店、体育館、空港、ライブハウス、テーマパー

ク、オンライン空間、海外、過去に楽しい思い出のある場所、何もない開けた場所、好き

な人たちとならどこでも、人の少ない場所 

 

 

参考：内閣官房「こどもの居場所づくりに関する調査研究」（令和５年３月）】 

・居場所があると回答したこども・若者が、どのような場を居場所と感じているか 

（ア）年齢別、物理的にどのような場か（16～18 歳、ｎ＝299） 

祖父母・親戚の家や友達の家 46.5％ 

オンライン空間(SNS、オンラインゲームなど) 37.1％ 

公園や自然の中で遊べる場所 35.8％ 

学校の教室以外の場所(保健室、図書館、校内カフェなど) 31.1％ 

ショッピングセンターやファストフードなどのお店 27.1％ 

図書館や公民館、児童館などの施設 22.1％ 

児童クラブや習い事(スポーツ少年団等含む)や塾などの場所 13.7％ 

無料で勉強を見てくれる場所や、食事や軽食を無料か安く食べることができる

場所 

11.4％ 

そのほか 7.0％ 

地域の人が開いている遊びの場所(プレイパークなど) 5.7％ 

悩みごとの相談にのったり、サポートしてくれる場所(電話やオンラインを含

む) 

4.7％ 

無回答 0.7％ 
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問 19 で「１ ある」を選択した人のみ回答 

問 19（２）問 19（１）で選択した場所はどこにありますか。（あてはまるものすべてに〇） 

「港区内」が 82.5％と最も多く、次いで「港区外 23 区」が 25.8％となっており、居住地

が区内であることを考えると、比較的自宅に近い場所に居心地の良い居場所を持つ傾向にあ

る。 

 

 

「その他」の内訳 

海外、オンライン 

  

82.5 

25.8 

8.3 

7.9 

1.6 

10.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=749）

港区内

港区外２３区

都外

都内

その他

無回答
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問 19 で「１ ある」を選択した人のみ回答 

問 19（３）問 19（１）で選択した場所が居心地がよいと感じる理由を教えてください。（あ

てはまるものすべてに〇） 

「好きなことを自由にして過ごせる」が68.9％と最も多く、次いで「何もせずのんびりで

きる」が 64.9％、「一人で過ごせる」が 55.8％となっている。他者と交流する場というより

も、自分のしたいことができることが居心地の良さの理由に挙げられており、区の調査の上

位３項目は、全国規模の調査の上位２項目とおおむね同水準となっている。 

 

「その他」の内訳 

人と交流できる、勉強できる、飲食ができる、安心できる、何かに夢中になれる、静かで

落ち着きがある、前向きな気持ちになれる、楽しい 

 

参考：内閣官房「こどもの居場所づくりに関する調査研究」（令和５年３月）】 

・居場所があると回答したこども・若者が、どのような場を居場所と感じているか 

（イ）年齢別、機能的にどのような場か（16～18 歳、ｎ＝299） 

好きなことをして自由に過ごせる 67.6％ 

一人で過ごせたり、何もせずのんびりできる 59.9％ 

いつでも行きたい時に行ける 57.9％ 

いろんな人と出会える、友人と一緒に過ごせる 44.5％ 

ありのままでいられる、自分を否定されない 34.1％ 

新しいことを学べたり、やりたいことにチャレンジできる 26.8％ 

悩みごとの相談にのってもらったり、一緒に遊んでくれる大人がいる 19.4％ 

自分の意見や希望を受け入れてもらえる 18.1％ 

そのほか 2.3％ 

無回答 1.3％ 

  

68.9 

64.9 

55.8 

45.7 

38.3 

18.2 

15.1 

7.9 

2.5 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=749）

好きなことを自由にして過ごせる

何もせずのんびりできる

一人で過ごせる

ありのままでいられる、自分を否定されない

いつでも行きたいときに行ける

新しいことややりたいことに挑戦できる

悩み事の相談ができる

違う世代の人と出会える

その他

無回答
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問 19 で「２ ない」と選択した人のみ回答 

問 19（４） 居心地がよいと感じる場所がないと思うのはなぜですか。（あてはまるものす

べてに〇） 

「住んでいる地域にそのような場所がないから」が 51.5％と最も多く、次いで「必要だと

感じないから」が 39.4％、「行きたいが、行くのにお金がかかるから」が 15.2％、「行きた

いが、行くのに時間がかかるから」が 6.1％となっており、居場所を求めていても利用でき

ない状況に置かれている回答も一定数見られる。 

全国規模の調査と比較すると、「住んでいる地域にそのような場所がない」と「必要性を

感じない」が他の項目に比べて多く、同様の傾向となっている。 

 

 

 

「その他」の内訳 

みつからないから。 

 

【参考：内閣官房「こどもの居場所づくりに関する調査研究」（令和５年３月）】 

・居場所がないと回答したこども・若者における、居場所がない理由（16～18 歳、ｎ＝187） 

住んでいる地域に、そのような場所がないため 40.6％ 

家（普段寝起きをしている場所）や学校（授業や部活、クラブ活動）以外

に必要と感じないため 
39.6％ 

（行きたい場所はあるが）行くのに時間がかかるため 19.8％ 

（行きたい場所はあるが）お金がかかるため 16.0％ 

（行きたい場所はあるが、その場所の）開いている日時が合わないため 5.9％ 

そのほか 8.0％ 

無回答 6.4％ 

  

51.5 

39.4 

15.2 

6.1 

3.0 

12.1 

6.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=33）

住んでいる地域にそのような場所がないから

必要だと感じないから

行きたいが、行くのにお金がかかるから

行きたいが、行くのに時間がかかるから

行きたいときに開いていないから

その他

無回答
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問 20 どのような場所であれば行ってみたい、行きやすいと思いますか。（あてはまるもの

すべてに〇） 

「いつでも行きたいときに行ける」が 69.0％と最も多く、次いで「好きなことを自由にし

て過ごせる」が 68.4％、「なにもせずのんびりできる」が 62.5％となっている。「いつでも

行きたいときに行ける」のような利便性に加え、「好きなことを自由にして過ごせる」、「一

人で過ごせる（54.9％）」など他者に介在されない空間、それとは逆に「新しいことややり

たいことに挑戦できる（34.1％）」、「違う世代の人と出会える（15.1％）」場所など、求めら

れる居場所は様々であることがうかがえる。 

 

 

「その他」の内訳 

無料で利用できる、行きやすい、好きなことができる、飲食ができる、静かで落ち着きの

ある、勉強ができる、人と交流できる、自然や動物と触れ合える、新たな気付きがある場

所 

 

  

69.0 

68.4 

62.5 

54.9 

52.7 

34.1 

21.1 

15.1 

2.5 

4.4 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=787）

いつでも行きたいときに行ける

好きなことを自由にして過ごせる

なにもせずのんびりできる

一人で過ごせる

ありのままでいられる、自分を否定されない

新しいことややりたいことに挑戦できる

悩み事の相談ができる

違う世代の人と出会える

その他

特にない

無回答
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問 21 あなたには、普段一緒にいて居心地がよいと感じる人はいますか。（〇は１つ） 

「いる」が 92.5％と最も多く、次いで「いない」が 6.5％となっている。 

 

 

問 21 で「１ いる」と選択した人のみ回答 

問 21（１）あなたが居心地がよいと感じる人は誰ですか。（あてはまるものすべてに〇） 

「友人」が 83.9％と最も多く、次いで「母親」が 65.8％、「父親」「きょうだい」が

40.8％となっている。 

 

  

いる

92.5%

いない

6.5%

無回答

1.0%

（n=787）

83.9 

65.8 

40.8 

40.8 

16.3 

14.1 

10.6 

8.8 

7.0 

5.9 

3.7 

1.1 

0.5 

1.1 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=728）

友人

母親

父親

きょうだい

祖父母

部活動や習い事の仲間

学校の先生

恋人

その他親族

塾や予備校の先生

インターネット上で繋がっている人

職場（アルバイト含む）の人

区役所や公共施設の窓口・職員

その他

無回答
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問 21 で「１ いる」と選択した人のみ回答 

問 21（２）居心地がよいと感じる相手はどのような人ですか。（あてはまるものすべてに

〇） 

「信頼できる・なんでも話せる」が 78.7％と最も多く、次いで「お互いなにも話さなくて

も気まずくならない」が 76.4％、「一緒にいると安心する」が 72.9％となっている。 

 

「その他」の内訳 

一緒にいると楽しい、趣味が合う、好きな人、相手をしてくれる、互いを思いやれる 

 

  

78.7 

76.4 

72.9 

37.1 

35.3 

1.4 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=728）

信頼できる・なんでも話せる

お互いなにも話さなくても気まずくならない

一緒にいると安心する

尊敬できる

会いたい時にいつでも会える

その他

無回答
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４ 区の施策について 

ＰＯＩＮＴ 区の施策について 

 高校生世代の約６割が、子ども中高生プラザを認知している。 

 約４割が小学生まで、約２割が中学生まで子ども中高生プラザを利用し

ている。行かなくなった理由は、勉強や部活の忙しさが多い。 

 高校生世代向けの新たな居場所への要望は、無料であることや、行きや

すい場所にあることなど、利便性に関するものが多い。 

 

問 22 あなたは、港区にある「子ども中高生プラザ」のことを知っていましたか。（〇は１

つ） 

「知っていた」が 62.8％、「知らなかった」が 36.6％となっている。 

 

 

  

知っていた

62.8%

知らなかった

36.6%

無回答

0.6%

（n=787）
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問 22 で「１ 知っていた」を選択した人のみ回答 

問 22（１）あなたは、港区にある「子ども中高生プラザ」をいつまで利用していましたか。

（〇は１つ） 

「小学生の頃まで利用していた」が 43.1％と最も多く、次いで「これまで利用したことは

ない」が 21.9％、「中学生の頃まで利用していた」が 19.0％となっている。 

 

 

  

小学生になるまで

利用していた

3.6%

小学生の頃まで利用

していた

43.1%

中学生の頃まで利用

していた

19.0%

現在も利用している

11.7%

これまで利用したこと

はない

21.9%

無回答

0.6%

（n=494）
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問 22（１）で「１ 小学生になるまで利用していた」から「３ 中学生の頃まで利用してい

た」のいずれかを選択した人のみ回答 

問 22（２）あなたが、子ども中高生プラザを利用することをやめたのはなぜですか。（あて

はまるものすべてに〇） 

「勉強や部活が忙しいから」が 54.5％と最も多く、次いで「一緒に行く人（友人など）が

いかなくなったから」が 40.0％、「特に理由はない」が 18.8％となっている。 

 

 

  

54.5 

40.0 

6.2 

4.9 

2.5 

1.8 

1.5 

0.6 

12.9 

18.8 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=325）

勉強や部活が忙しいから

一緒に行く人（友人など）がいかなくなったから

周りに人がいるのが気になるようになったから

仲がよかったスタッフがいなくなったから

仕事（アルバイト含む）が忙しいから

利用していることを周囲の人に知られたくないから

スタッフと関係がよくないから

施設の名称が好みではないから

その他

特に理由はない

無回答
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「その他」を選択し記述された回答を以下のように分類し主な意見を掲載している。 

 

大分類 小分類 主な内容 件数 

ポジティブ 
自身の成長に伴って 中学生になって行く時間が無くなったから ４ 

他に行くところがある 他に遊ぶ所がある ３ 

ネガティブ 

行きづらい（距離） 
家から遠く、通いづらかったから・中学が近
かったから友人と行っていたが、高校になっ
てその方面に行かなくなったから 

11 

行きづらい（雰囲気等） 

高校生がほとんどいない・中学生から行くの
が恥ずかしい、利用する時間もなく場所も小
学生向きだから・自分より下の学年の子が元
気に活動しているのを見てると辛くなるしあ
の空間はすごい疎外感を感じてしまう 

10 

楽しくない つまらない・小さい子供が多く騒がしい ５ 

対応が悪い 対応がひどいから １ 

ネガティブ

以外 

引っ越し等 都外の学校で寮生活するようになったから ６ 

コロナの影響 コロナで行けなかった ２ 

子ども中高生プラザでの

習い事をやめた 

子ども中高生プラザでしていた習い事をやめ
たから 

１ 
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問 22（１）で「５ これまで利用したことはない」を選択した人のみ回答 

問 22（３）利用したことがない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに〇） 

「行きたいと思わないから」が 68.5％と最も多く、次いで「何ができるのかがわからない

から」が 30.6％、「行きやすい場所にないから」が 19.4％となっている。 

 

 

 「その他」を選択し記述された回答は、以下の通りとなっている。 

 

〇行く必要がない 

・行かなくても大丈夫だから。 

・家族が相談に親身になって話してくれるため行かなくても大丈夫だから。 

・行く必要がなかったから。部活、塾で忙しかった。 

・行く必要がないから。 

  

68.5 

30.6 

19.4 

8.3 

3.7 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=108）

行きたいと思わないから

何ができるのかがわからないから

行きやすい場所にないから

利用するための手続きが面倒だから

その他

無回答
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問 23 港区内に新しく高校生世代の皆さんの居場所をつくるとしたら、どのような場所であ

れば行ってみたいと思いますか。（あてはまるものすべてに〇） 

「無料で利用できる」が 77.1％と最も多く、次いで「行きやすい場所にある」が 71.0％、

「Wi－Fi 環境が整っている」が 65.8％となっており、「そのような場所はいらない」は

5.0％にとどまっている。 

 

 

  

77.1 

71.0 

65.8 

60.0 

57.6 

56.4 

56.2 

52.0 

48.2 

44.6 

38.2 

30.1 

28.3 

21.5 

19.3 

16.1 

15.4 

13.5 

12.8 

2.9 

5.0 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=787）

無料で利用できる

行きやすい場所にある

Wi－Fi環境が整っている

行きたいときにいつでも行ける

無料または安価で飲食物の提供がある

持参したものを飲食できるスペースがある

自習や読書ができる

友人と話せたり、遊べたりする

一人でなにもせずのんびり過ごせる

利用方法がわかりやすい

スポーツができる

勉強を教えてもらえる

違う学校の人と出会える

悩みや不安を相談できる

定期的にイベントがある

違う世代の人と出会える

自分たちで企画したことができる

ボランティア活動ができる

インターネット上で交流できる

その他

そのような場所はいらない

無回答
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「その他」を選択し記述された回答を以下のように分類し掲載し、主な意見を掲載してい

る。 

 

分類 主な内容 件数 

好きなことができる 

ジム・体育館・映画館・テニスコート・ねこがい

っぱいいる場所・ゲームが出来る・ボードゲー

ム・テーブルゲームができる・音楽室・服などが

売ってある・本や漫画がおいてある 

10 

人と交流できる 
大学生との交流・男女の出会いがある・学生や近

い年のスタッフがいる 
３ 

個室がある 治安が保たれる管理、個室がある ３ 

無料で利用できる 
お金を使わずに軽食を食べながらダラダラできる

場所・各席に自由に使えるコンセントが欲しい 
２ 

飲食ができる 
軽食は水と麦茶とキャンディー、ラムネ程度で良

い 
２ 

静かで落ち着きがある 人気がない場所 １ 

その他 部外者を阻害する文化がない ２ 
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問 24 最後に、高校生世代の居場所づくりについて、区に求めることや期待することがあり

ましたら、ご自由にご記入ください。 

記述された回答は、以下のように分類し、主な意見掲載している。 

 

No 分類 主な内容 
件

数 

１ 勉強・自習ができる 

長い間開いている自習スペース、勉強を教えて

くれる人を望みます／家には小さい弟と妹がい

てうるさいし、図書館の自習スペースはいつも

埋まっているので、学生がいつでも使える自習

室が欲しい／塾に自習室がなかったり、塾自体

がない日に使いたい。家にできる限りいたくな

い 

34 

２ 様々な人と交流できる 

色々な人と交流できて心休まる場所や、家に帰

りたくない時に、夜遅くまでもしくは泊まれる

場所があったら良いと思う／自分は、小中高と

港区外の学校へ通っていて、生まれてから港区

にいるのに友人が地元にいません。やはり個人

的には地元の友人がほしいので、新しい友人を

つくれる場があれば良いのかなと思います／い

じめられた子たちが交流できる場が欲しいです

／他校との出会いが極端に少ない／閉塞的な男

子校に通っているため、このような場所を作っ

て頂けることを強く期待しております 

20 

３ スポーツができる 

バスケや野球など球技ができる広い遊び場がほ

しい／テニスコートをふやしてほしい／無料で

ダンスができるダンススタジオなどの場所が欲

しい／卓球台があっても、ラケットがぼろぼろ

では遊べない。アリーナがあってもバスケット

ボールがべこべこじゃ使えない。このように場

の充実だけでなく、実際に使う時のことも同時

に検討してほしい 

15 

４ 施設設置について 

全ての人にとっての居場所というコンセプトで

大きな施設を創るのでは無く、性格や趣味のジ

ャンルなどで区分を作り、１つの施設の規模を

抑えて区分ごとに複数の施設を創るべきだと思

う／料金が安いという理由だけで公共施設を利

用し、そこで騒ぐ迷惑な集団などがいると、せ

っかくの和んでいてほんわかしているそういう

施設が台無しになる／高校生の居場所とはどの

ようなものなのか、またなぜそれを作る必要が

あるのか、よく分かっていません。港区内に居

場所がないと感じている高校生がいるのでしょ

うか／家庭内暴力や虐待、いじめに困っている

子が助けを求めやすくなりそうだと思うと同時

14 
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に、本人に問題のある子供のたまり場にならな

いよう、管理は徹底するべきだと思います 

 

５ 好きなことができる 

憩いの場、遊び場がほしい。広めの場所で、運

動、ゲーム、飲食などができる場所が適当だ。

自分が望む施設は遊び場であって、別に相談し

てくれる人だとかはいなくても問題ない／１人

で過ごせる個室のある施設など自由にやりたい

ことができる場所があると良いと思う 

14 

６ 飲食ができる 
長時間学習のための飲食スペース又は飲食ＯＫ

な学習スペース 
12 

７ 無料で利用できる 

高校生はお金が無いので無料で気軽に利用でき

るところを作ってほしいです。映える綺麗なと

ころも作ってください／お金を使わずに友達と

ゆっくり過ごしたり話したりできる場所が少な

すぎると思います。公園は小さな子供の居場所

であり、高校生は学校では飲食などの自由が制

限されており、友達と集まるにはお店に行かな

ければなりません 

12 

８ 
悩みが相談できる、ストレ

スが解消できる 

悩んでいる人が救われるような場所を用意して

あげてほしい／自分の進みたい方向に向かうた

めのサポートをしてくれるような場所であった

ら良いなと思います。批判や否定ではなく、サ

ポートや寄り添いのある場所であることを期待

します／進路のことを話せ、様々なアドバイス

ができる人がいてほしい／個室でストレスが発

散出来る施設を作って欲しい 

８ 

９ Wi-Fi がある 
Ｗｉ－Ｆｉがある勉強や遊びができる場所を作

ってほしい 
８ 

10 一人で過ごせる 

なんでもかんでも人を交流させたりするだけで

なく、一人になってリラックスできる場所があ

ると最高です。例えば作業のできる個人ブース

だったり、仕切りのある自習室でも良いです／

居場所作りをするのはいいことだが、高校生同

士が互いの目を気にしないで使用できる空間で

あることが大切であると思う 

７ 

11 行きやすい（雰囲気） 

悩みを持っていたり、家庭環境に問題があった

りする子向けに作るのも大切だが、それと同時

にいわゆる“普通の子”と“普通の子っぽく振

る舞ってる子”が一緒に行けるような気軽な場

所であってほしい／活発に遊ぶ人が溜まり場と

するようなところは、居場所を必要としている

人たちが居づらすぎる空間になるので、少し遊

びには不便であってほしい。運動ができて安価

な飲食の提供があったら、本当に嫌な高校生の

溜まり場になりかねない。利用するための壁が

低ければ低いほどそういう人たちが集まりやす

７ 
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くなってしまうと思うので、一定の金額がかか

っても良いからとにかく元気な人たちの溜まり

場にはして欲しくない、見てるだけで辛い。 

12 金銭的な補助など 

居場所よりこれから大学、専門学校へ進学する

世帯への負担を軽減してほしい 

 

７ 

13 区の施設について 

プラリバは最高の居場所だと思う。スタッフも

明るく優しくていつでも行ってもいい雰囲気が

あり、変な人に逢ってしまっても逃げ込める／

子ども中高生プラザはきれいで安心できます

が、子供たちのスタッフに対する態度が悪すぎ

る。暴言、暴力など大人に対する接し方がひど

い。スタッフもそれに対してきちんと叱るなり

しないと子供達はいつまでも大人をなめてかか

って悪いと思う。 

７ 

14 夜間利用ができる 

部活の後の６時以降でも使えるような場所があ

ればよいと思います／図書館の利用できる時間

を、もう少し長くしてほしいです。８時までだ

と、部活帰りに勉強したいとなっても少し難し

いです 

７ 

15 年代のすみ分け 

若者向けの一般開放もできるカフェなどくつろ

げる場所があるといいと思います。区の施設だ

と、どうしても高齢者向けという印象がありま

す／高校生以上だけが使うことが出来る施設が

あればいいなと思いました 

７ 

16 安心・リラックスできる 

自由に利用できるが、みんなが節度を守った安

心出来る場所、友人と気軽に集まれる場所があ

るといいなと思いました 

６ 

17 オンライン 

学校、部活、受験等で忙しく、実際に足を運ぶ

には時間の余裕がないのでそういう場所がある

ということを前提にネット上でもそういう所を

作って欲しい／Ｚ世代である私たちにとって、

インターネットの活用は日常的なものであるか

ら、外出するメリットを与えてくれる場所があ

る、またはインターネットを活用した区のコミ

ュニティースペースを作ることを希望します 

６ 

18 静かで落ち着きのある 小さい子がおらず、静か過ぎない場所 ４ 

19 個室 

カフェのような場所で個室がある。１人になり

たいときでも、誰かと話したいときも利用でき

るように 

４ 

20 イベントがある 
自由に大会やイベントが開けるような場所がほ

しい 
４ 

21 
将来につながる経験ができ

る 

進学や就職に関わる、今しかできない体験がし

たいです。例えば企業とコラボして商品を作る

ことや、商品のモニターなど少しでも携わり社

会に貢献してみたいです／性教育や人権教育な

ど普段学校で習わないことを知れるようにして

４ 
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欲しい／大人になることへの自覚の持たせ方や

マナー、服装や化粧などの大切さを教えてもら

える機会を設けて頂きたいです 

22 アンケートについて 

アンケート対象のうち、平成16年４月２日〜平

成17年４月１日生まれの人は、もう卒業し高校

生世代ではなくなるので、アンケートを行って

も仕方がないのではないでしょうか 

３ 

23 社会貢献ができる 

今までボランティア活動やイベントは、どこか

ら情報収集したらいいか全くわからなかった。

もし１か所で全てわかるところができたら、と

ってもありがたい 

３ 

24 行きやすい（距離） 行きやすい環境がいい ２ 

25 宿泊できる 
家出などをしたいときに安く泊まるところがあ

ると嬉しいです 
２ 

26 動物と触れ合える 

港区で公共（無料）の犬カフェを作って欲しい

です。動物と触れ合っていると無条件に癒され

るからです 

２ 

27 
障がいの有無など関係なく

利用できる 

障がいを持っている人でも利用できるようにし

てほしい 
１ 

28 その他 

港区に住む少年少女らは、親から程度はどうあ

れ、ネグレクトを受けがちだなと、区内の小中

学校に通う中で感じました。港区に住めるよう

な稼ぎのある家庭の親は大概帰りが遅かったり

することが多いためです。しかしここを改善す

るのは中々難しいと思いますが、このような事

実があることも忘れないでください／高校生く

らいになると、「どうせ」と思って区に期待な

んかしてないことをわかってほしい 

11 
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５ 考察 

（１）高校生世代の悩みと相談先 

ア 悩みの有無と内容 

ＰＯＩＮＴ 悩みの有無と内容 

 高校生世代は、約８割が悩みを抱えており、悩みの内容は、大学進学を

控え、進路や勉強に関するものが多く、外見や友人関係、恋愛など思春

期特有のものもある。 

 学年では高校１年生、性別では女性が悩みを抱えやすい傾向にある。 

 

（ア）単純集計（悩みの有無と内容（問 15）） 

回答のうち、現在抱えている悩みがあるのは、81.0％、悩んでいることがないのは、

17.9％となっており、高校生世代の約８割が何らかの悩みを抱えている。 

悩みの内容は、「進路や将来に関すること」が 68.2％と最も多く、次いで「勉強や成績

に関すること」が 51.1％、「外見に関すること」が 22.7％となっている。大学進学を控え、

進路や勉強に関する悩みとともに、外見や友人関係、恋愛など思春期特有の悩みも挙げら

れている。 

 

 

 

 

 

 

（イ）クロス集計（悩みの内容（問 15）×学年別（問１(２)）、性別（問２）） 

学年別にみると、「悩んでいることはない」は学年があがるにつれて多くなっており、

高校１年生は、他の学年に比べて、より悩みを抱えやすい傾向が見られる。悩みの内容で

回答の多かった「勉強や成績に関すること」、「進路や将来に関すること」、「学校のこと

（部活動を含む）」も学年があがるにつれて、回答が少なくなっている。 

 

 

 

 

 

【悩みの有無（問 15）】 

【悩みの内容（問 15）】 
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【悩みの内容（問 15）×学年別（問１(２)）】 

 

 

性別にみると、「悩んでいることはない」は女性が男性よりも少なくなっており、女性

は、男性に比べて、より悩みを抱えやすい傾向が見られる。また、「友人関係のこと」は

「男性」は 8.6％、「女性」は 20.0％と、女性は男性よりも友人関係に悩みを抱えやすい

傾向にあり、同様に、「外見に関すること」も「男性」は 15.0％、「女性」は 28.7％と、

女性は男性よりも外見に関することに悩みを抱えやすい傾向にある。 

 

【悩みの内容（問 15）×性別（問２）】 

 

 

  

ｎ

勉

強

や

成

績

に

関

す

る

こ

と

進

路

や

将

来

に

関

す

る

こ

と

学

校

の

こ

と

（
部

活

動

を

含

む

）

家

族

と

の

関

係

・

家

庭

環

境

の

こ

と

友

人

関

係

の

こ

と

恋

愛

に

関

す

る

こ

と

体

や

性

に

関

す

る

こ

と 性

格

に

関

す

る

こ

と

外

見

に

関

す

る

こ

と

政

治

や

社

会

情

勢

に

関

す

る

こ

と

仕

事

（
ア

ル

バ

イ

ト

）
に

関

す

る

こ

と

そ

の

他

悩

ん

で

い

る

こ

と

は

な

い

無

回

答

全体 749 51.7 68.5 21.0 11.5 15.9 14.3 5.2 14.2 23.4 15.2 8.0 0.3 18.2 0.9

１年 246 62.2 75.2 29.3 12.2 17.9 18.7 6.9 17.9 27.6 15.4 6.1 0.4 12.6 0.4

２年 224 56.7 71.0 22.8 12.9 18.8 12.9 5.4 12.9 21.4 16.1 7.1 0.0 17.4 1.3

３年 219 34.2 58.9 11.4 9.6 11.9 12.3 4.6 11.4 21.0 13.7 11.4 0.5 24.7 0.9

無回答 60 53.3 66.7 15.0 10.0 11.7 8.3 0.0 13.3 21.7 16.7 6.7 0.0 20.0 1.7

学年別

ｎ

勉

強

や

成

績

に

関

す

る

こ

と

進

路

や

将

来

に

関

す

る

こ

と

学

校

の

こ

と

（
部

活

動

を

含

む

）

家

族

と

の

関

係

・

家

庭

環

境

の

こ

と

友

人

関

係

の

こ

と

恋

愛

に

関

す

る

こ

と

体

や

性

に

関

す

る

こ

と 性

格

に

関

す

る

こ

と

外

見

に

関

す

る

こ

と

政

治

や

社

会

情

勢

に

関

す

る

こ

と

仕

事

（
ア

ル

バ

イ

ト

）
に

関

す

る

こ

と

そ

の

他

悩

ん

で

い

る

こ

と

は

な

い

無

回

答

全体 787 51.1 68.2 20.8 11.3 15.5 13.9 5.5 14.2 22.7 15.0 8.3 0.5 17.9 1.1

男性 326 46.3 64.7 16.6 7.4 8.6 14.4 5.8 10.7 15.0 19.3 8.0 0.9 21.5 1.8

女性 436 54.1 71.3 23.2 14.2 20.0 12.6 4.8 16.5 28.7 11.5 8.5 0.2 15.1 0.7

答えたくない 19 52.6 63.2 31.6 10.5 26.3 31.6 15.8 15.8 21.1 26.3 5.3 0.0 21.1 0.0

無回答 6 83.3 50.0 50.0 16.7 33.3 16.7 0.0 33.3 16.7 0.0 16.7 0.0 16.7 0.0

性別

［単位：％］ 

［単位：％］ 
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イ 悩みの相談先 

ＰＯＩＮＴ 悩みの相談先 

 高校生世代の約９割が相談先を持ち、悩みを抱えた際には相談している

一方で、約１割は悩みを抱えても相談しない。 

 相談先としては、友人や母親が多く、学年、性別によってその傾向は変

わらない。 

 

（ア）単純集計（相談の有無と相談先（問 16）） 

回答のうち、悩みを抱えた時、誰かに（どこかに）相談するのは、90.5％、相談しない

のは、9.0％となっており、高校生世代の約９割が相談先を持ち、悩みを抱えた際には相

談している。 

相談先は、「友人」が 68.4％と最も多く、次いで「母親」が 66.2％、「父親」が 29.9％、

「きょうだい」が 20.5％、「学校の先生」は 18.9％となっている。同世代かつ気心の知れ

た友人は相談先として最も多く、自分の家族の中では、多くが「母親」を相談先としてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【相談の有無（問 16）】 

【相談先（問 16）】 
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（イ）クロス集計（相談先（問 16）×学年別（問１(２)）、性別（問２）） 

学年別にみると、「相談しない」は学年によって大きな差は見られない。相談先の傾向

も大きく変わらない。 

 

【相談先（問 16）×学年別（問１(２)）】 

 

 

  性別にみると、「母親」を相談先としているのは、「男性」が 56.4％、「女性」が 73.6％

と、女性が多くなっている。同様に、「きょうだい」を相談先としているのも、「男性」が

14.4％、「女性」が 25.7％と、女性が多くなっている。 

「父親」を相談先としているのは、「女性（27.5％）」が「男性（33.7％）」よりも少な

い。 

 

【相談先（問 16）×性別（問２）】 

 

 

  

ｎ

父

親

母

親

き

ょ

う

だ

い

祖

父

母

そ

の

他

親

族

友

人

恋

人

学

校

の

先

生

塾

や

予

備

校

の

先

生

部

活

動

や

習

い

事

の

仲

間

職

場

（
ア

ル

バ

イ

ト

含

む

）
の

上

司

や

同

僚

区

役

所

や

公

共

施

設

の

窓

口

・

職

員 「
み

な

と

子

ど

も

相

談

ね

っ

と

」

「
み

な

と

子

ど

も

相

談

ね

っ

と

」

以

外

の

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

の

掲

示

板

や

相

談

サ

イ

ト

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

上

の

友

人

・

知

人 そ

の

他

相

談

し

な

い

無

回

答

学年別

全体 749 29.6 65.8 20.3 4.7 1.5 68.8 5.3 18.8 7.6 8.9 0.9 0.1 0.4 0.7 4.4 1.1 9.2 0.3

１年 246 28.9 61.0 19.5 3.7 1.2 65.9 3.7 19.5 8.9 12.6 0.4 0.0 0.8 0.8 4.9 1.2 11.0 0.4

２年 224 28.6 66.5 17.9 4.9 0.4 70.1 6.3 16.1 8.0 8.0 0.4 0.0 0.0 0.4 5.4 0.9 8.9 0.0

３年 219 30.6 68.5 23.3 5.0 2.3 69.4 6.8 17.8 5.5 6.8 1.8 0.5 0.5 0.5 2.7 1.4 8.2 0.5

無回答 60 33.3 73.3 21.7 6.7 3.3 73.3 3.3 30.0 8.3 5.0 1.7 0.0 0.0 1.7 5.0 0.0 6.7 0.0

ｎ
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親

母
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そ
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友
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活
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の
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間
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ア
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バ

イ
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む

）
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司

や

同

僚

区
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や

公
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の
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・

職

員 「
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な

と
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ど

も
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談

ね

っ

と

」

「
み

な

と

子

ど

も

相

談

ね

っ

と

」

以

外

の

イ

ン
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ー

ネ

ッ

ト

の

掲

示

板

や

相

談

サ

イ

ト

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

上

の

友

人

・

知

人 そ

の

他

相

談

し

な

い

無

回

答

全体 787 29.9 66.2 20.5 5.1 1.8 68.4 5.5 18.9 7.5 8.8 1.1 0.3 0.4 0.6 4.3 1.1 9.0 0.5

男性 326 33.7 56.4 14.4 4.0 2.1 63.2 4.9 19.6 8.3 10.1 0.6 0.6 0.3 0.6 4.3 0.9 11.3 0.9

女性 436 27.5 73.6 25.7 5.5 1.1 72.0 6.0 18.3 7.3 8.0 1.6 0.0 0.5 0.5 4.6 0.9 7.3 0.2

答えたくない 19 15.8 63.2 5.3 15.8 10.5 73.7 5.3 21.1 0.0 5.3 0.0 0.0 0.0 5.3 0.0 10.5 10.5 0.0

無回答 6 33.3 66.7 16.7 0.0 0.0 66.7 0.0 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

性別

［単位：％］ 

［単位：％］ 
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ウ 相談することが自己肯定感、孤独感等に与える影響 

ＰＯＩＮＴ 相談することが自己肯定感、孤独感等に与える影響 

 悩みを相談する人は、悩みを相談しない人よりも、自己肯定感等が高く、

孤独感が低くなる傾向が見られる。 

 

（ア）階層別集計（自己評価（問 10）×悩みの有無別（問 15）・相談するかどうか別（問 16））  

  自己肯定感、自己有用感、将来の展望（以下「自己肯定感等」という）は、「悩みがあ

る・相談する」が「悩みがある・相談しない」よりも高くなっている。一方、孤独感は、

「悩みがある・相談しない」が「悩みがある・相談する」よりも高くなっている。 
 

【自己評価（問 10）×「悩みがある・相談する」】 

 

【自己評価（問 10）×「悩みがある・相談しない」】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

53.5 

48.2 

34.5 

58.7 

30.9 

29.8 

22.6 

1.4 

2.1 

17.5 

15.6 

40.8 

42.0 

38.8 

30.7 

34.0 

35.7 

30.9 

38.1 

31.4 

41.5 

5.3 

7.0 

28.5 

21.1 

28.3 

26.2 

26.1 

9.3 

9.8 

16.5 

7.0 

21.8 

19.0 

23.3 

20.6 

22.0 

32.2 

30.2 

14.2 

19.4 

18.9 

3.8 

5.3 

9.1 

2.1 

6.5 

13.4 

7.0 

28.5 

33.1 

14.9 

23.0 

11.8 

5.8 

6.9 

2.4 

2.2 

4.1 

1.2 

2.7 

5.5 

3.1 

32.4 

34.6 

6.9 

10.1 

4.3 

6.3 

9.3 

0.3 

0.5 

0.2 

0.2 

0.0 

0.9 

2.4 

11.8 

1.2 

0.0 

0.5 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校が楽しいと思う

今の生活（学校生活は除く）に満足している

自分のことが好きである

家族のことが好きである

他の人から必要とされている

友人関係は広いほうだ

何でも話せる・相談できる相手がいる

自分は孤独だと感じる

自分のことを誰もわかってくれない

自分が住む地域のために自分の力を役立て

たいと思う

社会を自分の力で変えられると思う

将来やりたいことや夢がある

将来、結婚したいと思う

将来、子どもがほしいと思う

あてはまる まああてはまる どちらでもない あまりあてはまらない あてはまらない 無回答

0.0

0.2

（n=583）

自己肯定感

孤独感

自己有用感

将来の展望

34.0 

26.4 

20.8 

24.5 

11.3 

28.3 

5.7 

1.9 

15.1 

11.3 

3.8 

30.2 

18.9 

18.9 

18.9 

24.5 

17.0 

28.3 

17.0 

11.3 

11.3 

20.8 

15.1 

18.9 

17.0 

26.4 

18.9 

18.9 

28.3 

24.5 

24.5 

24.5 

30.2 

18.9 

18.9 

30.2 

39.6 

37.7 

37.7 

13.2 

28.3 

26.4 

13.2 

15.1 

17.0 

11.3 

24.5 

18.9 

22.6 

22.6 

22.6 

13.2 

20.8 

17.0 

15.1 

15.1 

5.7 

9.4 

20.8 

9.4 

17.0 

22.6 

26.4 

18.9 

7.5 

18.9 

20.8 

13.2 

17.0 

20.8 

0.0 

1.9 

0.0 

0.0 

15.1 

5.7 

0.0 

0.0 

0.0 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校が楽しいと思う

今の生活（学校生活は除く）に満足している

自分のことが好きである

家族のことが好きである

他の人から必要とされている

友人関係は広いほうだ

何でも話せる・相談できる相手がいる

自分は孤独だと感じる

自分のことを誰もわかってくれない

自分が住む地域のために自分の力を役立て

たいと思う

社会を自分の力で変えられると思う

将来やりたいことや夢がある

将来、結婚したいと思う

将来、子どもがほしいと思う

あてはまる まああてはまる どちらでもない あまりあてはまらない あてはまらない 無回答

0.0

0.0

0.0

0.0

（n=53）

自己肯定感

孤独感

自己有用感

将来の展望
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（２）居心地がよい場所 

ア 居心地がよいと感じる場所の有無 

ＰＯＩＮＴ 居心地がよいと感じる場所の有無 

 高校生世代は、約９割が居心地がよいと感じる場所を持っており、その

うちの約７割は自宅以外にもそのような場所を持っている。 

 

（ア）単純集計（居心地がよいと感じる場所の有無（問 19）と具体的場所（問 19（１））） 

回答のうち、居心地がよいと感じる場所があるのは、95.2％、ないのは、4.2％となっ

ており、高校生世代の約９割が居心地がよいと感じる場所がある。居心地がよいと感じる

場所は、「自宅」が 90.8％と群を抜いて多く、次いで多い「学校」の 32.8％と大きく差が

ある。 

また、居心地の良い場所があると回答した中で、自宅以外にも居心地の良い場所がある

と回答したのは 66.6％、居心地の良い場所は自宅のみと回答したのは 33.4％であり、全

国調査と比較すると、自宅以外に居心地の良い場所があると回答した割合は、同程度であ

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：内閣官房「こどもの居場所づくりに関する調査研究」（令和５年３月） 

・年齢別、自宅以外の居心地の良い居場所の有無（16～18 歳、ｎ＝486） 

自宅以外に居心地の良い居場所がある 61.5％ 

自宅以外に居心地の良い居場所がない 38.5％ 

  

【自宅以外に居心地の良い居場所がある割合】 

 件数 割合 

ある 

（n=749） 

自宅以外

にもある 
499 66.6% 

自宅のみ 250 33.4% 

 

 

【居心地がよいと感じる場所の有無（問 19）】 【具体的場所（問 19（１））】 
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（イ）クロス集計（居心地がよいと感じる場所の有無（問 19）×学年別（問１(２)）、性別（問２）） 

学年別、性別にみると、全体と比べて目立った差はみとめられない。 

 

【居心地がよいと感じる場所の有無（問 19）×学年別（問１(２)）】 

 

 

 

【居心地がよいと感じる場所の有無（問 19）×性別（問２）】 

 

 

 

 

  

ｎ

あ

る

な

い

無

回

答

学年別

全体 749 95.3 4.3 0.4

１年 246 96.3 3.3 0.4

２年 224 94.6 4.9 0.4

３年 219 95.0 4.6 0.5

無回答 60 95.0 5.0 0.0

ｎ

あ

る

な

い

無

回

答

性別

全体 787 95.2 4.2 0.6

男性 326 95.4 3.4 1.2

女性 436 94.7 5.0 0.2

答えたくない 19 100.0 0.0 0.0

［単位：％］ 

［単位：％］ 
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イ 居心地がよい場所が自己肯定感、孤独感に与える影響 

ＰＯＩＮＴ 居心地がよい場所が自己肯定感、孤独感に与える影響 

 居心地がよい場所がある人は、居心地がよい場所がない人よりも、自己

肯定感等が高く、孤独感が低くなる傾向が見られる。 

（ア）階層別集計（自己評価（問 10）×悩みの有無別（問 15）・居心地がよい場所の有無別（問 19）） 

  自己肯定感等は、「悩みがある・居心地がよい場所がある」が「悩みがある・居心地が

よい場所がない」よりも高くなっている。一方、孤独感は、「悩みがある・居心地がよい

場所がない」が「悩みがある・居心地がよい場所がある」よりも高くなっている。 

【自己評価（問 10）×「悩みがある・居心地がよい場所がある」】 

 

【自己評価（問 10）×「悩みがある・居心地がよい場所がない」】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

52.6 

47.5 

34.5 

57.4 

30.0 

29.7 

21.8 

1.3 

2.5 

17.3 

15.0 

40.6 

40.8 

37.8 

30.0 

33.5 

34.7 

30.4 

37.0 

30.2 

40.6 

5.8 

6.4 

28.1 

20.6 

28.4 

25.6 

25.4 

10.7 

10.4 

17.3 

8.3 

22.1 

19.8 

22.6 

20.8 

23.6 

33.0 

30.5 

14.0 

20.1 

19.6 

3.5 

5.4 

9.2 

2.3 

7.6 

13.4 

8.1 

28.4 

33.2 

14.7 

23.4 

12.5 

6.8 

7.4 

2.8 

2.6 

4.1 

1.3 

3.3 

6.1 

4.3 

32.0 

33.2 

6.9 

10.4 

4.0 

6.4 

9.6 

0.3 

0.5 

0.2 

0.3 

0.0 

0.8 

2.6 

11.7 

1.2 

0.0 

0.5 

0.3 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校が楽しいと思う

今の生活（学校生活は除く）に満足している

自分のことが好きである

家族のことが好きである

他の人から必要とされている

友人関係は広いほうだ

何でも話せる・相談できる相手がいる

自分は孤独だと感じる

自分のことを誰もわかってくれない

自分が住む地域のために自分の力を役立て

たいと思う

社会を自分の力で変えられると思う

将来やりたいことや夢がある

将来、結婚したいと思う

将来、子どもがほしいと思う

あてはまる まああてはまる どちらでもない あまりあてはまらない あてはまらない 無回答

（n=606）

自己肯定感

孤独感

自己有用感

将来の展望

34.5 

20.7 

10.3 

24.1 

10.3 

27.6 

6.9 

3.4 

17.2 

10.3 

6.9 

27.6 

24.1 

20.7 

24.1 

27.6 

20.7 

34.5 

24.1 

20.7 

6.9 

24.1 

34.5 

20.7 

24.1 

20.7 

27.6 

27.6 

13.8 

24.1 

13.8 

13.8 

31.0 

3.4 

31.0 

34.5 

20.7 

24.1 

34.5 

17.2 

20.7 

17.2 

27.6 

20.7 

20.7 

13.8 

17.2 

24.1 

13.8 

20.7 

13.8 

17.2 

10.3 

6.9 

3.4 

10.3 

0.0 

6.9 

34.5 

13.8 

17.2 

24.1 

20.7 

13.8 

13.8 

27.6 

24.1 

27.6 

24.1 

24.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

20.7 

3.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校が楽しいと思う

今の生活（学校生活は除く）に満足している

自分のことが好きである

家族のことが好きである

他の人から必要とされている

友人関係は広いほうだ

何でも話せる・相談できる相手がいる

自分は孤独だと感じる

自分のことを誰もわかってくれない

自分が住む地域のために自分の力を役立て

たいと思う

社会を自分の力で変えられると思う

将来やりたいことや夢がある

将来、結婚したいと思う

将来、子どもがほしいと思う

あてはまる まああてはまる どちらでもない あまりあてはまらない あてはまらない 無回答

0.0

（n=29）

自己肯定感

孤独感

自己有用感

将来の展望
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（３）行ってみたい場所 

ア 区が新しく作るとしたら行ってみたい場所 

ＰＯＩＮＴ 区が新しく作るとしたら行ってみたい場所 

 高校生世代が行ってみたい場所については、いつでも行ける、無料で行

けるなど利便性に加え、Ｗｉ－Ｆｉ環境、飲食物の提供など、その場所

の快適性についての要望が多い。 

 行ってみたい場所では、一人で過ごせる、自習や読書ができるなど他人

と交流せずに過ごしたいという声がある一方、相談できる、違う世代の

人と出会えるなど、他人との交流を望む声もある。 

 

（ア）単純集計（区が新しく作るとしたら行ってみたい場所（問 23）） 

「無料で利用できる（77.1％）」、「行きやすい場所にある（71.0％）」、「行きたいときに

いつでも行ける（60.0％）」のようなその場所の利便性、「Ｗｉ－Ｆｉ環境が整っている

（65.8％）」、「無料または安価で飲食物の提供がある（57.6％）」、「持参したものを飲食で

きるスペースがある（56.4％）」といった快適性が多く挙げられている。 

また、「自習や読書ができる（56.2％）」、「一人でなにもせずのんびり過ごせる

（48.2％）」といった非交流の活動を望む声がある一方で、「友人と話せたり、遊べたりす

る（52.0％）」、「違う学校の人と出会える（28.3％）」といった他人と交流して活動する場

所の希望も一定数見られた。 
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77.1 

71.0 

65.8 

60.0 

57.6 

56.4 

56.2 

52.0 

48.2 

44.6 

38.2 

30.1 

28.3 

21.5 

19.3 

16.1 

15.4 

13.5 

12.8 

2.9 

5.0 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=787）

無料で利用できる

行きやすい場所にある

Wi－Fi環境が整っている

行きたいときにいつでも行ける

無料または安価で飲食物の提供がある

持参したものを飲食できるスペースがある

自習や読書ができる

友人と話せたり、遊べたりする

一人でなにもせずのんびり過ごせる

利用方法がわかりやすい

スポーツができる

勉強を教えてもらえる

違う学校の人と出会える

悩みや不安を相談できる

定期的にイベントがある

違う世代の人と出会える

自分たちで企画したことができる

ボランティア活動ができる

インターネット上で交流できる

その他

そのような場所はいらない

無回答

【区が新しく作るとしたら行ってみたい場所（問 23）】 

利便性 

快適性 

非交流性 

快適性 

交流性 

交流性 

利便性 

利便性 

快適性 

利便性 

非交流性 

交流性 

交流性 

交流性 

交流性 

交流性 

交流性 

交流性 

交流性 
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（イ）回答分類（区が新しく作るとしたら行ってみたい場所（問 23）） 

区が新しく作るとしたら行ってみたい場所について得られたその要件について、その性

質に基づき、利便性、快適性、交流性、非交流性の４種類に分類し、それに関連する自由

回答（問 24）の主な意見を整理した。 

 

【行ってみたい場所の４要件】 

利便性  快適性  交流性 

■無料で利用できる 

■行きやすい場所 

■いつでも行ける 

■利用方法わかりやすい 

 

■Wi-Fi 環境 

■無料・安価で飲食物提供 

■飲食できるスペース 

 ■友人と話せる、遊べる 

■スポーツができる 

■勉強を教えてもらえる 

■違う学校の人と出会える 

■悩みを相談できる 

■イベントがある 

■違う世代の人と出会える 

■自分たちで企画できる 

■ボランティアができる 

■ネット上で交流できる 

  

  ⇕ 
  非交流性 

  ■自習や読書ができる 

■一人のんびり過ごせる   

 

【４要件に関連する自由回答（問 23・問 24）】 

 項目(問 23 選択肢) 対応する主な自由回答(問 24) 

利
便
性 

無 料 で 利 用 で き る
(77.1%) 

高校生はお金が無いので無料で気軽に利用できるところ
を作ってほしいです 

行きやすい場所にある
(71.0%) 

行きやすい環境がいい 

行きたいときにいつでも
行ける(60.0%) 

部活の後の６時以降でも使えるような場所があればよい
と思います 

利用方法がわかりやすい
(44.6%) 

― 

快
適
性 

Ｗｉ－Ｆｉ環境が整って
いる(65.8%) 

Wi-Fi がある勉強や遊びができる場所を作ってほしい 

無料または安価で飲食物
の提供がある(57.6%) 

コーヒーなどの提供もある自習室が欲しい 

持参したものを飲食でき
る ス ペ ー ス が あ る
(56.4%) 

長時間学習のための飲食スペース又は飲食ＯＫな学習ス
ペース 

交
流
性 

友人と話せたり、遊べた
りする(52.0%) 

憩いの場、遊び場がほしい。広めの場所で、運動、ゲー
ム、飲食などができる場所が適当だ。自分が望む施設は
遊び場であって、別に相談してくれる人だとかはいなく
ても問題ない 

ス ポ ー ツ が で き る
(38.2%) 

バスケや野球など球技ができる広い遊び場がほしい／テ
ニスコートをふやしてほしい／無料でダンスができるダ
ンススタジオなどの場所が欲しい 

勉強を教えてもらえる
(30.1%) 

勉強を教えてくれる人を望みます 



53 

違う学校の人と出会える
(28.3%) 

自分は、小中高と港区外の学校へ通っていて、生まれて
から港区にいるのに友人が地元にいません。やはり個人
的には地元の友人がほしいので、新しい友人をつくれる
場があれば良いのかなと思います／閉塞的な男子校に通
っているため、このような場所を作って頂けることを強
く期待しております 

悩みや不安を相談できる
(21.5%) 

自分の進みたい方向に向かうためのサポートをしてくれ
るような場所であったら良いなと思います。批判や否定
ではなく、サポートや寄り添いのある場所であることを
期待します／進路のことを話せ、様々なアドバイスがで
きる人がいてほしい 

定期的にイベントがある
(19.3%) 

自由に大会やイベントが開けるような場所がほしい 

違う世代の人と出会える
(16.1%) 

居場所となる場所に幅広い年代のスタッフの方がいるこ
と 

自分たちで企画したこと
ができる(15.4%) 

自分たちで考えて作るイベントとかあれば本当に楽しそ
う 

ボランティア活動ができ
る(13.5%) 

今までボランティア活動やイベントは、どこから情報収
集したらいいか全くわからなかった。もし１か所で全て
わかるところができたら、とってもありがたい 

インターネット上で交流
できる(12.8%) 

Ｚ世代である私たちにとって、インターネットの活用は
日常的なものであるから、外出するメリットを与えてく
れる場所がある、またはインターネットを活用した区の
コミュニティースペースを作ることを希望します 

非
交
流
性 

自 習 や 読 書 が で き る
(56.2%) 

家には小さい弟と妹がいてうるさいし、図書館の自習ス
ペースはいつも埋まっているので、学生がいつでも使え
る自習室が欲しい 

一人でなにもせずのんび
り過ごせる(48.2%) 

なんでもかんでも人を交流させたりするだけでなく、一
人になってリラックスできる場所があると最高です。例
えば作業のできる個人ブースだったり、仕切りのある自
習室でも良いです 

 

【交流性と非交流性】 

充実性 
 

非
交
流
性 

 

■自習や読書 

 
■友人と話せる、遊べる 

■スポーツ ■ボランティア 

■違う学校・世代の人と出会う 

■イベント ■ネット上で交流 

 

交
流
性 

   

■一人でのんびり過ごせる 

 

■悩みを相談 

■勉強を教えてもらう 

   

休息性 
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第３章 保護者アンケート調査結果 

１ あなた（調査対象のお子さんの保護者）について 

ＰＯＩＮＴ あなた（調査対象のお子さんの保護者）について 

 調査に回答した保護者は、母親が約８割、父親が約２割。 

 保護者の年齢は、50 歳以上 55 歳未満が約４割 

 世帯年収 1,000 万円以上が過半数。 

 

問１ 回答者の、調査対象のお子さんとの続き柄を教えてください。（○は１つ） 

「母親」が 82.5％と最も多く、次いで「父親」が 16.3％、「祖母」が 0.4％となっている。 

 

 

  

父親

16.3%

母親

82.5%

祖父

0.0%

祖母

0.4%

その他

0.3%

無回答

0.5%

（n=748）
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問２ あなたの年齢を教えてください。（○は１つ） 

「50 歳以上 55 歳未満」が 40.4％と最も多く、次いで「45 歳以上 50 歳未満」が 34.0％、

「55 歳以上 60歳未満」が 13.1％となっている。 

 

 

 

問３ あなたのお住まいはどの地区ですか。（○は１つ） 

「高輪地区」が 30.1％と最も多く、次いで「芝浦港南地区」が 25.8％、「麻布地区」が

17.8％、「赤坂地区」が 14.8％、「芝地区」が 10.7％となっている。 

 

 

  

35歳未満

0.1%

35歳以上40歳未満

0.7%

40歳以上45歳未満

8.3%

45歳以上50歳未満

34.0%

50歳以上55歳未満

40.4%

55歳以上60歳未満

13.1%

60歳以上

2.8%

無回答

0.7%

（n=748）

芝地区

10.7%

麻布地区

17.8%

赤坂地区

14.8%
高輪地区

30.1%

芝浦港南地区

25.8%

無回答

0.8%

（n=748）
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問４ 港区での通算の居住年数を教えてください。（○は１つ） 

「15 年以上」が 58.7％と最も多く、次いで「10 年以上 15 年未満」が 18.9％、「５年以上

10 年未満」が 9.8％となっている。 

 

 

 

問５ あなたの就労状況を教えてください。（〇は１つ） 

「会社員・公務員・団体職員（正規職員）」が 32.5％と最も多く、次いで「パート・アル

バイト・派遣社員等の非正規職員」が 24.5％、「主夫・主婦」が 20.1％となっている。 

 

 

  

１年未満

4.0%
１年以上３年未満

4.5%

３年以上５年未満

3.7%

５年以上10年未満

9.8%

10年以上15年未満

18.9%

15年以上

58.7%

無回答

0.4%

（n=748）

会社員・公務員・団体

職員（正規職員）

32.5%

会社経営・役員

11.0%
自由業・自営業

7.8%

パート・アルバイト・派遣社員

等の非正規職員

24.5%

主夫・主婦

20.1%

無職

1.7%

その他

1.7%

無回答

0.8%

（n=748）
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問６ 2022 年中の世帯年収（一緒にお住いの方全員の合計）を教えてください。（もっとも

近いもの１つに〇） 

「1000 万円以上～2000 万円未満」が 29.0％と最も多く、次いで「2000 万円以上」が

23.1％、「600 万円以上～1000 万円未満」が 16.2％となっている。 

 

 

  

200 万円未満

5.7% 200 万円以上～

400 万円未満

6.6%

400 万円以上～

600 万円未満

7.1%

600 万円以上～

1000 万円未満

16.2%

1000 万円以上～

2000 万円未満

29.0%

2000万円以上

23.1%

分からない

11.1%

無回答

1.2%

（n=748）
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２ 調査対象のお子さんとのかかわり方について 

ＰＯＩＮＴ 調査対象のお子さんとのかかわり方について 

 保護者の９割以上が子どもとの関係を良好と考えている。 

 保護者が子どもとかかわる時間は、平日は「１時間以上２時間未満」が

最も多く、休日は「４時間以上」がもっとも多い。 

 

問７ あなたと調査対象のお子さんの関係性を教えてください。（〇は１つ） 

「良好」が 68.6％と最も多く、次いで「まあ良好」が 27.4％、「どちらでもない」が

2.0％となっている。 

 

 

  

良好

68.6%

まあ良好

27.4%

どちらでもない

2.0%

あまり良好ではない

1.1%

良好ではない

0.3% 無回答

0.7%

（n=748）
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問８ あなたは、普段調査対象のお子さんとどのようにかかわっていますか。（あてはまる

ものすべてに〇） 

「ご飯をたべる」が 95.1％と最も多く、次いで「進路や将来について話す」が 85.2％、

「学校生活のことについて話す」が 84.6％となっており、「ほとんどかかわらない」は

0.7％にとどまっている。 

 

 

  

95.1 

85.2 

84.6 

77.9 

73.9 

71.1 

70.1 

60.4 

59.1 

41.4 

31.3 

30.6 

20.2 

20.2 

3.9 

0.7 

0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=748）

ご飯をたべる

進路や将来について話す

学校生活のことについて話す

友人関係について話す

買い物に行く

テレビや映画をみる

旅行をする

調査対象のお子さんの性格について話す

調査対象のお子さんの外見について話す

仕事（アルバイト含む）について話す

体や性について話す

恋愛について話す

スポーツをする

勉強を教える

その他

ほとんどかかわらない

無回答
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問９（１） あなたは、平日に調査対象のお子さんとかかわる時間が１日あたりにどれくら

いありますか。（〇は１つ） 

「１時間以上２時間未満」が 30.1％と最も多く、次いで「１時間未満」が 21.8％、「２時

間以上３時間未満」が 21.5％となっている。 

 

 

 

問９（２） あなたは、休日に調査対象のお子さんとかかわる時間が１日あたりにどれくら

いありますか。（〇は１つ） 

「それ以上」が 30.9％と最も多く、次いで「２時間以上３時間未満」が 19.9％、「１時間

以上２時間未満」が 19.7％となっている。 

 

 

  

１時間未満

21.8%

１時間以上２時間未満

30.1%２時間以上３時間未満

21.5%

３時間以上４時間未満

14.2%

それ以上

11.2%

ない

1.1%

無回答

0.1%

（n=748）

１時間未満

9.1%

１時間以上２時間未満

19.7%

２時間以上３時間未満

19.9%
３時間以上４時間未満

19.3%

それ以上

30.9%

ない

0.7%

無回答

0.5%

（n=748）
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問 10 あなたは、教育や子どもへの接し方に関する情報を、主に誰またはどこから入手して

いますか。（あてはまるものすべてに〇） 

「インターネット」が 58.7％と最も多く、次いで「友人・知人」が 56.4％、「配偶者」が

44.9％となっている。 

 

 

 

  

58.7 

56.4 

44.9 

36.4 

29.7 

28.5 

21.7 

19.4 

6.7 

4.8 

8.7 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=748）

インターネット

友人・知人

配偶者

学校、学校の先生

雑誌、書籍

テレビ・ラジオ

実両親

新聞

義両親

行政の窓口や広報

その他

無回答
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３ 子どもの悩みやあなたの悩みについて 

ＰＯＩＮＴ 子どもの悩みやあなたの悩みについて 

 子どもが高校生世代になってから悩みを相談された保護者は約７割。相

談内容は、進路や将来、学校、勉強に関することが多い。 

 子どもとのかかわり方で悩んでいる保護者は約６割。悩みの内容は、子

どもの将来や進路、うまく助言できるかわからない、子どもと過ごす時

間の少なさなどが多い。 

 

問 11 あなたは、調査対象のお子さんが高校生世代になってから悩みを相談されたことはあ

りますか。（〇は１つ） 

「ある」が 70.9％と最も多く、次いで「ない」が 29.0％となっている。 

 

 

  

ある

70.9%

ない

29.0%

無回答

0.1%

（n=748）
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問 11 で「１ ある」を選択した人のみ回答 

問 11（１） あなたは、調査対象のお子さんからどのような内容について相談されました

か。（あてはまるものすべてに〇） 

「進路や将来に関すること」が 84.3％と最も多く、次いで「学校のこと（部活動を含む）」

が 63.4％、「勉強や成績に関すること」が 61.5％となっている。 

 
 

問 11 で「１ ある」を選択した人のみ回答 

問 11（２） あなたは、調査対象のお子さんが悩みをどこに（誰に）相談しているか知って

いますか。 

「知っている」が 67.4％、「知らない」が 29.6％となっている。 

 

  

84.3 

63.4 

61.5 

40.2 

30.4 

24.2 

21.5 

18.7 

18.3 

17.9 

12.6 

1.1 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=530）

進路や将来に関すること

学校のこと（部活動を含む）

勉強や成績に関すること

調査対象の子どもの友人関係のこと

調査対象の子どもの外見に関すること

仕事（アルバイト）に関すること

調査対象の子どもの性格に関すること

家族との関係・家庭環境のこと

体や性に関すること

政治や社会情勢に関すること

恋愛に関すること

その他

無回答

知っている

67.4%

知らない

29.6%

無回答

3.0%

（n=530）
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問 1２ あなたは、調査対象のお子さんとのかかわり方で悩んでいることはありますか。（あ

てはまるものすべてに〇） 

調査対象のお子さんとのかかわり方で悩んでいることは「ある」（100％から「ない」と

「無回答」を除く）が 59.2％、「ない」が 39.2％となっている。 

また、「ある」の中では、「調査対象のお子さんの将来や進路のこと」が 34.9％、「子ども

にうまく助言できるかわからない」が 24.5％となっている。 

 

 

  

34.9 

24.5 

11.4 

9.9 

8.7 

5.7 

5.2 

4.4 

4.3 

2.9 

1.1 

4.0 

39.2 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=748）

調査対象のお子さんの将来や進路のこと

子どもにうまく助言できるかわからない

子どもと過ごす時間が少ない

教育、指導方法がわからない

調査対象のお子さんの学校生活のこと

子育てに関して家族の方針が合わない

家族と協力して子育てができていない

子どもとうまく話せない

子どもの話を理解できない

調査対象のお子さんの仕事（アルバイト含む）のこと

子育てに関して周囲の理解が得られない

その他

ない

無回答

「ある」

59.2％
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問 1３ あなたには、調査対象のお子さんから相談をされた時や、調査対象のお子さんとの

かかわり方について悩みを抱えた時、相談する相手はいますか。（あてはまるもの

すべてに〇） 

相談する相手が「いる」（100％から「相談する相手はいない」と「無回答」を除く）が

95.2％となっている。 

また、「配偶者」が 69.7％と最も多く、次いで「友人・知人」が 56.6％、「実両親」が

31.7％となっており、「相談する相手はいない」は 4.3％にとどまっている。 

 

 

  

69.7 

56.6 

31.7 

27.0 

21.3 

13.4 

13.2 

8.2 

4.7 

2.3 

2.0 

1.6 

1.2 

3.5 

4.3 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=748）

配偶者

友人・知人

実両親

学校、学校の先生

調査対象の子どものきょうだい

その他親族

職場の人

義両親

スクールカウンセラー

行政の相談機関・支援員

教育センター

「港区子ども家庭相談ダイヤル」

「港区おとなの子育て相談ねっと」

その他

相談する相手はいない

無回答

「いる」

95.2％
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問 1４ あなたが、調査対象のお子さんの悩みのことや、調査対象のお子さんとのかかわり

方について相談窓口に相談するときに利用しやすいと思うことについて教えてくだ

さい。（あてはまるものすべてに〇）。 

「匿名性の確保や秘密を守ってくれる」が 49.5％と最も多く、次いで「専門的な知識を持

った人が助言してくれる」が 45.5％、「対面で直接相談できる」が 43.3％となっている。 

 

 

 

  

49.5 

45.5 

43.3 

41.4 

39.2 

37.0 

36.6 

32.1 

24.2 

21.9 

16.0 

1.5 

12.0 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=748）

匿名性の確保や秘密を守ってくれる

専門的な知識を持った人が助言してくれる

対面で直接相談できる

話を聞き、理解してくれる

日時を柔軟に対応してくれる

費用の負担がない

メールやSNSのメッセージで相談できる

利用方法がわかりやすい

専門機関や窓口へつないでくれる

電話やZoomなどのオンライン会議システムで相談できる

相談窓口が統一されている

その他

特にない

無回答
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４ 区の施設について 

ＰＯＩＮＴ 区の施設について 

 保護者の約８割が、港区内の子ども中高生プラザを認知している。 

 高校生の居場所や仕組みを作るために区が取り組むこととして、保護者

からは、「気軽に立ち寄れる場所をつくる」、「相談に柔軟に対応する仕

組をつくる」などが挙げられている。 

 

問 1５ あなたは、港区にある「子ども中高生プラザ」のことを知っていましたか。（〇は１

つ） 

「知っていた」が 76.7％、「知らない」が 22.7％なっている。 

 

 

  

知っていた

76.7%

知らない

22.7%

無回答

0.5%

（n=748）
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問 1６ 港区内に新しく高校生世代の居場所をつくるとしたら、高校生世代の子どもたち

は、どのような場所であれば利用すると思いますか。（あてはまるものすべてに

〇） 

「行きやすい場所にある」が 74.1％と最も多く、次いで「無料で利用できる」が 72.7％、

「行きたいときにいつでも行ける」が 65.4％となっている。 

 

 

  

74.1 

72.7 

65.4 

62.2 

58.7 

52.4 

51.7 

47.6 

41.3 

39.8 

38.9 

34.4 

32.2 

28.5 

22.6 

21.4 

19.4 

16.8 

11.5 

4.3 

0.9 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=748）

行きやすい場所にある

無料で利用できる

行きたいときにいつでも行ける

Wi-Fi環境が整っている

自習や読書ができる

持参したものを飲食できるスペースがある

友人と話せたり、遊べたりする

利用方法がわかりやすい

スポーツができる

無料または安価で飲食物の提供がある

一人でなにもせずのんびり過ごせる

勉強を教えてもらえる

悩みや不安を相談できる

違う学校の人と出会える

ボランティア活動ができる

違う世代の人と出会える

自分たちで企画したことができる

定期的にイベントがある

インターネット上で交流できる

その他

そのような場所はいらない

無回答
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「その他」を選択し記述された回答を以下のように分類した。 

回答者が複数の分類にわたる内容について記載している場合は、各分野に計上している。 

 

分類 件数 

好きなことができる ４ 

利用しない ４ 

安全で安心できる ４ 

イベントがある ３ 

施設の設備等 ３ 

勉強・自習ができる ２ 

スポーツができる ２ 

人と交流できる ２ 

宿泊できる １ 

行きやすい（距離） １ 

行きやすい（雰囲気） １ 

静かで落ち着きのある ２ 

その他 ５ 

 

分類「その他」の回答 

・知り合いがいない。 

・大人のサポートがある。 

・中高生だけの居場所。 

・ＳＮＳで利用情報の発信をして、こどもが情報を自分で収集できるようになっている。 

・図書館でボランティアなど何か役割があることをする。（居場所に感じるのではない

か。働いている人と話が出来るのは、将来の仕事など考えるきっかけになる。） 

 

  



70 

問 1７ 高校生世代の子どもたちの育ちや権利が保障される居場所や仕組をつくるために、

区はどのようなことに取り組むべきだと思いますか。（あてはまるものすべてに

〇） 

「子どもたちが気軽に立ち寄れる場所をつくる」が 68.9％と最も多く、次いで「子どもた

ちの相談を柔軟に対応する仕組をつくる」が 47.9％、「専門的な知識や資格を持つ人に相談

できる仕組をつくる」が 45.7％となっている。 

 

 

「その他」を選択し記述された回答を以下のように分類した。 

回答者が複数の分類にわたる内容について記載している場合は、各分野に計上している。 

分類 件数 

学習支援 ３ 

交流促進 ３ 

社会貢献や将来につながる支援、取組 ３ 

金銭的な支援 ２ 

相談人員の育成 ２ 

その他 17 

 

 

 

68.9 

47.9 

45.7 

37.8 

28.1 

16.2 

15.8 

4.5 

3.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=748）

子どもたちが気軽に立ち寄れる場所をつくる

子どもたちの相談を柔軟に対応する仕組をつくる

専門的な知識や資格を持つ人に相談できる仕組を

つくる

子どもや子育てについて不安を抱える保護者の相談

を柔軟に対応する仕組みをつくる

子どもとのかかわり方について不安を抱える保護者

が情報交換や相談ができる場所をつくる

インターネット上で交流できる仕組をつくる

民間の相談サービスを利用する際の支援（補助金

等）をする

その他

無回答
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分類「その他」の主な回答 

・高校生、保護者、教育の専門家、子育てを経験している心理相談の専門家や保健師、経

験豊富な地域の高齢者の方々など、港区独自のネットワークを作っていただけたらよい

と思います。 

・食事のできるスペースがコロナ禍でなくなり逃げて、ながくいられる場所がなくなった

ように感じます。大人の目があり、遅い時間まで開いている場所があればと思います。 

・区側から、子供たちの権利が守られているかを確認する仕組みが必要だと思う。 

・まずは顔見知りになる。 

・ＳＮＳを利用した情報発信、収集。直接子供の意見を集めるから。（親、学校などの大

人を通さない）子供主体の意見団体をつくる。 

・包容力のある祖父母世代の子育ての大先輩と話がしたい。 

・迅速な対応してください。気づくのが遅い。 

・よくやってくれていると思っています。 

・相談窓口はあるものの、その先へつなぐ力が不足している専門者が多い。「きくだけ」

になってないか。 

・上からの立場で対応するのではなく、変に対等な話し方などではなく、同じ目線で話せ

る場所。 

・自分の見ている世界は狭く、世界は広いから、もっとチャレンジできるということがわ

かる情報を伝える仕組みを作る。世界にかかわり、つながりを持てる仕組みを作ってほ

しい。 

・信頼できるスタッフを選ぶこと。 
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問１８ 最後に、高校生世代の子どもたちの居場所づくりについてや、高校生世代の子を持

つ保護者に対する支援について、区に期待することや求めることがありましたら、

ご自由にご記入ください。 

回答を以下のように分類した。 

回答者が複数の分類にわたる内容について記載している場合は、各分野に計上している。 

 

分類 件数 

居場所について 96 

区の取組について 62 

金銭的な支援 28 

企画・イベント 10 

アンケートについて 2 

その他 21 

 

以下、分類ごとに一部抜粋して掲載。 

分類「居場所について」の回答 

・保健室の様な心が疲れても安心出来る場所にしてほしい。 

・ＳＮＳで利用情報の発信をして、こどもが情報を自分で収集できるようになっている。 

・あまり細かい規程、ルールを作らず、ＬＩＮＥ等で気軽にオンライン予約など取れれば

良いと思う。 

・大人になりかけているけれど、まだ子供、という微妙な年齢なので、親の言うことはな

かなか響かないところがもどかしいです。子供も保護者も、それぞれ信頼する第三者に

気軽に相談できる場があると心強いです。子供にとって、学校以外のサードプレイスと

なるような居場所があると、世界が広がると思うので、ふらっと立ち寄りやすい場があ

るといいな、と思います。 

・子ども以上大人未満の子どもたちに、学校でもなく家庭でもない居場所は必要だと感じ

ています。バーチャルの世界ではない、リアルな経験をすることができる環境が、親の

収入に関係なく全ての子どもたちの手の届く所にあることが望ましいと思います。子ど

も一人一人の良いところ、優れたところを活かせる社会の仕組みがあれば、子ども達の

自己肯定感も高まると思います。 

・進学含め、将来のことで色々なひとの話を聞いて悩み、自分で決めることをサポートし

てくれるような、信頼できる大人の人がいる場を作ることは大切だと思います。 

・普段は何も無くても気軽に立ち寄れて、勉強したり、Wi-Fi 使ったりさせてくれて、い

ざ何か困った時、つらい時に、親にはなかなか言えないことを気軽に聞ける、受け入れ

てくれる場所、人がいるだけで充分だと思うので、そういう環境があるといいと思いま

す。 

・一人で過ごしたい時に、危険がなく静かで、お金がかからない場所、趣味に没頭できる

場所等、あるといいなと思う高校生は多いのではないかと思う。 
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分類「区の取組について」の回答 

・子供にしても保護者にしても、行政からの支援について知らない人が多いと思います。

能動的にインターネットで自分から検索するような人は見つけることができますが、そ

こまで辿り付かない人が多い気がします。高校生がよく見る媒体で、興味を引くように

告知するなどの工夫が必要かと思います。 

・公金を無駄にするような、たんなる遊び場を作るのはやめてほしい。本当に待っている

人に届く仕組みを作ってほしい。物理的な居場所ではなく情報を繋いで救い上げる仕組

みを作ってほしい。 

・悩みを抱える人の力になってあげてください。よろしくお願いします。 

港区に相談する場所がある事を今回知った。周知されていないと思うので、周知活動を

した方が良いと思った。 

 

分類「金銭的な支援」の回答 

・幼児、小学生を対象とした施設や手当は充実していると思うが、中学生や高校生に対し

ては非常に少ないと感じています。思春期で子との関わりが難しく、塾代や学費のかか

る中学生、高校生、大学生への支援について、今一度見直し、片寄った今の状況を変え

てほしいと思います。 

・幼少期より高校生世代の方が金銭的負担が増えるため、この時期の支援があると大変あ

りがたいです。医療費無料になるのは、とても良かったと思います。ちいばす乗車券の

配布などが、高校生世代の家庭に配布があるなどあれば助かります。交通費補助や、食

費も増える年頃などの事から、お米券など、年代が上がる家庭にも目を向けて頂けると

ありがたいです。 

・進学に際して、返済不要な奨学金の拡充。 

 

分類「企画・イベント」の回答 

・コロナで失われた中学時代のイベントの変わりになるような企画を用意して欲しい。 

・高校生世代の子供たちが中心となり活動できるような機会を作ってあげたいと思いま

す。 

・インターンを経験できる場所を増やしてほしい。 

 

分類「アンケートについて」の回答 

・区が何をしたいのか良くわからないです。何のアンケートですか？子ども中高生プラザ

とか作っても、行っているヒマがある子供は、大学の付属校か進学を考えていない学校

の「帰宅部」の生徒位ではないでしょうか。当家の子は塾と学校の学習で手一杯です。

遊んでいるヒマはありません。 

・夫婦仲が良ければ家庭は円満であると考えます。夫婦揃って相談できる場所があると良

いと思います。このアンケートの取り方は、あまり良いとは言えないと思います。本当

に悩みを抱えるお子さんは、親に見られることを考えて記入しないでしょうし、封筒が

一枚しかないことからも、親の書いたアンケートとは同封しにくいと思います。 
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分類「その他」の回答 

・令和５年度より子ども医療費助成の対象が高校生等まで拡大されるとのことで、大変あ

りがたく思っています。いろいろとありがとうございます。 

・ＳＮＳで利用情報の発信をして、こどもが情報を自分で収集できるようになっている。 

・アンケートの案内内容にもあった通り、悩みが多い高校生の時期は、「それでいいんだ

よ、間違ってないよ、応援してるよ」と受け入れてくれる環境が大切だと思っていま

す。しかし現実はなかなか上手く行きません。結果を最速で求めてしまう世の中に私も

どっぷりと浸かっているな、と今回のアンケートで省みることができました。アンケー

トに答える機会も支援の一つかも知れません。ありがとうございました。 
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５ 考察 

（１）高校生世代の保護者と子どもの回答比較 

ア 子ども中高生プラザについて 

ＰＯＩＮＴ 子ども中高生プラザについて 

 高校生世代の保護者の約８割、子どもの約６割が、子ども中高生プラザ

を認知している。 

 子ども中高生プラザに対する具体的意見・要望については、高校生世代

の保護者からは、子ども中高生プラザの周知、対象年齢、開館時間に関

する要望などが見られた。子どもからは、利用する子どもや職員、施設

の新たな機能に関する意見などが挙げられている。 

 

（ア）単純集計（子ども中高生プラザの認知度（保問 15・高問 22）） 

「子ども中高生プラザ」について、高校生世代の保護者は「知っていた」が 76.7％、

「知らなかった」が 22.7％であったのに対し、子どもは「知っていた」が 62.8％、「知ら

なかった」が 36.6％と、保護者のほうが子ども中高生プラザの認知度が高かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知っていた

76.7%

知らなかった

22.7%

無回答

0.5%

（n=748）

知っていた

62.8%

知らなかった

36.6%

無回答

0.6%

（n=787）

【保護者（保問 15）】 

保護者 件数 割合 

知っていた 574 76.7% 

知らなかった 170 22.7% 

無回答 4 0.5% 

合計 748 100.0% 

 

【高校生世代（高問 22）】 

高校生世代 件数 割合 

知っていた 494 62.8% 

知らなかった 288 36.6% 

無回答 5 0.6% 

合計 787 100.0% 
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（イ）自由回答（問 24「高校生世代の居場所づくりについて、区に求めることや期待する

こと」から子ども中高生プラザに関連する内容を抜粋） 

子ども中高生プラザに関する自由回答をみると、高校生世代の保護者からは、子ども中

高生プラザの周知、対象年齢、開館時間に関する要望などが見られた。子どもからは、中

高生プラザの利用する子どもや職員に関する意見、子ども中高生プラザの新たな機能に関

する要望が挙げられている。 

 

保護者 高校生世代 
周知に関すること 
・中高生プラザについては、私は人づてに

知りました。良いサービスやセンターが
あっても知らない人がいると思うので、
区からの情報発信を効果的に行い、周知
することを期待します。 

・中高生プラザは小学生の時期は利用して
いましたが、高校生になるとどのように
利用すべきかよくわかりません。高校生
への利用方法がわかるよう、メールやイ
ンターネット、ポスター等で教えてもら
いたいです。 

対象年齢に関すること 
・中高生プラザは 18 歳未満しか利用できな

いですが、素晴らしい施設とスタッフの
方々が揃っていて、悩みごとなど子供の
精神面を補助いただき、生活の一部にな
っているので、18 歳の年齢制限も柔軟に
対応いただきたいです。 

開館時間に関すること 
・中高生プラザが 24 時間オープンであると

いいなと思います。息子は友達といろん
な悩みなどを話すうちに夜遅くなり、何
度か補導されました（公園でキャッチボ
ールなどしていて）。 

その他 
・子ども中高生プラザは、スポーツもでき

るので、週に何日かは子供が利用させて
頂いています。小さい子向けの公園で
は、高校生がスポーツをすることもでき
ないので、中高生向けの施設はとてもあ
りがたいです。 

・中高生プラザの企画がもう少しあるとも
っと続けて遊びに行きたくなるのでは思
いました。保護者としてはスタッフの
方々もいらっしゃり安心して送りだせる
遊び場と思っております。 

・高校生プラザとか作っても、行っている
ヒマがある子供は、大学の付属校か進学
を考えていない学校の「帰宅部」の生徒
位ではないでしょうか。当家の子は塾と
学校の学習で手一杯です。遊んでいるヒ
マはありません。 

利用する子どもに関すること 
・中高生プラザはきれいで安心できますが

…。小学生の作品をロッカーに置くと中
学生とかが勝手に取っていじって壊され
たり、無くなったりして困る。子供たち
のスタッフに対する態度が悪すぎる。暴
言、暴力など大人に対する接し方がひど
い。スタッフもそれに対してきちんと叱
るなりしないと子供達はいつまでも大人
をなめてかかって悪いと思う。 

 
 
職員に関すること 
・なんで～もでは、子供にあわせたような

職員が多いため、気軽に話しかけづら
い。もう少し高校生も居やすいような職
員が居てほしいと思った。 

・中高生プラザの職員は、利用する子供
（児童）と恋愛関係にならないように気
を付けてほしい。強く要望します。 

 
 
新たな機能に関すること 
・中高生プラザに高校生専用の静かなフロ

アを作ってくれて、大学受験の勉強がで
きる環境と、息抜きのために友だちとお
しゃべりできるカフェスペースができた
ら利用すると思います。 

 
 
その他 
・プラリバは最高の居場所だと思う。スタ

ッフも明るく優しくていつでも行っても
いい雰囲気があり、変な人に逢ってしま
っても逃げ込める、助けてもらえる安心
感もある。 
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イ 新たな高校生世代の居場所づくりについて 

ＰＯＩＮＴ 新たな高校生世代の居場所づくりについて 

 高校生世代の保護者と子どものいずれも、「利用すると思う（行ってみ

たい）高校生世代の新たな居場所」の要件として、無料で利用できるな

どの利便性、Wi-Fi 環境などの快適性が多く挙げられている。 

 「犯罪などに巻き込まれることなく健全に過ごせる」など保護者目線で

の要望も見られる。 

 

（ア）単純集計（利用すると思う（行ってみたい）高校生世代の新たな居場所（保問 16・高問 23））  

「利用すると思う（行ってみたい）高校生世代の新たな居場所」の要件については、高

校生世代の保護者、子どものいずれも「無料で利用できる（保護者 72.7％、子ども

62.8％）」や、「行きやすい場所にある（保護者 74.1％、子ども 71.0％）」など利便性に関

するものが多く挙げられている。また「Wi-Fi 環境が整っている（保護者 62.2％、子ども

65.8％）」など快適性を要件とする声も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【保護者（保問 16）】 

74.1 

72.7 

65.4 

62.2 

58.7 

52.4 

51.7 

47.6 

41.3 

39.8 

38.9 

34.4 

32.2 

28.5 

22.6 

21.4 

19.4 

16.8 

11.5 

4.3 

0.9 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=748）

行きやすい場所にある

無料で利用できる

行きたいときにいつでも行ける

Wi-Fi環境が整っている

自習や読書ができる

持参したものを飲食できるスペースがある

友人と話せたり、遊べたりする

利用方法がわかりやすい

スポーツができる

無料または安価で飲食物の提供がある

一人でなにもせずのんびり過ごせる

勉強を教えてもらえる

悩みや不安を相談できる

違う学校の人と出会える

ボランティア活動ができる

違う世代の人と出会える

自分たちで企画したことができる

定期的にイベントがある

インターネット上で交流できる

その他

そのような場所はいらない

無回答

保護者 割合 

行きやすい場所 74.1% 

無料で利用できる 72.7% 

いつでも行ける 65.4% 

Wi-Fi 環境 62.2% 

自習や読書ができる 57.6% 

 

1 
 
2 

3 

4 

5 
 

【高校生世代（高問 23）】 

77.1 

71.0 

65.8 

60.0 

57.6 

56.4 

56.2 

52.0 

48.2 

44.6 

38.2 

30.1 

28.3 

21.5 

19.3 

16.1 

15.4 

13.5 

12.8 

2.9 

5.0 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=787）

無料で利用できる

行きやすい場所にある

Wi－Fi環境が整っている

行きたいときにいつでも行ける

無料または安価で飲食物の提供がある

持参したものを飲食できるスペースがある

自習や読書ができる

友人と話せたり、遊べたりする

一人でなにもせずのんびり過ごせる

利用方法がわかりやすい

スポーツができる

勉強を教えてもらえる

違う学校の人と出会える

悩みや不安を相談できる

定期的にイベントがある

違う世代の人と出会える

自分たちで企画したことができる

ボランティア活動ができる

インターネット上で交流できる

その他

そのような場所はいらない

無回答

高校生世代 割合 

無料で利用できる 77.1% 

行きやすい場所 71.0% 

Wi-Fi 環境 65.8% 

いつでも行ける 60.0% 

無料・安価の飲食物提供 57.6% 

 

1 
 
2 

3 

4 

5 
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（イ）自由回答（問 24「高校生世代の居場所づくりについて、区に求めることや期待する

こと」から新たな高校生世代の居場所づくりに関連する内容を抜粋） 

新たな高校生世代の居場所づくりに関する自由回答をみると、利便性や快適性を求める

意見・要望の具体的内容は、高校生世代の保護者と子どもで類似しているが、「犯罪など

に巻き込まれることなく健全に過ごせる」など保護者目線での要望も見られた。 
 

保護者 高校生世代 
無料で利用できる 
・24 時間無料で集まれて、身体も動かせると

ころがあると良いと思いました。 

無料で利用できる 
・高校生はお金が無いので無料で気軽に利用

できるところを作ってほしいです。 
行きやすい場所 
・高校生だけが集まれて、強制力はなく自由

で、騒いでもいいし、勉強してもいいし、
そんな広くて行きやすい場所が学校から自
宅までの間や近所にあるととても良いと思
う。 

行きやすい場所 
・駅から近ければ利用しやすくていい。 
・気軽に行けて、Wi-Fi 環境がある場所カフ

ェとかが欲しい。家の近くにあまりそうい
う場所がない。 

Wi-Fi 環境 
Wi-Fi 環境が整い冷暖房完備なら高校生は集

まるでしょうが、ずっと会話せずゲームや
ＳＮＳ、動画再生に興じることと思いま
す。アクセス設定する際に、何か工夫して
頂けたらと思います。 

Wi-Fi 環境 
・Wi-Fi 環境の整っている自習室があるとい

いなと思います。 
・Wi-Fi が整ってる遊べる場所が欲しい。 

いつでも行ける 
・学校に行けているこどもたちの居場所とし

て考えるのであれば、学校が終わってから
行ける時間に開いていることが大前提で、
夕方から夜まで開館できる場所が必要。 

・自習できる安心な環境が近くにあると良い
と思いました。夜 10 時くらいまで開いてい
たら、塾の自習室よりも移動時間がかから
なくてすみます。 

いつでも行ける 
・家には小さい弟と妹がいてうるさいし、図

書館の自習スペースはいつも埋まっている
ので、学生がいつでも使える自習室が欲し
い。 

・塾に自習室がなかったり、塾自体がない日
に使いたい。塾同様に 21時、22 時と遅い
時間帯までやっている。 

・家に帰りたくない時に、夜遅くまでもしく
は泊まれる場所があったら良い。 

保護者目線の意見・要望 
・高校生は、学校、部活、塾、自宅学習、趣

味、と毎日忙しすぎて、居場所を求めると
いう時間すらないのではないかと思いま
す。ですので、国や自治体で集まれる場所
を作って与えられたとしても、そこに集ま
れるのは、ほんの一部の高校生だけになる
のではないでしょうか。 

・子ども以上大人未満の子どもたちに、学校
でもなく家庭でもない居場所は必要だと感
じています。バーチャルの世界ではない、
リアルな経験ができる環境が、親の収入に
関係なく全ての子どもたちの手の届く所に
あることが望ましい。 

・犯罪などに巻き込まれることなく健全に過
ごせる場所があると助かります。自習でき
るスペースなど自宅ではなかなか勉強に集
中できないようなので。 

・ネットやアニメ、ゲームセンターの様なゲ
ームができる環境があると自ら行くかもし
れませんね。高校生は難しいです。 

・親の声のかけ方やアドバイス方法、接し方
や困った事が起きた時にすぐ相談できる
（数日後ではなく）所を設けて欲しい。 

高校生世代（当事者）目線の意見・要望 
・悩みを持っていたり、家庭環境に問題があ

ったりする子向けに作るのも大切だが、そ
れと同時にいわゆる“普通の子”と“普通
の子っぽく振る舞ってる子”が一緒に行け
るような気軽な場所であってほしい。 

・料金が安い高いという理由だけで公共施設
を利用し、そこで騒ぐ迷惑な集団などがい
ると、せっかくの和んでいてほんわかして
いるそういう施設が台無しになるので、絶
対に万人受けする施設だからといって利用
するとは限らないと思う。 

・活発に遊ぶ人が溜まり場とするようなとこ
ろは、居場所を必要としてる人たちが居づ
らすぎる空間になる。運動ができて安価な
飲食の提供があったら、本当に嫌な高校生
の溜まり場になりかねないので、遊べると
しても個々がゆったりとできる空間とはし
っかり分けてほしい。利用するための壁が
低ければ低いほどそういう人たちが集まり
やすくなってしまうと思うので、一定の金
額がかかっても良いから、元気な人たちの
溜まり場にはして欲しくない、見てるだけ
で辛い。 
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第４章 ヒアリング調査結果 

１ 調査目的 

 高校生世代に対するアンケート調査では、高校生世代の子どもたちが抱える悩みや居場所

の有無、居場所に求める機能や要望などについて全体的な傾向を把握した。 

 日頃から高校生世代の子どもたちと関わっている施設の職員や学校の教育現場から、高校

生世代の子どもたちとの関わり方や居場所をつくるために必要な要素などについて把握する

ことが、高校生世代の子どもたちの居場所づくりを検討するために必要であった。 

 以上のことを踏まえ、今後区が子どもたちの居場所づくりに関する取組を検討するにあた

っての基礎資料を得ることを目的として、区立児童館と子ども中高生プラザ、高校に対する

ヒアリング調査を実施した。 

 

２ 実施概要  

 

調査対象 

①区立児童館４施設、子ども中高生プラザ６施設及び児童高齢者交流プラザ１

施設 

②区内の高等学校５校 

調査方法 対面による聞き取り調査 

調査期間 令和５年６月 19日（月）～令和５年８月８日（火） 

調査内容 

【児童館・子ども中高生プラザ】 

１ 施設における高校生世代の利用状  

  況 

２ 施設における高校生世代にとって 

  の居場所となるための取組や工夫 

３ 施設における課題 

４ 高校生世代アンケート調査結果を

踏まえて 

５ その他 

【区内の高校】 

１ 学校の現状 

２ 高校生世代の居場所づくり 

３ その他 
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３ 調査結果 

（１）児童館・子ども中高生プラザ・児童高齢者交流プラザ 
①施設における高校生世代の利用状況 

○Ａ施設 

①高校生世代の利用人数（コロナの影響など）、利用時間、利用目的 

・常時６～７名ほどの利用がある。土日は特に多く、20 人を超えていても珍しくない。 

・利用時間は、部活終わりの 18 時前後の時間帯が多い。 

・テスト期間中で部活がない日は早く来館する。 

・ボードゲームやスポーツをしに来る子が多い。 

 

②どのような属性（性格）の子が利用しているか 

・中学生だった子が高校生になっても継続して利用している。 

・利用者のほとんどは港区在住だが、なかには区外在住もいる。高校別にみると、区内の

高校は特定の１校のみで、ほとんどが区外の学校に通っている。 

・以前は学校に馴染めない子や通っている高校が遠いため土日にでかけるならＡ施設、と

いう子もいたが、現在はそのような子はほとんどいない。 

 

○Ｂ施設 

①高校生世代の利用人数（コロナの影響など）、利用時間、利用目的 

・令和５年度は、高校生の利用が少なくなっていると感じている。 

・令和４年度までは、高校３年生の子たちがゲームやローラースケート、勉強など様々な

目的で利用していた。 

・ほとんどがバンド目的での利用となっている。 

・コロナ禍に新しく開設した施設で、施設の認知がされていないのではないか。 

 

②どのような属性（性格）の子が利用しているか 

・地元の子には「居場所」として、区外の子はバンド等目的があって来館している印象。 

・女子高生が施設の女性スタッフに友人関係や家庭環境について話をすることもある。 

・悩みの話があった場合は、寄り添い傾聴することを心がけている。 
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○Ｃ施設 

①高校生世代の利用人数（コロナの影響など）、利用時間、利用目的 

・コロナ前は中高生の利用率は、全体の 14％だったが、現在は 19％となっている。 

・利用目的は、スポーツ、音楽、ボードゲーム、テレビゲームが多い。 

・高校生は、平均して 15 人ほどの利用がある。 

・スタッフに会いに来たり、子ども中高生プラザに来れば誰かと話せるから来る子もい

る。 

・利用者のほとんどは男子で、これは全国的にみても同様の傾向。女子はコミュニティを

形成するのが上手で、男子はスポーツ等を通してコミュニティを形成するからではない

か。 

 

②どのような属性（性格）の子が利用しているか 

・学習室はあるが、そこで勉強している子は少なく、ラウンジで勉強している子が多い。 

・勉強したい子は、別の区の施設や図書館に行っている。地域に勉強できる環境があるた

め、利用目的ごとにすみ分けができているのではないか。 

・施設創設当時に小学生だった子が高校生になってからも継続して利用する流れができて

きた。 

・口コミや友達に連れられて来館する子が多い。 

・中高生から、幼児や小学生がいて使いづらいという意見は聞いたことがなく、逆に中高

生が小学生の輪に入っていくことがある。 

・子どもたちと触れ合うなかで相談を受けることも多く、女子からがほとんどである。友

人関係や恋愛関係、家庭環境について話を聞く。 

 

○Ｄ施設  

①高校生世代の利用人数（コロナの影響など）、利用時間、利用目的 

・平日は、18～20 時に、平均して５名程度が利用しており、ほぼ常連の子どもたちであ

る。常連の子たちの他に、先輩が来ていたからという理由で後輩が来てくれたり、部活

がなかったから来館してくれたりする子がいる。土日は午後から 10～15 名くらい利用し

ている。 

・バスケットボールをするために来館する子が多く、現在も利用目的の大半はバスケット

ボールをするため。 

・コロナもあり、現在は利用者数が減っているが、多い時には、20 人くらい来ていた。以

前、メインで来ていてくれた子たちが大学生になり、ボランティアで来てくれることも

ある。性別でみると、男の子が多い。 

 

②どのような属性（性格）の子が利用しているか 

・常連の子は男の子が多いが、何らかのプログラムへの参加やその参加をきっかけに来館

するようになるのは女の子の方が多い。 

・基本、地元の子が多いが、高校になり引っ越し現在は区外に住んでいるが、今でもここ

に来てくれている子もいる。また、自宅は区外で遠いが、通っている学校が近い子もい

る。無料で体育館を使うことができるというメリット感から、多少、遠くからでも来る

子もいる。 
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・高校生でいうと、殆どの子が小学生や中学生の頃に来ていたことがある子、またはその

友人で、全くの新規でふらっと入ってくる子は殆どいない。小学１年生の時に学童で来

ていた子が、高校１年生になり「無料でダンスができる場所がある」という理由で来る

ようなケースが多い。 

 

○Ｅ施設  

①高校生世代の利用人数（コロナの影響など）、利用時間、利用目的 

・日中の高校生の利用はほとんどない。 

・施設に訪れた高校生が小中学生と遊んでいる姿が時折みられる。 

・女子は、日常的な利用はないが、たまに同窓会のような感じで、半年に１回程度複数人

で施設スタッフに会いに来ることがある。 

・毎日中高生専用の時間帯を設けているが、門限などにより早めに帰宅している。 

・男子は、スポーツやゲームをしに来館している。 

 

②どのような属性（性格）の子が利用しているか 

・来館する高校生は、施設や学童クラブに通っていて施設に馴染みのある子で、高校生に

なって初めて施設を利用する子はほとんどいない。 

・地方の学校に通っている子が、東京に戻ってきたときに遊びに来ることがある。 

・以前は、もともと施設に通っている子が学校の友人を連れてくることはあった。 

・高校生の利用者は、施設周辺に住む子がほとんどで、区内の他の地区や区外から来る子

はほぼいない。 

・男子が数名利用する程度で、女子の利用がほとんどない。 

 

○Ｆ施設 

①高校生世代の利用人数（コロナの影響など）、利用時間、利用目的 

・元々、高校生世代の利用は非常に少ない。 

・高校生世代の利用者がいた当時は、スポーツをしたりしていた。 

・何名かの中学生は利用しているが、遊ぶことがメイン。普段使っている部屋が使えない

時間帯は別の部屋でスマホやゲームを見ている。遊びに来ている子たちから、相談を受

けることは殆どない。利用の頻度は、まちまち。コンスタントに来ている訳ではなく、

来たいときにふらっと来ている。 

 

②どのような属性（性格）の子が利用しているか 

・中学受験をする子が多いので、小学生でも５年にくらいになると来なくなり、受験が終

わって小学校卒業まではワッときて、中学生になって忙しくなって来なくなることが多

い。 

・以前、遊びに来ていた子が、中高生になってふらっと来館することはたまにある。これ

まで一度も来館がなく、初めて来る子というのはほとんどどいない。 
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○Ｇ施設 

①高校生世代の利用人数（コロナの影響など）、利用時間、利用目的 

・コロナ禍で音楽活動の利用も制限していたが、コロナが緩和してきて利用制限を解除し

たこともあり、音楽活動の利用者も回復し、体育館の利用者も増えてきている。平日の

多いときで 20 人くらい。休日の利用者は少ない。ただし、時期により、増減はある。文

化祭の前や、三年生を送る会等、学校のイベントが近くなると、休日でも利用が増え、

そうしたイベントの準備をする子が増える。平日の学校帰りに来る子が多い。男女比は

半々くらい。 

・スポーツや音楽活動を目的に来館する子もいるが、一人で来て勉強している子もいる。 

・無料で各部屋を利用できたり、コンビニ等でちょっとしたお菓子や飲み物を買ってき

て、気ままにおしゃべりができるスペースを利用できる点で、マック等ではなく、本施

設が選ばれているのだと思う。お金をかけずに長時間過ごすことができる点が貴重なよ

うだ。 

・区内の子だけではなく、区外からの子もいる。 

 

②どのような属性（性格）の子が利用しているか 

・不登校の子も来ている。家庭環境も理解しているので、きめ細かく対応している。 

 

○Ｈ施設 

①高校生世代の利用人数（コロナの影響など）、利用時間、利用目的 

・高校生世代の利用にコロナの影響は特段なく、３～５人（男女半々くらい）が利用して

おり、たまに学校の友人を連れてくることがある。 

・放課後から閉館まで利用しており、目的があって来館するわけではなく、ふらっと立ち

寄り雑談などしている。 

・高校生世代になってから新たに利用を始める子はいない。 

・近所同士の仲がよく、子どもたちも学年の垣根無く仲良くしている。同窓会のような気

持ちで施設に来館するのではないか。また、大学生になってから立ち寄ってくれる子も

いる。 

 

②どのような属性（性格）の子が利用しているか 

・高校生や大学生になり新しいコミュニティに馴染めなかった子たちが訪れるなど、心の

よりどころになっている。 
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○Ｉ施設 

①高校生世代の利用人数（コロナの影響など）、利用時間、利用目的 

・平日は 20～30名来ている。休日は部活や家族でのお出かけ等で利用者数が減るので 10～

15 名程度となる。コロナで一時利用者数は減少したが、令和４年くらいから戻り始めて

いる。 

・周辺には公園やスポーツができるところもあるが、室内で安全で無料で遊ぶことがで

き、飲み物もあり、時間管理の中、交代で必ず使うことができる、空調がきいていると

いう点に惹かれて来館する子が多い。 

・圧倒的に男の子が多い。男の子と女の子の比率はおおよそ７：３くらい。 

・基本、スポーツやダンス、遊び等で来館する子が多いが、スタッフが相談を受けること

もある。 

 

②どのような属性（性格）の子が利用しているか 

・学校帰り、部活帰りに寄ることが多い。区内在住と区外在住の割合は半々くらいとなっ

ている。定期券内で、アクセスが良いという理由で来館する子もいる。 

・スポーツやゲームをしにきている。また、ダンスや音楽活動の練習をしにきている。 

・先輩からの紹介で来ている子が多い。友達が友達を呼ぶ広がりが大きい。ただし、ポッ

と来る子もいる。コロナが緩和し、色々なところに出る人が増えたことによる影響では

ないかと思う。昔、学童でここに来ていて、何年後かに来館する子もいる。 

・グループで来る子が多いが、一人で来る子もいる。また、外国にルーツがある子どもが

来ることも多い。身振り手振りでコミュニケーションをとり、一緒にスポーツをしたり

している。一人で来ていても、例えば、他にいる子と一緒にスポーツをしたりするの

で、一人で来たからずっと一人でいるということではない。 

 

○Ｊ施設 

①高校生世代の利用人数（コロナの影響など）、利用時間、利用目的 

・中学生向けのイベントを開催することはあるが、高校生の利用は殆どない。高校生と接

するのは、各職員の個人的なつながりから、時折、お祭りのボランティアをお願いする

程度。ボランティアできてくれる子ども達をみると、男の子の方が多い。 

・区内に限らず、区外からの利用も結構ある。 

 

②どのような属性（性格）の子が利用しているか 

・小学生の時に本施設を利用していた子ども達が、中学生になって来館することはたまに

ある程度で、利用者の多くは乳幼児、その保護者、学童クラブの小学生等である。 
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○Ｋ施設 

①高校生世代の利用人数（コロナの影響など）、利用時間、利用目的 

・高校生世代が定期的に利用することはない。月に１回程度、高校生の男の子２～３名が

スポーツをしに来ているくらいである。 

・スポーツをしにくる高校生が、ボランティアで小学生にスポーツを教えに来ることもた

まにある。 

 

②どのような属性（性格）の子が利用しているか 

・高校生がここに来る場合、ここで何かをしたいというのではなく、自分の育ってきた場

所で、スタッフともつながりがあり、利用しているという面が大きい。小さい頃から自

分を見てくれているスタッフとの個人的なつながりで来ている子が多い。昔からの関係

性で、話を聞いてほしいということで来る子もいる。 
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②施設における高校生世代にとっての居場所となるための取組や工夫 

Ａ施設 

・高校生と話したときに、その子の趣味の話がでたらそれについて調べ、共通の話題とな

るようにしている。職員の持つ情報を常に更新していくことが大切と考えている。 

・職員個人が子どもにとっての居場所とならないよう、近すぎず、遠すぎずという距離感

を大切にしている。 

・“児童館はこうあるべき”という固定観念から脱却して、高校生の子たちのニーズを把握

していくことが大切である。主役は子どもたちであり、子どもたちがなにを求めている

かをしっかり追求することが居心地がよいと感じる場所につながると考え、日々子ども

たちと接している。 

・家や学校以外の「第３の居場所」でしかできないことを叶えていくことに児童館の存在

意義があると考えている。 

・大人目線からの子どもにとっての居心地がよい場所ではなく、子どもたちの意見に寄り

添うことが重要である。 

・子どもたちの意見をなるべく実現できるようにしており、達成感を味わってもらうよう

工夫している。 

・全員で同じスポーツに取り組む日を設けており、ふだんとは違うスポーツに取り組むこ

とで、新たなコミュニティ形成の一助になっている。違うスポーツの団体同士がつなが

ると、場所取りなどの小さな争いもなくなり、建設的な関係性が生まれている。 

・子どもたち同士を繋げて、子どもたちにとってより居心地がよい場所となることを目指

している。 

 

Ｂ施設 

・中高生専用の時間を設けている。 

・中高生を対象としたプログラム（軽食の提供、ゲームやスポーツの実施）を毎月いくつ

か用意しており、職員も積極的に参加している。 

・中高生専用の部屋があり、バンド活動やゲーム、勉強など多目的に利用できる。 

・近隣の高校に協力してもらい、毎月チラシを配布してもらっている。 

・Ｆａｃｅｂｏｏｋを開設し、イベントなどの情報発信をしている。 

・子どもたちの興味関心に常にアンテナを張ること、ゲームを一緒にできるようになるこ

と、高校生が知らない遊びを教えてあげられるようにすることを心がけている。 

・一番大事なのは、雑談力で、子どもたちとコミュニケーションをとれることが大切だと

思う。 

・職員と一緒にゲームしたい子、自分たちだけでしたい子など様々な子がいるため、距離

感を大切にしている。 

 

Ｃ施設 

・来館する子を重層的・構造的に考えている（逆三角形）。一番上の層は、大多数でスポー

ツなどの目的がある子と目的がなく自由に来る子。次に、施設が企画するプログラムに

参加する子で、一番上の層の子に比べて施設への参画度が高い子。次に、高校生たち自

身で企画するなど、さらに施設への参画度が高くなる子。一番下は、さらに参画度が高

くなり、地域との連携をしたいと思う子。 

・イベントを実施し、そこで集まった子たちに別のイベントの告知をしたり、子どもたち
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の興味を聞いたりするなどしている。 

・自分たちの企画を通して実現することで、児童館は自分たちがやりたいことができる場

所だと実感してもらう。 

・子どもたちがやりたいことができるということが重要であると考え、スポーツや音楽な

ど、様々なコンテンツを用意できるよう取り組んでいる。 

・日頃職員が子どもたちと一緒に遊んだり会話をしたりするなかで、子どもたちのやりた

いことなどを把握するようにしている。 

・利用登録をしている子にＬＩＮＥでイベント情報などを配信している。二次元コードを

載せた名刺サイズのカードを配布することも検討している。 

・高校生の子たちの過ごし方と施設のルールのマッチングしていくよう、時間をかけて付

き合うようにしている。高校生にルールを理解してもらえるよう丁寧に対応していると

ころに職員が一番エネルギーを使っている。 

・子どもたちから相談を受けた際には、個人では背負わず組織で共有し、相談内容の度合

いによって、様子をみるのか、適切な機関につなぐのかを判断している。 

 

Ｄ施設 

・18 時以降は、中学生、高校生のみの利用になるので、来ている子たちがやりたいように

使える。 

・友人同士で来ていても、一人で来ていても、スタッフが必ず声掛けをして、一緒に遊ぶ

ようにしている。一人ひとりがやりたいことを理解して、対応するようにしている。 

・一人で来る子もいる。個人の時間も大切だと思うが、皆で遊ぶ楽しさにも触れてもらい

たいと思う。ただし、読書が好きな子にバスケットボールを誘ってもやらないし、やり

たいとも思わない。そういうときは、別の角度から、例えば、卓球であったり、ボード

ゲームであったり等、その子、その子に合わせて、一緒にできるものを考え接してい

る。ただし、本を読みたい子に、無理やり別のことをやらせたりはせず、例えば「今、

何巻読んでいるの？」等と、その子に合わせて話をしている。 

・多様な子どもたちのニーズに丁寧にスタッフが対応していくことが大切。 

・日頃から、来館してくれる子たちが自然と心を開けるようと想いながら接している。そ

れこそが、スタッフの存在意義だと思うし、子どもたちが安心できる場を提供すること

が子ども中高生プラザの使命だと考えている。 

・中高生向けのプログラムを作ろうとしたきっかけは、高校生たちが、次のステージに行

く際の進路相談に対応しようという趣旨から。 

・子どもたちの「やりたい」を実現してあげることを重要視している。大学のサークルや

部活等に連絡しても、意外と協力してもらえる。 

 

Ｅ施設 

・施設のスタッフは、保護者でも学校の教員でもない第３の大人として、高校生に寄り添

った対応を心がけている。 

・来館してくれた子には感謝の気持ちを伝えて、いろいろな話をするようにしている。い

ろいろな話をする中で、その子が何ができるようになったかなど変化に気づくようにし

ている。 

・昔からの関係性ということもあるが、子どもたちから煙たがられてもこまめに継続して

話しかけることが大切。その結果子どもたちは心を開いてくれる。 

・子どもが疎遠になって一時的に来なくなっても、その後来た時にはしっかり話をするな

どして、子どもたちの居場所として受け入れる姿勢をみせている。 
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・信頼関係を構築しているからこそ、勉強や進路、恋愛に関する相談を気軽にしてくれて

いる。 

・日常声掛けをしてコミュニケーションをとることで、高校生たちがなにを求めているの

かニーズを把握している。 

・首都圏中高生ネットワーク会議に参加し、情報を収集している。 

 

Ｆ施設 

・スマホや携帯が使える場所を設けている。 

 

Ｇ施設 

・一度帰宅してからではなく、制服のまま学校帰りに寄れるよう、学校側と調整した。 

・中高生向けのイベントのチラシを毎月作成している。週１回「個人プログラム」という

企画を設けており、１人でふらっと来館できるようなきっかけづくりをしている。 

・民生委員さんたちの協力も得ながら、高校生とスタッフが簡単な料理をして、作ったも

のを食べながら団欒するプログラムを実施する。 

・食べながらのおしゃべりは非常に大事な機会だと思う。子どもたちが一番しゃべりたい

時間帯は、学校が終わった後のちょっとお腹が空いた頃。そのときに合わせて、食べな

がらおしゃべりができるプログラムを行っている。これまでも、デパート、チョコレー

ト専門店、コンビニのチョコを買ってきて、目隠しで食べてもらいながら当ててもらう

ようなゲームなようなことをしながら、高校生とスタッフが一緒に食べておしゃべりを

してきた。そうした中で、学校の話や学校の話、悩んでいること等を話してくれるよう

になる。 

・スポーツやダンス等、目的を持ってグループで来る高校生のことはあまり心配していな

い。それよりも、一人でふらっと来る子が、第二の家のような気持ちで寛いでもらえる

ようにすることが大切だと思う。 

 

Ｈ施設 

・毎週金曜日18時から19時に中高生タイムを実施しており、軽食の提供（有料）を行い、

スポーツを楽しむことができるイベントとなっている。 

・年に１度開催する施設のイベントでは、実行委員会を立ち上げ、自ら企画立案する経験

ができるよう工夫している。このような経験が、子どもたちの自己肯定感の向上に寄与

すると考えている。 

 

Ｉ施設 

・定期的に、軽食を無料で提供するイベントを開催している。そこでは、学校の話をきい

たり、別の学校の子同士で一緒にご飯を食べて仲良くなる等している。 

・月に１回、18 時以降に施設のスタッフと来館した中高生で一緒にスポーツをする「中高

生タイム」を設けており、大人とスポーツで勝負できる機会は、子どもたちに喜ばれ

る。これからも継続していく予定。 
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Ｊ施設 

・高校生が来館することは少ないが、以前からのつながりでボランティアにきてもらった

り、気軽に話しをする中で、親でもなく、教員でもなく、第三者の立場で悩みや話を聴

く機会はある。その時の会話の内容としては、好きな子の話しなど。何気ない雑談から

相談を受けることもある。 

・子ども達との関係性を築くために、事務的ではなく、ざっくばらんに、想いや感情をし

っかり表現することを心掛けている。小さな頃から見て関係を築いているので、その子

の親や先生たちが言えないことでも入っていけると思う。上から目線ではなく、同じ目

線で接することが大切だと思う。 

 

 

Ｋ施設 

・毎週金曜日に 18～19 時に中高生タイムを設けている。 
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③施設における課題 

Ａ施設 

・高校生世代の子の利用促進を図るため、ニーズに対応するために、高校生世代の子が利

用しているツールやアプリに合わせて、ＳＮＳを活用するなどスピーディーに対応して

いくことが求められるが、現状はおたより（紙媒体）とホームページのみでの情報発信

となっており、対応できていない。 

・イベントの計画を立てて周知することも必要だが、その日に子どもたちが来るとは限ら

ないため、子どもたちが来たいと思うときに情報を早く展開できるとよい。 

・高校生のパーソナルスペース（空間）を確保することがハード面での課題となってい

る。来館する高校生たちは小学生たちと仲良くしているが、自分だけの時間も欲しいと

思う。 

・いろいろな世代との交流というのは大人目線での考えではないか。実際に小さい子との

交流が好きな子もいるが、小さい子たちの雰囲気に合わせにいくことが難しい高校生も

多いと思う。高校生世代は多感な時期であることから、静かに過ごせる場所も必要だと

感じている。 

・一人になれる場所と交流できる場所の空間を分けられるとよい。 

・区立の小中学校とは月に１度情報交換を行っているが、高校となるとそれが難しい。学

校と子ども中高生プラザでの様子をそれぞれ情報交換できればよいが、できないのが現

状。 

・乳幼児、児童の時間帯に職員の対応が厚くなり、中高生の時間帯には人手が薄くなって

しまうため、子どもたち一人ひとりに寄り添うことが難しい。子どもたちのニーズに対

応したきめ細かな対応をするための人材の配置も課題となっている。 

 

Ｂ施設 

・他の施設と比べて室内の運動スペースが狭く天井が低いことから、本格的に試合をする

ことは難しい。子どもたちから広い場所を要望する声もあったことから、屋外運動場に

バスケットボールのゴールを設置できるよう工事要求をしている。 

・区内の子ども中高生プラザの中で一番小さく、高校生が思いっきり遊べて自由に過ごせ

る場所の確保が課題となっている。 

・インスタグラムなどのＳＮＳを活用したタイムリーな情報発信を検討しているが、でき

ていない。 

・０歳から 18 歳までの幅広い年齢を対象としていることから、高校生が利用しづらいので

はないか。 

・ＳＮＳによりリアルタイムで、高校生より下の世代の子たちの利用状況がわかれば、高

校生が来やすくなるのではないか。 

・施設の名称も高校生にとっては重要。たとえば児童館だと高校生が周囲の目を気にした

りして利用しづらい。 

・世代や子どもたちの目的別に施設内の空間を分けられるのが理想。現在はタイムシェア

となっている。 

・区立の小中学校とは定期的に情報交換をしているが、高校とはそれが難しい。 

・地元の子でよく来館する子とは関係を構築して親しくなっていくが、バンド目的でふら

っと来た区外在住の子たちにどのように対応していくかが課題となっている。 

・バンドなどの目的を持って来る子がほとんどのため、企業や地域と連携したイベントを

企画しても、高校生が来館するタイミングと合わないこともある。 

・中高生の時間には職員の人員が不足する。 
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Ｃ施設 

・高校生世代が利用できる時間をもっと融通を聞かせてほしいという意見が多くある。 

・施設を利用できる対象年齢より上の年齢になってしまった場合に、通っていた子どもた

ちの自立を支援することができないこと。高校卒業後の自立を支援することが重要だ

が、現状港区にはない。サポートしたり、適切な機関を紹介したりするなどの取組が必

要と考えている。 

・子どもの居場所の保障（子どもたちからの信頼の獲得）と学校との信頼関係の構築も課

題である。学校からは、施設で起きたことを報告するよう言われているが、学校に連絡

してしまうと子どもたちは学校で怒られ、施設への信頼を失うことにもなる。 

・職員の専門性の向上も課題となっている。高校生と向き合うには、かなり高度な知識や

経験が求められる。 

 

Ｄ施設 

・この場所に高校生が遊ぶことができる場所があることを知らない人が多いと思う。コー

ト一面の広さの体育館があり、スタジオがあり、割と若いスタッフが多く、比較的入り

やすい施設だと思うが、ここに子ども中高生プラザがあること知らず、学童しかないと

思っている人も多い。乳幼児の親御さんでも、子ども中高生プラザがあることを知らな

い人もいる。 

・バスケットボールをするということでみても、周辺に結構、バスケットボールができる

場所はあるが、「無料で」となるとなかなかないので、ここに来る子もいる。そういうこ

とを考えると、単に知られていない部分も大きいのではないか。 

・駅から遠いという点が難点で、もう少し駅に近ければ、「バンドをやりたい」という子た

ちがもっと来ると思う。周辺に住んでいる子たち以外は、駅から歩いてくる。ちぃばす

はあるが、高校生たちが往復で 200 円払って来るかというと、来ないと思う。 

 

Ｅ施設 

・地域の人もどのような施設かわかっていないため、高校生になるとその傾向は顕著にな

るのではないか。 

・利用者が限定的であるため、新規開拓が課題となっている。 

・特に女子の利用促進を図りたいが、現状施設を利用する女子高生がいないため、なにを

したいのか、なにを求めているのかがわからない。 

・高校生世代に対する情報発信も課題となっており、ＳＮＳの運用に向けて準備をしてい

るが、まだ実現には至っていない。 

・高校生世代の情報収集源は、ＳＮＳがほとんどだと思うので、利用促進を図るために活

用したい。 

・高校生専用のスペースがないことも課題である。 

・利用者から専用スペースが欲しいと直接言われたわけではないが、静かに勉強できると

ころはないかと尋ねられたこともあるため、現場スタッフの感覚的に、他の空間と区切

られた空間は求められていると思う。 

・高校生世代が利用できる現在の区の施設は、０歳から 18 歳まで幅広く様々な人を受け入

れている反面、高校生にとって何ができるのかがわかりづらいのではないか。 

・施設の利用対象者と施設でできることは明確にした方が、高校生にとっては使いやすい



92 

のではないか。 

・施設では、スマホ等の充電ができない。充電している間にもスタッフなどとのコミュニ

ケーションも生まれると考えるため、充電できるようになることも今の高校生にとって

は大切な要素ではないか。 

 

Ｆ施設 

・遊戯室にバスケットボールができるスペースはあるが、バスケットボールゴールは低い

ので、高校生世代が楽しめる設備とは言い難い。 

・児童館は、通常、18 時閉館なので、時間帯という点でも、高校生世代は使いづらいと思

う。 

・「児童館」という名称なので、高校生世代が自分たちでは遊べない施設と捉えていると思

う。高校生世代が自分たちでも使える施設だと知らないと思う。 

・子ども中高生プラザとは違うので、児童館には体育館や音楽室はない。 

 

Ｇ施設 

・体育館でもなく、スタジオでもなく、高校生がふらっと立ち寄れる場があると良い。 

・以前は、高校生世代の子たちが寛げるスペースがあったが、併設する学童のスペースが

拡充されるに伴い、そのようなスペースがなくなってきている。 

・施設に併設するカフェは、高校生が施設に訪れる時間には閉店している。高校生が来る

時間で軽食を提供できたり、持参したものを飲食できるスペースがあるとよい。 

 

Ｈ施設 

・児童館や子ども中高生プラザは、高校生世代までの幅広い子どもを対象としているた

め、高校生世代が利用しづらいのではないか。高校生世代の子どもたちが、個人のスペ

ースを確保でき、かつ交流したい子が交流できる施設があるとよい。 

・現在は、児童館はコミュニティ形成の場として、子ども中高生プラザではスポーツや音

楽などに取り組める場所として機能しているが、さらにその先に子どもたちが新しいこ

とに挑戦できるような場所があるとよいのではないか。 

・児童館や子ども中高生プラザは 18 歳までを利用対象としており、対象年齢ではなくなっ

たときに利用していた子たちの居場所が急になくなってしまうため、子どもたちのその

後が気がかりである。その後も継続的に居場所を提供することができるとよい。 

 

Ｉ施設 

・中高生が思いっきりスポーツをするには、小学生がいなくなる 18 時以降になる。 

・もう少しスペースがあれば、子どもたちももっと自由に利用できる。 

 

Ｊ施設 

・港区内の児童館の中で規模が小さいほうで、雰囲気・スペースからいっても高校生が利

用することは、なかなか難しいのが現状である。 

・高校生世代の専有のスペースはない。 
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Ｋ施設 

・現状の施設で高校生を受け入れていくことが、現実的には難しい。高校生は、自転車を

利用して活動範囲も広域になるので、利用する高校生の方が各施設を使い分けていると

思う。近隣には他の児童館や、中高生プラザもあるので、高校生が必要性を感じるので

あれば、そちらに行くのではないかと思う。 

・本児童館は非常に古いので、もう少しきれいに大きくなれば良いとは思う。特に、トイ

レがきれいになると良い。トイレは、子どもや保護者が重要視する設備だと思う。 
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④高校生世代アンケート調査結果を踏まえて 

Ａ施設 

・現在は、基本的に一時利用として緊急連絡先を書いてもらうのみとしている。 

・以前までは、住所など詳細を把握するようにしていたが、情報の必要性などを考慮し、

令和５年２月から手続きを簡略化した。簡略化したことで、個人情報漏洩のリスクや利

用者の負担減につながっており、不満などの意見はない。 

・あまりないが、区内在住者優先のイベントをする際には、区内在住か区外在住かのみを

記入してもらっている。 

・高価な楽器等を置いているスタジオを利用する際には、メンバー登録をしてから利用を

してもらうようにしている。 

 

Ｂ施設 

・継続利用の確認をしたうえで、メンバー登録をしてもらうか一時利用とするか判断して

いる。 

・メンバー登録の際には、氏名、住所、緊急連絡先を聞いている。 

・メンバー登録に対して意見は特にないが、住所や電話番号が書けない子が多く、登録す

るにあたってのハードルになっている。 

 

Ｃ施設 

・利用者には、全員利用登録をしてもらっている。 

・登録の際は、氏名、学校、学年、住所、緊急連絡先を書いてもらっている。 

・手続きに対する不満は聞かないが、カードを持つことについて嫌がる声があり、スマホ

で写真をとっておいてもらうなどしている。 

・悩み相談について、高校生世代のスマホ利用率が高いことは確かだが、対面の方が話し

やすいのではないか。 

 

Ｄ施設 

・「Ｄ施設」は知らなくても、施設の愛称なら知っている子もいる。来館している子たちに

は愛称の方が浸透している。児童館、子ども中高生プラザの認知度は総じて低いと思

う。 

・保護者でもなく、学校の先生でもない、「第三の大人」の立場で接することを大切にして

いる。 

・「友達感覚の大人がいる場」であることが重要だと思う。 

・普段の高校生の生活の中では出会えない大人と接することができる場になってもらえる

と嬉しい。人とのつながりという視点でも、第三の居場所になることが必要だと思う。 

 

Ｅ施設 

・利用登録制については、利用者からは特段不満の声などはない。 

・中には住所を書けない子もおり、手間となっていることも考えられるが、万が一なにか

あった際の緊急連絡先として把握する必要はある。 

・利用登録の手続きをしている合間にも、どのようなことがしたいかなど話すきっかけに
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なり、子どもと施設スタッフのコミュニケーションの一助になっているメリットもあ

る。 

 

Ｆ施設 

・高校生世代であれば、スマホ等のデジタル機器を使える場所は、必須だと思う。 

・専有できる場所と共同で使う場所（混在しても良い場所）を分ける必要がある。 

 

Ｇ施設 

・子どもたちが、本当につらい時にふらっと来て、本音で話せるような場であることが非

常に大切だと思う。 

 

Ｈ施設 

・ほとんどの子にとっては、自宅が居場所になっているという結果ではあるが、必ずしも

そうではない子どもたちもいるので、自宅や学校以外に自習ができるパーソナルスペー

スなどがあるとよい。 

・無料で利用でき、軽食を提供できる場所があるとよい。 

・高校生世代になると行動範囲が広まるため、特定の場所（地域）にこだわる必要はない

のではないか。 

 

Ｉ施設 

・子どもが自発的に発信して、子どもとスタッフが新しいものを創っていかれるようにし

ていきたい。 

・「自分で考えたものを子ども中高生プラザで実現できる」場であることが、非常に重要だ

と思う。 

・自分たちで自分たちの居場所をカスタマイズして欲しい。 

・保護者でもなく、学校の先生でもなく、近くにいる仲良しな大人の存在は非常に重要。

児童館や子ども中高生プラザの意義もそこにあると思う。保護者や先生には言えないこ

とでも話すことができる場。 

 

Ｊ施設 

・高校生になると行動範囲が広がるので、それほど地域ということにこだわる必要はない

と思う。 

・また、高校生になると、これから受験、大学、社会人を迎えるにあたり、「一人になれる

場所」を保証してあげることが大切だと思う。親の収入等によるが、全ての高校生が一

人になれる場所を持っている訳ではないと思うので、家庭、学校とは違う場所が確保さ

れると良いのではないか。 

 

Ｋ施設 

・Ｋ施設を高校生の居場所とするのは難しいかもしれないが、小さい頃からここに通って
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いて成長した子が、スタッフとの関係でここにきたときには、居心地よく寛げる場であ

りたいと思う。 
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⑤その他 

Ａ施設 

・ふらっと立ち寄れて、気分転換ができる雰囲気づくりが大切だと考えている。 

・子どもを観察して、その時に最善の声掛け対応をすることが大切である。 

・子どもたちが好きなことを把握したうえで、それを実現することが大切である。 

・静（一人で静かに過ごせる）と動（やりたいことができる）の両方の観点から、居場所

くりを考えることが重要だと思う。 

・子どもの個性に合わせた職員の柔軟性やフットワーク軽さは重要で、それは民間の指定

管理事業者の強みでもあるのではないか。たとえば万人受けするような企画ではないこ

とを実施することも重要で、そのようなプログラムを実施した職員と参加した子のつな

がりもできている。 

 

Ｂ施設 

・子ども食堂のようなことをしても、地域の特性柄裕福な家庭が多く、そうではない家庭

でもプライドが高く、利用に至らない。 

・他自治体の施設の好事例として、文京区のｂ－ｌａｂ、調布市のＣＡＰＳ、杉並区のゆ

う杉並、渋谷区の施設（児童青少年センターフレンズ本町、代官山ティーンズ・クリエ

イティブ）が挙げられる。 

・大人目線で子どもに必要なものを考えるのではなく、子どもが欲しいものを検討するこ

とが大切である。 

 

Ｃ施設 

・子どもたちにとっての居場所を提供することは重要だが、子どもたちが自分たちで居場

所をみつける、つくれるようにすることが大切である。 

・一般的にボランティアをすることがよいとされているが、それを子どもたちに押し付け

てしまうと、子どもたちのステージを狭めてしまうこともある。やりたい子ができて、

やりたくない子はやらなくてよいとするなど、様々な子がいるということを念頭に置

き、居場所づくりに取り組むことが大切である。 

・すべての子ども中高生プラザで同じ機能を持つ必要はなく、地域の環境などの特徴を考

慮したうえで整備するのがよいのではないか。 

・大人の考える子どもの居場所ではなく、子どもたちが考える子どもの居場所づくりが求

められるのではないか。 

・家や学校ではできない、第３の居場所だからこそできることが重要。 

・家や学校では自分らしくいられないが、児童館のような施設では、ありのままの自分で

いられるという子がいる。 

・ありのままの自分でいられて、仲間ができて、一緒になにかをやり遂げるという経験

が、自己肯定感の向上につながるし、社会にでたときにも役立つと思う。 

・保護者や学校の先生とは異なる大人でありながら、友達のような存在でいられることが

大切ではないか。 
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Ｄ施設 

・中高生に関わりながら、来てくれている中高生たちが居心地良く過ごすことができるこ

とがゴールなので、そこはスタッフ全員が意識をして対応している。 

・来ている子たちが特定のスタッフがいなければ帰ってしまうということが仮にあれば、

中高生プラザとして機能していないと思う。ここに来れば、安全で、安心できるという

ことが非常に重要だと思う。特定のスタッフがいるから居心地が良いのではなく、この

子ども中高生プラザだからこそ居心地が良いと感じてもらえるようになることが重要だ

と思う。 

・地域連携という点では、定期的に近隣の中学校の生活指導の先生と情報共有をする機会

を設けている。内容が重い話もするし、Ｄ施設での過ごし方等について、情報共有して

いる。また、不登校の子が毎日来館することもあるので、「Ｄ施設の居心地が良ければ、

それで良い」という話をしたりしている。学校側は、登校していない時間帯をどう過ご

しているのかが気になると思うので、そうした子たちの受け入れもしている。最近は、

港南中だけではなく、三田中、御成門中、私立の中学校に行っている子がふらっと来る

こともある。 

・０～18 歳という長いスパンの中でつながりを持てるということが子ども中高生プラザの

特徴であり、利点でもあると思う。その子の成長の過程に関わることができることにや

りがいを感じる。 

 

Ｅ施設 

・悩み相談は、信頼関係が前提となるため、行政の相談窓口に話をしに行くのはハードル

が高いのではないか。 

・施設名称は、馴染みのあるものがよい。 

・施設の館長は、小学校の校長会のような集まりに参加し情報交換を行っているが、中学

校、高校は情報交換会はない。 

・特に高校は、公立は都立となるため、より連携が難しいと感じている。 

 

Ｆ施設 

・令和６年度に施設の改修工事を予定しており、それにより子どもたちの世代のすみ分け

が可能になり、中高生の利用が増える可能性がある。 

・以前児童館を利用していた子が、企画した講座をＦ施設で実施した。児童館には、地域

で育ててもらったことの恩返しができる場としての機能があることを再認識した。 

 

Ｇ施設 

・大人に話をきいてほしいという高校生は多い。話したいと思う高校生の気持ちを汲み取

り対応することを心掛けている。 

・おしゃべりをして、ストレスを発散できる場でありたいと思う。 

・この場所が、高校生たちの故郷に感じてもらえるようになってもらいたいと思う。 
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Ｈ施設 

・子どもたちは、場所ではなく、人に寄り付く。20代後半から30代前半でフレンドリーな

スタッフは子どもたちから特に慕われている。 

・高校生世代の子どもたちは、傷つきやすく、人からどう思われているか等に敏感である

ことから、中高生の対応方法を学ぶ講座（心理学など）を現場のスタッフに対して行

い、人材を育成することも必要だと思う。 

・高校生世代の子どもたちにとっての、その時における居場所をつくることも大切だが、

自分たちで居場所をみつけられるように後押ししていく支援も重要だと思う。 

 

Ｉ施設 

・一緒に遊ぶ友達により、遊ぶ館を使い分けている子もいる。それぞれの館のスタッフを

目的に来館する子もいる。 

 

Ｊ施設 

・区直営施設では指定管理事業者が運営する施設と異なり、職員の移動があっても、他の

児童館への移動になるので、利用者とのつながりが保てることが良いところなのではな

いか。子どもたちと長い期間つきあっていく中で、信頼感や安心感がうまれると思う。 

・いまの子どもたちは、ＩＴやＳＮＳが当たり前の社会で育ってきているため、情報を届

けるためにも、施設側でＩＴ、ＳＮＳをうまく活用できると良いと思う。 

・ふらっと立ち寄るフリースペースと、登録して利用するスペースを分けられるのであれ

ば、フリースペースで登録制がなくても良い。フリースペースを利用した後にまた行き

たいと思うこともあると思う。 

・区民、区外の隔てなく、高校生世代を育てていくという視点で居場所づくりを考えてみ

ても良いと思う。港区は、多くの人が集まってくる区なので、区の特性から考えても、

その方が良いと思う。 

・スタッフへの教育については、毎年、研修に参加して、全職員が情報を共有している。 

 

Ｋ施設 

・登録に関しては、一度登録すると１年ごとの更新・確認になるので、面倒ということは

ないと思う。 

・施設として高校生の受け入れは難しいが、小さい頃からのスタッフとの関わりの中で、

高校生になっても、たまに顔を見せてくれる子は、しっかりと受け入れることができる

気持ちを持って対応したいと思う。 

・昔からここに来ていた中学生や高校生は、低学年の面倒見が非常に良く、優しく接して

くれる。また、低学年の子たちも、ここで育った中学生や高校生には憧れを抱いている

し、大人の言うことよりも、中高生のお兄さん、お姉さんの言うことをきくことが多

い。小学生、中学生、高校生と、世代を超えて交流できる点は、児童館の良さだと思

う。 

・親でもない、教師でもないという立場で、子どもたちの話し聞くことができる点が、児

童館の強みだと思うので、その強みを活かして、人と人として付き合っていくことが非

常に大切だと思う。 
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（２）高校 
①学校の現状 

Ａ高校 

・以前は、教員が相談係を担っていたが、病状等が個人情報として取扱われることになり

教員での対応が困難になったため、現在は、外部にスクールカウンセラーの派遣を発注

している。 

・スクールカウンセラーは、10 時から 16 時の間に、毎日１人いる体制となっている。 

・生徒が悩みを抱えた時には、担任の教員が第一の窓口となるようにしている。その内容

によりスクールカウンセラーに繋いでいく。スクールカウンセラーに直接生徒が行くこ

とはほとんどない。 

・専任の養護教諭が教育相談のコーディネーターを兼ねており、保護者からスクールカウ

ンセラーに予約を取りたいという連絡があったり、一時的に相談をしたいという要望が

あった場合は養護教諭が采配している。保健室も相談機能のコアメンバーの一端を担っ

ている。 

・担任の教員が生徒や保護者に対してスクールカウンセラーを紹介したり、保護者が直接

養護教諭に連絡することもある。 

・ふだん生徒と接する機会の多い教員が、日頃から生徒のちょっとした変化に気が付くよ

うにしたいという共通認識を持っている。 

・毎週職員会議のある日などに学年ごとに教員が集まり、生徒の様子に関する情報共有を

している。そのうえで、担任の教員や教科担任、部活動の顧問の教員など様々なアプロ

ーチから生徒に対して声掛けを実施している。 

・日頃からこまめに教員間で情報共有、生徒に対する声掛けを行っているため、問題が大

きくなる前に生徒と話をすることができている。 

・生徒とは授業以外でも話をするなど、生徒との距離を近づけられるよう意識している。 

・校外学習などの企画が多い学校となっており、教員がサポートしながら生徒たちが実行

委員となり活動する中で、相談を受けることもある。 

・生徒が困ったら気軽に教員に声を掛けてきたり、他の生徒が困っているようだという話

を聞くこともある。 

・網目を細かくして、もれてしまう子どもを少なくする教員全体意識づくりはできてい

る。 

・保護者面談を実施すると、子どもが話してくれないという話を聞くことはあるが、生徒

が学校にいる時はよく話しており、自宅と学校での様子に違いがあるようである。 

 

Ｂ高校 

・これまでスクールカウンセラーは女性一人だったが、令和５年度から男性を一人追加で

お願いすることにした。保健室を中心に、生徒たちの悩みを聞いているが、保健室経由

でカウンセラーにつなげることが多い。相談は結構多い。意外と男の子の相談件数も多

い。 

・スクールカウンセラーは週１回なので、生徒がカウンセリングしたこと、相談内容につ

いては、後日、養護教諭、教員やチューターにもフィードバックして共有して対応して

いる。 

・コロナ禍で学校に行けないときに、家にお父さんが在宅勤務で家にいるという悩みを聞

くことはあったが、今は友人のこと、家庭のことについての悩みが多い。それは、以前

からも変わらず、コロナの前後での違いはない。心の悩みを抱えている子は多い。 

・コロナで対面の授業が一時期できなかったが、それを機に子どもたちがオンラインに慣
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れるようになった。それまでは、教員も子どもも対面の授業がベストだと思っていた

が、コロナで授業を録画してそれを見てもらいながら学習するスタイルが確立された。

コロナのおかげで、自学習で力をつけていくやり方が確立された。 

 

Ｃ高校 

・スクールカウンセラーを利用している生徒は少なく、スクールカウンセラーへの依存度

は低いが、教員には話せないこともあるため、スクールカウンセラーの存在は重要。 

・スクールカウンセラーは、生徒と教員をつなぐにとどまらず、保護者と教員をつなぐ役

割を果たしている。 

・スクールカウンセラーは週 1 でしか来校していないため、生徒が悩みを抱えた際には、

まずは担任が対応している。 

・中学で優秀だった子たちが、同じ試験を通過したうえで集まっているため、中学生の時

の成績とのギャップに衝撃を受ける子が１年生に多いため、そのフォローが課題となっ

ている。 

・１年生はクラスや学校の雰囲気に馴染めないという悩みが多く、学年が上がるにつれ

て、勉強や進学、部活動での人間関係に関する悩みに移ろっている印象。 

・生徒からの相談を待つのではなく、教員から積極的に声をかけていくことが重要。 

・授業以外に生徒が授業に関する質問などをし、教員がそれに答える取組を行っている。

この取組により、授業以外で生徒と教員の接点を設ける機会の創出につながっている。 

・コロナの影響もあり、人前で発表することが苦手である生徒が増えたり、人との関わり

方が下手な生徒が増えている。 

・コロナ前後による生徒の様子の変化により、より丁寧に話を聞いたり、受容することを

心がけて生徒に対して接している。 

・コロナ前はスクールカウンセラーに頼ることが少なかった比較的活発に活動する子が、

コロナ禍に相談することが増えた印象。比較的活発な子は、コロナによる外出制限等に

より、やりたいことができずフラストレーションが溜まったからではないか。 

 

Ｄ高校 

・スクールカウンセラーは、女性が２名おり、どちらか１名が毎日必ずいるような体制と

している。 

・生徒が悩み相談等をするときは、保健室または担任を通じてスクールカウンセラーに相

談する流れとなっている。 

・医療機関に繋いだ方がよい場合など学校で対応できない内容は、スクールカウンセラー

が適切な医療機関に繋ぐなど判断している。 

・親子関係に関する悩みが多い印象である。子どもと保護者それぞれで関係性についての

認識の齟齬がある。 

・勉強が思うようにできないという悩み相談も多い印象がある。 

・切り口は勉強に関する悩みではあるが、話を聞いていくと、根本的には親子関係の問題

であったり、別の問題が潜んでいることがある。 

・同じ試験を合格して集まった子たちの集団であるため、それまでは勉強ができる方だっ

た子が埋もれてしまい、プレッシャーを感じてるのではないか。 

・家庭での悩みを抱えていたとしても、家にいたいと思う子が多い印象がある。自室を持

っており、公立の子たちとは状況が違うと思う。 

・悩み相談では信頼関係があることが前提になると思う。そのため、行政の相談窓口で対

面というのはハードルが高いのではないか。まずはとっかかりとしてスマホ等のインタ
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ーネットを介しての方が高校生にとってはよいのではないか。 

・話すことが苦手で、電話に抵抗感を持つ子が多い印象がある。 

・家族や友達とも普段ＬＩＮＥでやりとりをしており、電話で話すことが難しいのではな

いか。 

・子どもたちは、厚い信頼関係がないと電話をしない。 

・学校は、社会性を身に着けるための場所であるから、保護者以外の大人である教員から

の声掛けを大切にしている。 

・学習面や生活面など声掛けにもいくつか種類があるため、その時に応じた適切な声掛け

をできるよう日頃から意識して取り組んでいる。 

 

Ｅ高校 

・中には、特別な配慮や支援が必要な生徒もいる。 

・学校に配置されているスクールカウンセラー（ＳＣ）とユースソーシャルワーカー（Ｙ

ＳＷ）がかなり機能している。 

・スクールカウンセラーは、日頃の悩みを、ユースソーシャルワーカーは、福祉系の機関

に繋ぐような内容の相談を受け持つ。 

・スクールカウンセラーとユースソーシャルワーカーは、来校する日が重複しないようい

ずれも週に２日ずつ配置されており、他の都立高校と比べると、相談体制は充実してい

る。 

・スクールカウンセラーにまずは相談し、その後ユースソーシャルワーカーに相談するこ

とを高校としては想定しているが、相談する生徒は、話しやすいほうに相談している。 

・相談する上で、相談相手の人柄、話しやすさ、信頼関係は重要となる。 

・生徒は、必ずしも同性のカウンセラーに相談するわけではない。 

・在籍生徒数が女子生徒が多いこともあり、女子生徒が悩み相談をすることが多い印象。 

・悩みの内容は、思春期特有のものを中心に多岐に渡る。 

・小中学校で不登校等でコミュニケーションに難がある子が、高校でやり直すために何が

なんでも友達を作るんだと気を張りすぎ、コミュニティに入ろうと頑張りすぎて疲れて

しまい、うまく入れない子もいる。 

・生徒同士でトラブルが生じた場合も、本当に教員の仲裁が必要な場合以外は、なるべく

当人同士で解決できるようサポートすることを心がけている。 

・生徒同士の関係性については、少し距離をとってあまり干渉しないようにしている。 

・それぞれの生徒の抱えている問題などの状況を把握し、どのようなケアが必要なのかを

教員間で学期の初めに確認している。 

・教科担任が気づいたことを担任に共有するなどし、学校全体として生徒を支援する体制

が整っている。 
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②高校生の居場所づくり 

Ａ高校 

・多様な子がいるため、どのような子を対象とした居場所をつくるのかということを検討

することが大切と考えている。 

・生活上の悩みなど、学校では相談しづらい悩みを抱えた時に利用できる場所があるとよ

い。 

・学校では生徒たちに対する取組としては十分にできていると考える一方、不登校の子が

いるのも事実で、そのような子たちのための居場所が求められるのではないか。 

・行政や団体等、それぞれの主体が完璧な居場所づくり目指すことは困難であるため、区

の居場所づくりに関する取組がセーフティネットとして機能することが求められるので

はないか。 

・学校全体が生徒の居場所となることに加え、生徒が自身で居場所を見つけれられるよう

になるとよい。 

・子ども中高生プラザの存在は認知しているが、どのような取組を行っているかまでは把

握していない。 

・現在の子ども中高生プラザ等の公共施設での取組を高校生たちに知ってもらうだけでも

居場所づくりにつながるのではないか。知られていないことが多くてもったいないよう

に感じる。 

・学校や地域の場所だからこそ集まれる場所を残しておくことも意味があると思う。 

・オンライン空間は、自身で簡単に繋がりを切ることができてしまう。 

・東京都のＬＩＮＥ相談の利用者数が電話相談よりも多いと話を聞く。これにより救われ

る子もいるため、相談の手段としてＳＮＳ等を活用することは一定の意味を持つと思

う。 

・信頼関係を構築している学校の教員だからこそ対面で話せる。いきなり行政の相談窓口

に対面で相談することは高校生にとっては難しいと思う。 

・ＳＮＳ等を活用した相談窓口は、相談の入り口としてはすごくよい。高校生にとっては

電話よりは圧倒的に使いやすいと思う。 

・施設の名称にも関わるが、区立の施設であることから区外在住の子どもも利用できるこ

とがわかりづらい。 

 

Ｂ高校 

・近年、保護者の状況や家庭環境がかなり変わってきている。今は、殆どの生徒の家庭が

共働き世帯となっている。例えば、試験前で 16 時帰宅しても、誰もいない子が多い。そ

うであれば、16時以降でも、学校で過ごすことができれば良いかなと思う。 

・大学生世代のチューターさんが、教育と子どもたちの間にいて、子どもたちの色々な相

談を受けている。「子どもたちのお兄さん、お姉さん的な存在」は非常に大事だと思う。 

・子どもたちが好きなものでつながり、自分達で居場所を見つけていくことが重要だと思

う。 

・校内でも、地元でも、自分たちで居心地の良い場所、コミュニティを作れるひとになっ

て欲しい。 

・子どもも、保護者も、教員も、子どもにとって安全で安心な場所が求められる。 

・学校ではない場所で勉強したい子もいるので、そうした子が、子ども中高生プラザのよ

うな、安全・安心な場所で勉強できるのは大事なことだと思う。遠い予備校や塾に比べ

たら、地元の安全・安心な場所の方が良い。 

・みなと子ども相談ねっとは知っているが、子どもたちが利用したという話はきいたこと
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がない。養護教員やカウンセラー等に相談できない場合に相談できる場所として、そう

した情報を伝えることはしている。 

・子ども中高生プラザのこと、どうやって知ってもらうのか。保護者にも、子ども中高生

プラザのことを知ってもらい、理解してもらうことが非常に重要。子どもだけに知って

もらうだけでは足りない。子ども向けと保護者向け、両方の情報提供が必要だと思う。

何をやるにしても、保護者を巻き込むことが大切。 

 

Ｃ高校 

・誰でも利用できる場所が理想ではあるが、活発な層と静かな層など、層別に利用できる

施設もある程度必要と考えている。 

・層別に抱える悩みの内容も異なるため、何かあった時に頼ることができる学校以外の場

所があるとよい。 

・やりたいことができる場所も大切だが、何もしなくてもふらっと立ち寄ることができる

場所も重要。 

・Ｃ高校は、駅までのアクセスがよく、区外から通学する生徒が多いことから、学校と駅

までの間に高校生の居場所となる施設がないと、わざわざ行こうとはならないため、新

しく施設を作ったとしても高校生は利用しないのではないか。 

・個別ブースとまではいかないが、個別で机があったり、簡易的な仕切りがある程度の自

習スペースは高校生にとっては必須。 

・大規模である必要はなく、高校生がやりたいことができたり、相談できるなど、選択肢

を多く提供できるとよい。 

・高校生の授業や部活の終わる時間を考慮し、たとえば 21 時まで空いていると高校生は利

用しやすい。 

・子ども中高生プラザの存在は認知しており、生徒に紹介もしているが、生徒が利用して

いる様子はあまりみられない。 

・区立施設のため、区外在住者は利用できないと考えている生徒は多いのではないか。 

・子ども中高生プラザがどのような施設かは詳しく知らないため、施設の周知は課題とな

る。 

・施設の職員が高校に来校し、施設における受入れ定員やどのようなことができる場所な

のかを具体的に説明する機会を設け、施設のＰＲをするのがよいのではないか。 

・チラシを配布することも大切だが、駅などの日頃多く目にする場所に大きなポスターを

掲示することも効果があるのではないか。 

・生徒が気軽に区の施設を利用できるようになると、高校側として非常に助かる。 

・みなと子ども相談ねっとは知っており、生徒に相談先の１つとして紹介している。 

・オンラインで相談したい子、対面で相談したい子がそれぞれしやすい方法で相談できる

とよい。 

 

Ｄ高校 

・教室に常に教員がいるように巡回するようにしている。 

・日頃から生徒の様子を観察し、声掛けを行っている。 

・生徒から話かけてきて、助けを求めてきたら話を細かく聞いていく。 

・短時間で１対１の面談を頻繁に実施している。 

・１対１だと、ふだんなかなか話してくれない子も話しやすいのではないか。 

・面談ではなくても、日直等の当番のときに積極的に声掛けをしている。 

・毎日の清掃の時には、必ず教室で教員が監督するようにしており、生徒の様子を観察し
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ている。 

・みなと子ども相談ねっとは知っており、実際に生徒が利用したという話を聞いたことが

ある。みなと子ども相談ねっとの相談員から学校に連絡があり、適切な対応をしてくれ

た。 

・相談窓口から学校に情報共有があると、問題解決につながっていくこともあるため、あ

りがたい。 

・学校だけでは対応しきれないこともあるため、生徒から悩み相談を受けた際には、みな

と子ども相談ねっとなどの相談窓口を紹介している。 

・子ども中高生プラザの存在は認知しているが、どのようなことができるかまでは把握し

ていない。 

 

Ｅ高校 

・コミュニティにうまく入れない子たちにとっての居場所も必要だと思うが、子どもたち

それぞれの考え方が異なるため、一律にどのような場所ということを言うのは難しい。 

・高校生世代の子どもたちが傷つかないようにするのではなく、傷つきそうな時や傷つい

た時に行ける場所があるとよい。さらにその場所に相談窓口があるとよい。 

・ある種自由に失敗し、やり直すという経験ができる場所があるとよい。 

・高校生世代にとっての居場所を検討するにあたっては、人間関係の構築（配置する人

材）が最も重要になると思う。 

・施設の大人から積極的に子どもに声をかけにいくことも大切ではあるが、あまり言いす

ぎると関係が壊れることもあるため、関わり方には細心の注意を払うべきだと思う。 

・子どもから何かを相談された時は、他の施設職員等と共有していいかを確認することが

大切である。 

・居場所へのアクセスは重要で、学校から駅に行くまでの間にあるのが理想。 

・大人が見守っている環境から離れたいと思う子もいる。 

・日本社会全体でみると、学校に行かず自宅にも帰らないような子もおり、そのような子

どもたちに対応するためには、社会支援等の専門的な知識と経験を持つ人材が求められ

る。 

・居場所づくりのＮＰＯ等と連携して取り組むのがよいのではないか。 

・医者やカウンセラー、職業能力開発センターなど、様々な角度から子どもたちをケアで

きるのが理想ではある。 

・子どもたちの視野が広がるような選択肢を教えられたり、将来に不安を抱えるような子

が少しずつ前に進んでいくことをサポートできるような人がいるとよい。 

・学校にも自宅にも行かない子どもたちが社会問題として取り上げられるが、行政がその

ような子たちのための場所を提供すれば解決するという単純な話ではない。 

・学校にも自宅にも行かない子どもたちを支援する団体等を行政が継続的に支援すること

が必要で、自治体が単独でどうにかできるかといわれると難しい。 

・近隣自治体や都道府県と連携して、地域でその問題を解決していくことが求められるの

ではないか。 
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③その他 

Ａ高校 

・求人サイトのようなイメージで、各児童館や子ども中高生プラザや団体等のボランティ

ア募集情報等が一括で掲載されたポータルサイトのようなものがあればよいと思う。そ

れにより地域との繋がりを構築する一助となり、また募集のあった活動に参加すること

で高校生たちの自己肯定感を高めることにつながるのではないか。 

・行政からの情報発信も、柔和な表現でタイムリーに行われると、高校生に情報が届きや

すくなるのではないか。 

・行政で情報発信に取り組んでいることは認識しているが、情報が現場に届いておらず、

また現場も情報を取得できていないのが現状となっている。 

・区や公共施設の職員が来校して施設や取組について説明する機会等、情報を受け取れる

機会があるとよい。 

・行政が現場に入り込んで情報を発信していくような取組が重要になると思う。 
 

Ｂ高校 

・子どもは、「話をきいてくれる人」を求めていると思う。子どもは、話をきいてくれる人

を選ぶ。そういう話をきいてくれる場所が、学校だけでは足りていないと思う。電話相

談のように、まずは子どもたちの話を肯定してくれる、共感してくれることが、子ども

たちにとっては心地良いようだ。子どもたちは、一度否定されると心を閉ざしてしま

う。そういう機会、場所をもっと作ってもらえれば良いと思う。 
 

Ｃ高校 

・学校は、児童相談所等との機関とも連携がとりやすいこともあり、生徒が家庭内でなに

か問題を抱えた際にはすぐに学校に相談するよう促している。 

・生徒のフォローをするためにも、教員間での情報共有が重要。 
 

Ｄ高校 

・私立学校は、公立学校とは異なり地域と距離感があるように思う。 

・行政や近隣の学校との連携により、地域との繋がりが深まるとよい。 

・通っている子たちの地元の最後の繋がりが小学校の友達で、その繋がりが切れてしまう

と、地元との繋がりがなくなってしまう。そこが私立に通う怖さだと思う。私立に通う

子たちは、家や学校以外の地元での居場所を見つけにくいと思う。 

・地域に入っていくための、ワンクッションが必要になる。 
 

Ｅ高校 

・子ども中高生プラザについては認識しておらず、生徒が利用しているかどうかもわから

ない。 

・コロナ禍にＳＮＳを通じて知り合った人と繋がり、繁華街に集まり、自宅にも学校にも

行かなくなる子がいた。 

・子どもたちに対するケアも、行政と学校が連携することにより家庭の負担を軽減できる

のではないか。 

・中には連絡がまったく取れない子もおり、その時に行政と学校がそれぞれ別にアプロー

チしてしまうと本人や保護者が不信感を抱きかねないため、連携することが求められ

る。 
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第５章 国や都の政策動向 

 本章では、第６章で政策課題の分析を行うため、国や都の政策動向を整理した。 

 

１ 国の動向 

（１）こども政策の新たな推進体制に関する基本方針とこども家庭庁の創設 
 国は、令和３年 12 月 21 日に、６つの基本理念（「こどもの視点、子育て当事者の視点に

立った政策立案」「全てのこどもの健やかな成長、Ｗｅｌｌ－ｂｅｉｎｇの向上」「誰一人取

り残さず、抜け落ちることのない支援」「こどもや家庭が抱える様々な複合する課題に対し、

制度や組織による縦割りの壁、年齢の壁を克服した切れ目ない包括的な支援」「待ちの支援

から、予防的な関わりを強化するとともに、必要なこども・家庭に支援が確実に届くようプ

ッシュ型支援、アウトリーチ型支援に転換」「データ・統計を活用したエビデンスに基づく

政策立案、ＰＤＣＡサイクル（評価・改善）」）を掲げる「こども政策の新たな推進体制に関

する基本方針」を閣議決定した。この基本方針では、常にこどもの最善の利益を第一に考え、

こどもに関する取組・政策を日本社会の真ん中に据えて（「こどもまんなか社会」）、こども

の視点で、こどもを取り巻くあらゆる環境を視野に入れ、子どもの権利を保障し、こどもを

誰一人取り残さず、健やかな成長を社会全体で後押しするとしている。 

 また、こどもまんなか社会を目指すための新たな司令塔として、こども家庭庁設置法（令

和４年６月 22 日公布）に基づき、こども家庭庁を創設し、こども基本法に基づく「こども

大綱」や「こどもの居場所づくりに関する指針」をもとに、こども施策を推進していくとし

ている。 

 

出典：こども家庭庁、「こども政策の新たな推進体制に関する基本方針」 

 

（２）こどもの居場所づくりに関する調査 
 こども政策の新たな推進体制に関する基本方針の基本理念を踏まえ、国は今後「こどもの

居場所づくりに関する指針（仮称）」を閣議決定し、子ども政策を推進することとしており、

その指針の策定に資するよう、こども・若者の居場所についての実態把握や論点整理、こど

も・若者の居場所づくりの理念・視点のとりまとめを行うことを目的とした調査を実施した。 

 

出典：こども家庭庁、「こどもの居場所づくりに関する調査研究報告書」 
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（３）こども基本法（令和５年４月１日施行） 
 国は、令和５年４月１日に、全てのこどもの権利を保障し、将来にわたり幸福な生活を送

ることができる社会の実現を目指すため、こども基本法を施行した。こども基本法では、６

つの基本理念（「全てのこどもについて、個人として尊重されること・基本的人権が保障さ

れること・差別的取扱いを受けることがないようにすること」「全てのこどもについて、適

切に養育されること・生活を保障されること・愛され保護されること等の福祉に係る権利が

等しく保障されるとともに、教育基本法の精神にのっとり教育を受ける機会が等しく与えら

れること」「全てのこどもについて、年齢及び発達の程度に応じ、自己に直接関係する全て

の事項に関して意見を表明する機会・多様な社会的活動に参画する機会が確保されること」

「全てのこどもについて、年齢及び発達の程度に応じ、意見の尊重、最善の利益が優先して

考慮されること」「こどもの養育は家庭を基本として行われ、父母その他の保護者が第一義

的責任を有するとの認識の下、十分な養育の支援・家庭での養育が困難なこどもの養育環境

の確保」「家庭や子育てに夢を持ち、子育てに伴う喜びを実感できる社会環境の整備」）を掲

げ、こども施策を総合的に推進することを目的としている。 

 

出典：こども家庭庁、「こども基本法の概要」 

 

 

（４）こども大綱（令和５年末閣議決定予定） 
 こども基本法でこども大綱を策定することとされていることを踏まえ、国は、令和５年末

の閣議決定をめざし、こども大綱の検討を進めている。 

 令和５年９月 25 日に開催されたこども家庭審議会（第２回）の「今後５年程度を見据え

たこども施策の基本的な方針と重要事項等～こども大綱の策定に向けて～（中間整理）（案）」

では、こども施策に関する６つの基本方針（「こども・若者を権利の主体として認識し、そ

の多様な人格・個性を尊重し、権利を保障し、こども・若者の今とこれからの最善の利益を

図る」「こどもや若者、子育て当事者の視点を尊重し、その意見を聴き、対話しながら、と

もに考えていく」「こどもや若者、子育て当事者のライフステージに応じて切れ目なく対応

し、十分に支援する」「良好な成育環境を確保し、貧困と格差の解消を図り、全てのこど

も・若者が幸せな状態で成長できるようにする」「若い世代の生活の基盤の安定を図るとと

もに、多様な価値観・考え方を大前提として若い世代の視点に立って結婚、子育てに関する

希望の形成と実現を阻む隘路の打破に取り組む」「施策の総合性を確保するとともに、関係

省庁、地方自治体、民間団体等との連携を重視する」）が示された。 

 

出典：こども家庭庁、「今後５年程度を見据えたこども施策の基本的な方針と重要事項等～

こども大綱の策定に向けて～（中間整理）（案）」 
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（５）こどもの居場所づくりに関する指針（仮称） 
 令和５年９月 25 日のこども家庭審議会（第２回）では、「こどもの居場所づくりに関する

指針（答申素案）」が示された。 

 「こどもの居場所づくりに関する指針（答申素案）」では、「こどもまんなか」の居場所づ

くりを実現するという理念やこどもの居場所づくりにおける４つの基本的な視点（「ふやす」

「つなぐ」「みがく」「ふりかえる」）、こどもの居場所づくりに関係する者の責務等について

明記している。 

 国は、今後こども・若者、子育て当事者等から意見を聴取し検討を進め、答申をまとめて

いくとしている。 

 

出典：こども家庭庁、「こどもの居場所づくりに関する指針（答申素案）」 
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２ 都の動向 

（１）子供の居場所創設事業 
子供やその保護者が気軽に立ち寄れる地域の「居場所」を創設し、子供に対する学習支援

や保護者に対する養育支援、食事提供をはじめとした生活支援を行うことで、様々な事情を

有する子供と保護者に対して包括的な支援を行い、生活の質の向上と地域全体で子供や家庭

を支援する環境を整備することを目的として、「子供の居場所創設事業」を実施し、事業を

実施する区市町村へ補助金を交付している。 

 

（２）子供食堂推進事業 
 子供食堂の安定的な実施環境を整備し、地域に根ざした活動を支援するとともに、子供食

堂の開催に加え、配食や宅食を通じて家庭の生活状況を把握し、必要な支援につなげる子供

食堂の取組を支援する区市町村に対し、補助を実施している。 

 

（３）都立高校の魅力向上に向けた実行プログラム 
 都立高校を取り巻く環境が変化する中、新たな課題等の解決とともに、都立高校の魅力向

上を図ることを目的とし、令和５年３月に「都立高校の魅力向上に向けた実行プログラム」

を策定した。このプログラムでは、仮想空間上の学習環境の活用等デジタル等を活用した支

援体制を充実するとしている。また、令和６年度には都立高校にサードプレイス（第３の居

場所）として「校内居場所カフェ」を設置し、生徒に対する個に応じた支援を通じて、不登

校や中途退学を防止する取組を実施するとしている。 

 

出典：東京都、「都立高校の魅力向上に向けた実行プログラム」 
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第６章 調査結果のまとめ 

 本章では、第１章から第５章までの調査を踏まえ、区の現状と今後の政策課題について、

調査結果をまとめる。 

 

１ アンケート調査の主な結果 

（１）高校生世代の悩み、居場所、居心地がよいと感じる人について 
 高校生世代を対象としたアンケート調査（以下「高校生調査」という）によると、現在抱

えている悩みが「ある」が 81.0％となっている（問 15）。悩みの内訳をみると、全体では

「進路や将来に関すること」「勉強や成績に関すること」が特に多くなっているが、それら

の悩みは学年があがるにつれて回答割合が少なくなっている。（問 15）。 

悩みの相談相手は、全体では「友人」が最も多く、次いで「母親」、「父親」となっている

一方、悩みを抱えても相談しない人も存在する。（問 16）。 

 居場所について、ほとんどの高校生が「ある」と回答しており、その内訳をみると、「自

宅」が最も多く、次いで「学校」となっているが、自宅や学校以外のいわゆる「サードプレ

イス（第３の居場所）」は少なくなっている（問 19）。居場所が「ない」と回答する人もおり、

居場所がないと感じる理由は、「住んでいる地域にそのような場所がないから」が最も多く

なっている（問 19、問 19（４））。 

 居心地がよいと感じる人について、ほとんどの高校生が「いる」と回答しており、「信頼

できる・なんでも話せる」人が居心地がよいと感じている（問 21、問 21（２））。 

 高校生調査では、数は多くはないものの、悩みがあっても相談しない、居心地がよいと感

じる場所や人がない人もいることが明らかとなり、そのような人に対する支援を検討する必

要がある。 

 

（２）悩み・居場所・居心地がよいと感じる人の有無と自己肯定感等の関係について 
高校生調査によると、悩みがあるが、「相談する」人、「居場所がある」人は、「相談しな

い」人、「居場所がない」人と比べて自己肯定感等（「自己肯定感」「自己有用感」「将来の展

望」）が高くなっている（第２章 ５考察問 10）。 

 このことから、相談する相手がいたり、居心地がよいと感じる場所があることが、高校生

世代の自己肯定感等を高めることに寄与していると考えられる。 

 

（３）子ども中高生プラザについて 
 子ども中高生プラザの認知度は、高校生調査では「知らなかった」が約４割、高校生世代

の保護者を対象としたアンケート調査（以下、「保護者調査」という）では「知らなかった」

が約２割となっている（高校生調査：問 22、保護者調査：問 16））。 

 子ども中高生プラザの利用経験をみると、「小学生まで利用していた」が最も多く、次い

で「これまで利用したことはない」となっている（問 22（１））。子ども中高生プラザの利用
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をやめた理由は、「勉強や部活が忙しいから」「一緒に行く人（友人など）がいかなくなった

から」が特に多くなっているが、「高校生がいないから」や「自分よりも年下の子たちが元

気な姿を見ると辛く、疎外感を感じるから」といった意見がみられた（問 22（２））。 

子ども中高生プラザを利用したことがない理由は、「行きたいと思わないから」「何ができ

るのかがわからないから」が多くなっている（問 22（３））。 

 

（４）高校生世代の居場所づくりについて 
 高校生調査及び保護者調査によると、いずれも「無料で利用できる」「行きやすい場所に

ある」が特に多く、おおむね同様の傾向となっている。しかし、「無料または安価で飲食物

の提供がある」「悩みや不安を相談できる」「一人でなにもせずのんびり過ごせる」は高校生

世代と保護者の回答では乖離が大きくなっており、高校生世代にとっての居場所に求めるこ

とに差があることがうかがえる（高校生調査：問 23、保護者調査：問 16）。自由意見では、

勉強やスポーツ、人と交流できるなど、誰かとなにかができる場所に関する意見が多く見ら

れた。 
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２ ヒアリング調査の主な結果 

（１）児童館・子ども中高生プラザの現状 
高校生世代が利用する区内学校・施設へのヒアリング調査（以下「ヒアリング調査」とい

う）によると、区内にあるそれぞれの子ども中高生プラザでは、来館する子どもたちからの

ニーズを把握し、それを踏まえ創意工夫しながら中高生を対象とした事業やイベントを積極

的に実施している。また、子ども中高生プラザの職員は、来館する子どもたちとの距離感に

留意しながら声かけを行い、保護者でも教員でもない「第３の大人」として関わることを心

がけている。また、ある子ども中高生プラザでは、来館する目的の有無別などの階層に子ど

もたちを分けて捉え、それぞれに対するアプローチ方法を変えるなどし、子ども中高生プラ

ザは居場所としての機能を提供しているといえる。 

一方で、子ども中高生プラザの利用を促進するための周知に課題がある。この点、子ども

中高生プラザの取組やリアルタイムの利用状況の情報を広く発信するために、SNS を活用し

た情報発信を検討する必要があるとの意見がみられた。さらに高校へのヒアリング調査では、

子ども中高生プラザの存在や取組を高校生世代が知るだけでも居場所づくりにつながるため、

各施設が情報発信することはもちろん、高校生世代が利用できる施設の情報が一括で入手で

きるようなポータルサイトがあるとよいという意見があった。 

また、それぞれの子ども中高生プラザでは、18 時から 20 時まで中高生のみが利用できる

専用の時間帯を設けているが、高校生世代の専用スペースがない。来館する子どもたちのな

かには、他の世代との交流を好まず、同世代もしくは一人で過ごせる場所が必要ではないか

という意見が複数みられた。 

 

（２）高校生世代の居場所づくりについて 
子ども中高生プラザに来館する子どもの中には、家や学校では自分らしくいられないが、

子ども中高生プラザではありのままの自分でいられるという子もおり、そのような子どもた

ちを含めて「第３の居場所」だからこそできることを実現してあげることが施設の存在意義

であるという意見があった。そのような取組を実施する際は、大人目線ではなく、子どもた

ちがなにを求めているのかニーズをしっかりと把握することが重要という意見がどの施設に

おいても共通していた。また、子どもたちが自分で居場所をみつけられるよう成長をサポー

トしていくことができるような取組や場の提供があるとよいという意見も多くみられた。 

 高校生世代の居場所づくりを検討するにあたっては、先述したように子どもたちのニーズ

を踏まえたうえで個性や特徴に応じた居場所を提供することが求められる。高校生世代は多

感な時期であり、様々な人と交流し、好きなことができる場所も大事だが、コミュニティに

うまく溶け込むことができない子もいるため、一人で静かに過ごせる場所も検討する必要が

ある。 

 大人との信頼関係は、高校生世代にとっては非常に重要となるため、高校生世代と適切な

関係性を構築できるような人材を居場所（施設）に配置することが求められる。 
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３ こどもの居場所づくりに関する調査（内閣官房）の結果の概要 

（１）有識者や関係団体等へのヒアリング 
 有識者や関係団体等へのヒアリングによると、「こども・若者が安心かつ安全に過ごせる

こと」「こども・若者がありのままでいられること、こども・若者を受容する場であること」

「味方になってくれる大人がいること」などが居場所に求められる要素として挙げられた。 

  

（２）こども・若者への個別ヒアリング 
 こども・若者への個別ヒアリングによると、「くつろげる環境がある」「自分のタイミング

で、いろんなことができる」「居場所の運営スタッフが好き、信頼関係がある」などが居場

所に求められる要素として挙げられた。 

 

（３）こども・若者へのアンケート調査 
こども・若者へのアンケート調査によると、年齢層があがるにつれて「居場所がある」の

割合は少なくなり、「16～18 歳」のこども・若者では「居場所がある」は 61.5％となってい

る。機能的にどのような場を居場所と感じているかについてみると、「好きなことをして自

由に過ごせる」「一人で過ごせたり、何もせずのんびりできる」「いつでも行きたい時に行け

る」が特に多くなっており、区の調査結果とおおむね同様の傾向となっている。 

居場所がないと回答したこども・若者における居場所がない理由をみると、「住んでいる

地域に、そのような場所がないため」「家（普段寝起きをしている場所）や学校（授業や部

活、クラブ活動）以外に必要と感じないため」が特に多くなっている。 

  



115 

４ 今後の取組の方向性 

（１）子ども中高生プラザの利活用の促進 
①子ども中高生プラザの認知度の向上（情報発信）  

子ども中高生プラザは、それぞれが創意工夫を凝らした魅力ある取組やイベントを実施し

ており、高校生世代の子どもたちを受け入れる基盤は十分に整っている。 

しかし、居場所がないと感じる理由は、「住んでいる地域にそのような場所がないから」

が最も多くなっていることや子ども中高生プラザを知らない人が一定数いることから、施設

の周知に課題があることが認められるため、子ども中高生プラザの認知度を向上することが

求められる。そのため、高校生世代や高校が容易に情報を収集できるよう、ＳＮＳを活用し

た情報発信や各施設の情報が一括で閲覧できる情報サイトを構築するなど積極的な情報発信

を行うことが重要となる。 
 

②高校生世代の関心を惹きつける居場所づくり 

 ヒアリング調査では、子ども中高生プラザには高校生世代専用のスペースがないという物

理的な課題も認められた。現状、タイムシェアにより中高生専用の時間帯を設けるなど工夫

をしているが、利用時間が限定されてしまうため、利用のしづらさにつながっていると思わ

れる。したがって、物理的な課題があるものの、高校生専用スペースの設置を検討すること

が求められる。 

子ども中高生プラザを知っているが利用したことがない理由は、「行きたいと思わないか

ら」「何ができるのかがわからないから」が多くなっていることから、積極的な情報発信の

ほか、高校生世代の関心を惹きつける居場所づくりにより一層取り組んでいくことが求めら

れる。 
 

（２）非交流型施設の検討 
 各種調査の結果から、高校生世代の居場所として、誰かと何かができる「交流型施設」を

求める意見が多くなっている一方で、目的がなくとも一人でふらっと立ち寄ることができる

ような「非交流型施設」も必要とされていることが明らかになった。 

区は、児童館や子ども中高生プラザを設置し、０歳から 18 歳までの子どもたちが利用で

き、施設の活動やイベントを通じて、来館する他の子どもたちや施設の職員などの様々な人

と接することができる交流型施設を提供している。 

しかし、区には一人で静かに過ごしたいと思う高校生世代が利用できる非交流型施設は、

図書館等のオープンスペースであることが多く、家庭や他に居場所の無い子どもが過ごせる

非交流型の安全で安心な居場所がないことが課題である。 

非交流型の施設は、高校生調査において、悩みがあるが相談しない、居心地がよいと感じ

る場所や人がないと答えた人たちにとっての居場所となることが考えられる。 

非交流型施設の設置を検討するにあたっては、相談相手となる大人との信頼関係が重要と

なることから、プライバシーに配慮した施設職員の人材に留意することも必要である。 

本調査では当事者の声を得ることができた。今後、ニーズに応じた居場所を提供するとと

もに、対象が少数であっても、誰も取り残されることのない支援に取り組み、子どもたちの

成長を支えていくことが重要である。 
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参考資料 

１ 単純集計 
 

高校生世代 

 

 

 

 

 
  

問１（１）　あなたの現在の状況についてお聞きします。※令和５年３月１日時点　就学

されている方は１～８、就学されていない方は９・10のいずれかを選択してくださ

い。

(SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 国公立高校 134 17.0

2 私立高校 590 75.0

3 高等専門学校（国公立） 4 0.5

4 高等専門学校（私立） 10 1.3

5 特別支援学校 11 1.4

6 専修学校・各種学校 2 0.3

7 公共職業能力開発施設 0 0.0

8 フリースクールなどの民間教育施設 2 0.3

9 働いている 2 0.3

10 働いていない 6 0.8

無回答 26 3.3

全体 787 100.0

問１（１）　全日制・定時制・通信制のどれか（国公立高校） (SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 全日制 129 96.3

2 定時制 4 3.0

3 通信制 1 0.7

無回答 0 0.0

全体 134 100.0

問１（１）　全日制・定時制・通信制のどれか（私立高校） (SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 全日制 552 93.6

2 定時制 9 1.5

3 通信制 28 4.7

無回答 1 0.2

全体 590 100.0

問１（２）　学年を教えてください。（○は１つ） (SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 １年 246 32.8

2 ２年 224 29.9

3 ３年 219 29.2

無回答 60 8.0

全体 749 100.0

問１（３）あなたの通っている学校または職場はどこにありますか。（〇は１つ） (SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 港区内 110 14.6

2 港区外の２３区 444 58.8

3 都内 34 4.5

4 都外 77 10.2

5 その他 8 1.1

無回答 82 10.9

全体 755 100.0
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問２　性別を教えてください。（○は１つ） (SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 男性 326 41.4

2 女性 436 55.4

3 答えたくない 19 2.4

無回答 6 0.8

全体 787 100.0

問３　あなたのお住まいはどの地区ですか。（○は１つ） (SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 芝地区 91 11.6

2 麻布地区 136 17.3

3 赤坂地区 121 15.4

4 高輪地区 220 28.0

5 芝浦港南地区 212 26.9

無回答 7 0.9

全体 787 100.0

問４　港区での通算の居住年数を教えてください。（○は１つ） (SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 １年未満 33 4.2

2 １年以上３年未満 41 5.2

3 ３年以上５年未満 38 4.8

4 ５年以上10年未満 90 11.4

5 10年以上15年未満 162 20.6

6 15年以上 420 53.4

無回答 3 0.4

全体 787 100.0

問５　あなたが現在一緒に住んでいる家族の内訳を教えてください。 (MA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 父親 631 80.2

2 母親 764 97.1

3 祖父母 51 6.5

4 きょうだい 518 65.8

5 その他 4 0.5

無回答 4 0.5

全体 787 100.0

問６（１）　あなたは、何人きょうだいですか。（〇は１つ） (SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 ２人きょうだい 374 72.2

2 ３人きょうだい 111 21.4

3 ４人きょうだい 23 4.4

4 その他 8 1.5

無回答 2 0.4

全体 518 100.0

問６（２）　あなたは、きょうだいの何番目ですか。（〇は１つ） (SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 １番目 286 55.2

2 ２番目 177 34.2

3 ３番目 38 7.3

4 ４番目 9 1.7

5 その他 4 0.8

無回答 4 0.8

全体 518 100.0
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問７　あなたは、部活動をしていますか。（〇は１つ） (SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 している 407 54.1

2 していたが、やめた 139 18.5

3 全くしていない 79 10.5

無回答 128 17.0

全体 753 100.0

問８　あなたが、学校や職場以外で所属し活動しているものはありますか。（あてはま

るものすべてに〇）
(MA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 ボランティア活動 68 8.6

2 文化活動（料理や美術、音楽などのサークルなど） 83 10.5

3 スポーツ活動（地域のスポーツクラブや民間のスポーツジムなど） 104 13.2

4 インターネット上のコミュニティ（SNS上のグループやオンラインサロンなど） 63 8.0

5 その他 21 2.7

6 団体に所属して活動しているものはない 461 58.6

無回答 77 9.8

全体 787 100.0

問９　あなたは、アルバイトをしたことはありますか。（現在している場合も含む）（〇は

１つ）
(SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 ある 169 21.5

2 ない 614 78.0

無回答 4 0.5

全体 787 100.0

問９（１）　アルバイトの先内容を教えてください。（〇は１つ） (SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 スーパーマーケット 9 5.3

2 コンビニエンスストア 14 8.3

3 飲食店 90 53.3

4 その他 56 33.1

無回答 0 0.0

全体 169 100.0

問９（２）　アルバイトを始めた理由を教えてください。（あてはまるものすべてに〇） (MA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 自由に使えるお金がほしいから 120 71.0

2 社会勉強の一環として 91 53.8

3 将来の学費のため（留学を含む） 23 13.6

4 将来やりたいことのため 37 21.9

5 現在の学費（塾・予備校を含む）のため 7 4.1

6 家計を助けるため（生活費） 10 5.9

7 その他 13 7.7

無回答 1 0.6

全体 169 100.0

問10　（ア）学校が楽しいと思う (SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 あてはまる 428 54.4

2 まああてはまる 227 28.8

3 どちらでもない 75 9.5

4 あまりあてはまらない 31 3.9

5 あてはまらない 19 2.4

無回答 7 0.9

全体 787 100.0
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問10　（イ）今の生活（学校生活は除く）に満足している (SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 あてはまる 398 50.6

2 まああてはまる 245 31.1

3 どちらでもない 76 9.7

4 あまりあてはまらない 40 5.1

5 あてはまらない 21 2.7

無回答 7 0.9

全体 787 100.0

問10　（ウ）自分のことが好きである (SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 あてはまる 295 37.5

2 まああてはまる 256 32.5

3 どちらでもない 131 16.6

4 あまりあてはまらない 64 8.1

5 あてはまらない 36 4.6

無回答 5 0.6

全体 787 100.0

問10　（エ）家族のことが好きである (SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 あてはまる 456 57.9

2 まああてはまる 233 29.6

3 どちらでもない 62 7.9

4 あまりあてはまらない 18 2.3

5 あてはまらない 12 1.5

無回答 6 0.8

全体 787 100.0

問10　（オ）他の人から必要とされている (SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 あてはまる 249 31.6

2 まああてはまる 287 36.5

3 どちらでもない 164 20.8

4 あまりあてはまらない 55 7.0

5 あてはまらない 28 3.6

無回答 4 0.5

全体 787 100.0

問10　（カ）友人関係は広いほうだ (SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 あてはまる 247 31.4

2 まああてはまる 236 30.0

3 どちらでもない 141 17.9

4 あまりあてはまらない 106 13.5

5 あてはまらない 48 6.1

無回答 9 1.1

全体 787 100.0

問10　（キ）何でも話せる・相談できる相手がいる (SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 あてはまる 188 23.9

2 まああてはまる 301 38.2

3 どちらでもない 170 21.6

4 あまりあてはまらない 65 8.3

5 あてはまらない 37 4.7

無回答 26 3.3

全体 787 100.0
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問10　（ク）自分は孤独だと感じる (SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 あてはまる 12 1.5

2 まああてはまる 46 5.8

3 どちらでもない 161 20.5

4 あまりあてはまらない 206 26.2

5 あてはまらない 264 33.5

無回答 98 12.5

全体 787 100.0

問10　（ケ）自分のことを誰もわかってくれない (SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 あてはまる 24 3.0

2 まああてはまる 58 7.4

3 どちらでもない 174 22.1

4 あまりあてはまらない 241 30.6

5 あてはまらない 278 35.3

無回答 12 1.5

全体 787 100.0

問10　（コ）自分が住む地域のために自分の力を役立てたいと思う (SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 あてはまる 134 17.0

2 まああてはまる 220 28.0

3 どちらでもない 259 32.9

4 あまりあてはまらない 105 13.3

5 あてはまらない 65 8.3

無回答 4 0.5

全体 787 100.0

問10　（サ）社会を自分の力で変えられると思う (SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 あてはまる 122 15.5

2 まああてはまる 163 20.7

3 どちらでもない 240 30.5

4 あまりあてはまらない 167 21.2

5 あてはまらない 90 11.4

無回答 5 0.6

全体 787 100.0

問10　（シ）将来やりたいことや夢がある (SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 あてはまる 321 40.8

2 まああてはまる 220 28.0

3 どちらでもない 110 14.0

4 あまりあてはまらない 88 11.2

5 あてはまらない 41 5.2

無回答 7 0.9

全体 787 100.0

問10　（セ）将来、子どもがほしいと思う (SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 あてはまる 293 37.2

2 まああてはまる 194 24.7

3 どちらでもない 154 19.6

4 あまりあてはまらない 61 7.8

5 あてはまらない 80 10.2

無回答 5 0.6

全体 787 100.0
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問11　あなたの今後の展望について教えてください。（あてはまるものすべてに〇） (MA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 大学に進学する（したい） 711 90.3

2 専門学校に進学する（したい） 45 5.7

3 海外に留学する（したい） 188 23.9

4 就職（自営業を含む）する（したい） 155 19.7

5 その他 10 1.3

6 わからない 22 2.8

無回答 3 0.4

全体 787 100.0

問12　一緒に住んでいる家族との関係性について教えてください。（ア）父親 (SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 良好 412 65.3

2 まあ良好 145 23.0

3 どちらでもない 36 5.7

4 あまり良好ではない 17 2.7

5 良好ではない 14 2.2

6 該当しない 0 0.0

無回答 7 1.1

全体 631 100.0

問12　一緒に住んでいる家族との関係性について教えてください。（イ）母親 (SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 良好 552 72.3

2 まあ良好 157 20.5

3 どちらでもない 28 3.7

4 あまり良好ではない 13 1.7

5 良好ではない 6 0.8

6 該当しない 0 0.0

無回答 8 1.0

全体 764 100.0

問12　一緒に住んでいる家族との関係性について教えてください。（ウ）祖父母 (SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 良好 31 60.8

2 まあ良好 13 25.5

3 どちらでもない 3 5.9

4 あまり良好ではない 2 3.9

5 良好ではない 0 0.0

6 該当しない 0 0.0

無回答 2 3.9

全体 51 100.0

問12　一緒に住んでいる家族との関係性について教えてください。（エ）きょうだい (SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 良好 337 65.1

2 まあ良好 114 22.0

3 どちらでもない 37 7.1

4 あまり良好ではない 13 2.5

5 良好ではない 9 1.7

6 該当しない 0 0.0

無回答 8 1.5

全体 518 100.0
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問12　一緒に住んでいる家族との関係性について教えてください。（オ）その他 (SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 良好 1 25.0

2 まあ良好 0 0.0

3 どちらでもない 0 0.0

4 あまり良好ではない 0 0.0

5 良好ではない 0 0.0

無回答 3 75.0

全体 4 100.0

問13　あなたは、普段家族とどのようにかかわっていますか。（あてはまるものすべ

てに〇）
(MA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 ご飯をたべる 747 94.9

2 テレビや映画をみる 592 75.2

3 買い物に行く 632 80.3

4 スポーツをする 169 21.5

5 旅行をする 572 72.7

6 友人関係について話す 558 70.9

7 性格についてはなす 380 48.3

8 外見について話す 392 49.8

9 学校生活のことについて話す 647 82.2

10 勉強を教えてもらう・教える 258 32.8

11 進路や将来について話す 598 76.0

12 恋愛について話す 163 20.7

13 体や性について話す 133 16.9

14 仕事（アルバイト含む）について話す 221 28.1

15 その他 20 2.5

16 ほとんどかかわらない 7 0.9

無回答 6 0.8

全体 787 100.0

問14　あなたは、普段何をしている時が楽しいと感じますか。（あてはまるものすべ

てに〇）
(MA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 勉強をしている時 152 19.3

2 読書をしている時 227 28.8

3 テレビを見ている時 373 47.4

4 家族と一緒にいる時 333 42.3

5 部活をしている時 275 34.9

6 LINEやインスタグラム等SNSを利用している時 405 51.5

7 インターネットで動画やウェブサイトをみている時 571 72.6

8 カラオケをしているとき 339 43.1

9 友人と会っている時 604 76.7

10 恋人と会っている時 90 11.4

11 スポーツをしている時 294 37.4

12 食事をしている時 474 60.2

13 ゲームをしている時 409 52.0

14 ボランティア活動をしている時 66 8.4

15 仕事（アルバイトを含む）をしている時 43 5.5

16 その他 43 5.5

17 楽しいと感じることがない 6 0.8

無回答 5 0.6

全体 787 100.0
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問15　現在抱えている悩みはありますか。（あてはまるものすべてに〇） (MA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 勉強や成績に関すること 402 51.1

2 進路や将来に関すること 537 68.2

3 学校のこと（部活動を含む） 164 20.8

4 家族との関係・家庭環境のこと 89 11.3

5 友人関係のこと 122 15.5

6 恋愛に関すること 109 13.9

7 体や性に関すること 43 5.5

8 性格に関すること 112 14.2

9 外見に関すること 179 22.7

10 政治や社会情勢に関すること 118 15.0

11 仕事（アルバイト）に関すること 65 8.3

12 その他 4 0.5

13 悩んでいることはない 141 17.9

無回答 9 1.1

全体 787 100.0

問16　あなたは、悩みを抱えた時、誰に（どこに）相談しますか。（あてはまるものすべ

てに〇）
(MA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 父親 235 29.9

2 母親 521 66.2

3 きょうだい 161 20.5

4 祖父母 40 5.1

5 その他親族 14 1.8

6 友人 538 68.4

7 恋人 43 5.5

8 学校の先生 149 18.9

9 塾や予備校の先生 59 7.5

10 部活動や習い事の仲間 69 8.8

11 職場（アルバイト含む）の上司や同僚 9 1.1

12 区役所や公共施設の窓口・職員 2 0.3

13 「みなと子ども相談ねっと」 3 0.4

14 13以外のインターネットの掲示板や相談サイト 5 0.6

15 インターネット上の友人・知人 34 4.3

16 その他 9 1.1

17 相談しない 71 9.0

無回答 4 0.5

全体 787 100.0

問16（１）あなたは、あなたのお父さんまたはお母さんに悩みを相談するとき、どの

程度話しますか。（〇は１つ）
(SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 詳細まですべて話す 285 53.1

2 悩み事の概要のみを話す 216 40.2

3 悩みがあることだけを伝える 28 5.2

無回答 8 1.5

全体 537 100.0



124 

 

 

 

 
  

問16（２）相談しないのはなぜですか。理由を教えてください。（あてはまるものすべ

てに〇）
(MA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 相談するほどのことではないから 28 39.4

2 悩みを知られたくないから 21 29.6

3 相談するのが面倒だから 37 52.1

4 何を聞かれるか不安だから 9 12.7

5 うまく伝えられないから 16 22.5

6 相談していることを知られたくないから 5 7.0

7 相談しても解決しないと思うから 33 46.5

8 相談する相手がいないから 10 14.1

9 その他 2 2.8

無回答 2 2.8

全体 71 100.0

問17　どのような方法であれば相談しやすいと思いますか。（あてはまるものすべて

に〇）
(MA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 対面で直接 404 51.3

2 電話 161 20.5

3 スマホやパソコンのメール 234 29.7

4 LINEやインスタグラムなどのSNS 421 53.5

5 インターネットの掲示板やチャット 173 22.0

6 その他 18 2.3

無回答 10 1.3

全体 787 100.0

問18　あなたが悩みについて誰か（どこか）に相談するとき、相談先を選ぶ基準とし

て重視することはありますか。（あてはまるものすべてに〇）
(MA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 ただ話を聞いてくれる 324 41.2

2 アドバイスをしてくれる 407 51.7

3 秘密を守ってくれる 512 65.1

4 利用方法がわかりやすい 169 21.5

5 費用の負担がない 300 38.1

6 いつでも相談できる 317 40.3

7 その他 17 2.2

8 特にない 70 8.9

無回答 9 1.1

全体 787 100.0

問19　普段居心地がよいと感じる場所はありますか。（〇は１つ） (SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 ある 749 95.2

2 ない 33 4.2

無回答 5 0.6

全体 787 100.0
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問19（１）あなたが居心地がよいと感じる場所は、どこですか。（あてはまるものすべ

てに〇）
(MA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 自宅 680 90.8

2 友人の家 67 8.9

3 学校 246 32.8

4 塾・予備校 60 8.0

5 勤務先（アルバイト含まない） 1 0.1

6 アルバイト先 10 1.3

7 部活動や習い事の場所 107 14.3

8 公園 75 10.0

9 ファーストフード店やコンビニエンスストア 48 6.4

10 ゲームセンターやカラオケボックスなどのエンターテインメント施設 65 8.7

11 本屋、CD・DVDショップ 103 13.8

12 ショッピングモール 47 6.3

13 地域のスポーツクラブや民間のスポーツジム 9 1.2

14 区立図書館 89 11.9

15 港区スポーツセンター 31 4.1

16 その他区立の公共施設 12 1.6

17 インターネット上のオンライン空間（SNSやオンラインゲームなど） 76 10.1

18 オンラインコミュニティ（オンラインサロンなど） 5 0.7

19 その他 50 6.7

無回答 5 0.7

全体 749 100.0

問19（２）問19（１）で選択した場所はどこにありますか。（あてはまるものすべてに

〇）
(MA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 港区内 618 82.5

2 港区外２３区 193 25.8

3 都内 59 7.9

4 都外 62 8.3

5 その他 12 1.6

無回答 82 10.9

全体 749 100.0

問19（３））問19（１）で選択した場所が居心地がよいと感じる理由を教えてくださ

い。（あてはまるものすべてに〇）
(MA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 いつでも行きたいときに行ける 287 38.3

2 一人で過ごせる 418 55.8

3 何もせずのんびりできる 486 64.9

4 ありのままでいられる、自分を否定されない 342 45.7

5 好きなことを自由にして過ごせる 516 68.9

6 新しいことややりたいことに挑戦できる 136 18.2

7 悩み事の相談ができる 113 15.1

8 違う世代の人と出会える 59 7.9

9 その他 19 2.5

無回答 33 4.4

全体 749 100.0
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問19（４）　居心地がよいと感じる場所がないと思うのはなぜですか。（あてはまるも

のすべてに〇）
(MA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 住んでいる地域にそのような場所がないから 17 51.5

2 行きたいが、行くのに時間がかかるから 2 6.1

3 行きたいが、行くのにお金がかかるから 5 15.2

4 行きたいときに開いていないから 1 3.0

5 必要だと感じないから 13 39.4

6 その他 4 12.1

無回答 2 6.1

全体 33 100.0

問20　どのような場所であれば行ってみたい、行きやすいと思いますか。（あてはま

るものすべてに〇）
(MA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 いつでも行きたいときに行ける 543 69.0

2 一人で過ごせる 432 54.9

3 なにもせずのんびりできる 492 62.5

4 ありのままでいられる、自分を否定されない 415 52.7

5 好きなことを自由にして過ごせる 538 68.4

6 新しいことややりたいことに挑戦できる 268 34.1

7 悩み事の相談ができる 166 21.1

8 違う世代の人と出会える 119 15.1

9 その他 20 2.5

10 特にない 35 4.4

無回答 17 2.2

全体 787 100.0

問21　あなたには、普段一緒にいて居心地がよいと感じる人はいますか。（〇は１つ） (SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 いる 728 92.5

2 いない 51 6.5

無回答 8 1.0

全体 787 100.0

問21（１）あなたが居心地がよいと感じる人は誰ですか。（あてはまるものすべてに

〇）
(MA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 父親 297 40.8

2 母親 479 65.8

3 きょうだい 297 40.8

4 祖父母 119 16.3

5 その他親族 51 7.0

6 友人 611 83.9

7 恋人 64 8.8

8 学校の先生 77 10.6

9 塾や予備校の先生 43 5.9

10 部活動や習い事の仲間 103 14.1

11 職場（アルバイト含む）の人 8 1.1

12 区役所や公共施設の窓口・職員 4 0.5

13 インターネット上で繋がっている人 27 3.7

14 その他 8 1.1

無回答 4 0.5

全体 728 100.0



127 

 

 

 

 

 

  

問21（２）居心地がよいと感じる相手はどのような人ですか。（あてはまるものすべて

に〇）
(MA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 会いたい時にいつでも会える 257 35.3

2 信頼できる・なんでも話せる 573 78.7

3 お互いなにも話さなくても気まずくならない 556 76.4

4 一緒にいると安心する 531 72.9

5 尊敬できる 270 37.1

6 その他 10 1.4

無回答 3 0.4

全体 728 100.0

問22　 あなたは、港区にある「子ども中高生プラザ」のことを知っていましたか。（〇

は１つ）
(SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 知っていた 494 62.8

2 知らなかった 288 36.6

無回答 5 0.6

全体 787 100.0

問22（１）あなたは、港区にある「子ども中高生プラザ」をいつまで利用していました

か。（〇は１つ）
(SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 小学生になるまで利用していた 18 3.6

2 小学生の頃まで利用していた 213 43.1

3 中学生の頃まで利用していた 94 19.0

4 現在も利用している 58 11.7

5 これまで利用したことはない 108 21.9

無回答 3 0.6

全体 494 100.0

問22（２）あなたが、子ども中高生プラザを利用することをやめたのはなぜですか。

（あてはまるものすべてに〇）
(MA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 勉強や部活が忙しいから 177 54.5

2 仕事（アルバイト含む）が忙しいから 8 2.5

3 一緒に行く人（友人など）がいかなくなったから 130 40.0

4 仲がよかったスタッフがいなくなったから 16 4.9

5 スタッフと関係がよくないから 5 1.5

6 周りに人がいるのが気になるようになったから 20 6.2

7 利用していることを周囲の人に知られたくないから 6 1.8

8 施設の名称が好みではないから 2 0.6

9 その他 42 12.9

10 特に理由はない 61 18.8

無回答 8 2.5

全体 325 100.0

問22（３）利用したことがない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに〇） (MA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 行きやすい場所にないから 21 19.4

2 何ができるのかがわからないから 33 30.6

3 利用するための手続きが面倒だから 9 8.3

4 行きたいと思わないから 74 68.5

5 その他 4 3.7

無回答 1 0.9

全体 108 100.0
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問23　港区内に新しく高校生世代の皆さんの居場所をつくるとしたら、どのような

場所であれば行ってみたいと思いますか。（あてはまるものすべてに〇）
(MA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 行きやすい場所にある 559 71.0

2 利用方法がわかりやすい 351 44.6

3 無料で利用できる 607 77.1

4 行きたいときにいつでも行ける 472 60.0

5 自習や読書ができる 442 56.2

6 勉強を教えてもらえる 237 30.1

7 スポーツができる 301 38.2

8 友人と話せたり、遊べたりする 409 52.0

9 Wi－Fi環境が整っている 518 65.8

10 ボランティア活動ができる 106 13.5

11 違う学校の人と出会える 223 28.3

12 違う世代の人と出会える 127 16.1

13 悩みや不安を相談できる 169 21.5

14 一人でなにもせずのんびり過ごせる 379 48.2

15 持参したものを飲食できるスペースがある 444 56.4

16 無料または安価で飲食物の提供がある 453 57.6

17 定期的にイベントがある 152 19.3

18 自分たちで企画したことができる 121 15.4

19 インターネット上で交流できる 101 12.8

20 その他 23 2.9

21 そのような場所はいらない 39 5.0

無回答 6 0.8

全体 787 100.0
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問１　回答者の、調査対象のお子さんとの続き柄を教えてください。（○は１つ (SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 父親 122        16.3       

2 母親 617        82.5      

3 祖父 0            0.0         

4 祖母 3            0.4         

5 その他 2            0.3         

無回答 4            0.5         

全体 748       100        

問２　あなたの年齢を教えてください。（○は１つ） (SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 35歳未満 1            0.1         

2 35歳以上40歳未満 5            0.7         

3 40歳以上45歳未満 62          8.3         

4 45歳以上50歳未満 254       34.0      

5 50歳以上55歳未満 302       40.4      

6 55歳以上60歳未満 98          13.1       

7 60歳以上 21          2.8         

無回答 5            0.7         

全体 748       100        

問３　あなたのお住まいはどの地区ですか。（○は１つ） (SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 芝地区 80          10.7       

2 麻布地区 133        17.8       

3 赤坂地区 111        14.8       

4 高輪地区 225       30.1       

5 芝浦港南地区 193        25.8      

無回答 6            0.8         

全体 748       100        

問４　港区での通算の居住年数を教えてください。（○は１つ） (SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 １年未満 30          4.0         

2 １年以上３年未満 34          4.5         

3 ３年以上５年未満 28          3.7         

4 ５年以上10年未満 73          9.8         

5 10年以上15年未満 141        18.9       

6 15年以上 439       58.7      

無回答 3            0.4         

全体 748       100        

問５　あなたの就労状況を教えてください。（〇は１つ） (SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 会社員・公務員・団体職員（正規職員） 243       32.5      

2 会社経営・役員 82          11.0       

3 自由業・自営業 58          7.8         

4 パート・アルバイト・派遣社員等の非正規職員 183        24.5      

5 主夫・主婦 150        20.1       

6 無職 13          1.7         

7 その他 13          1.7         

無回答 6            0.8         

全体 748       100        
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問６　2022年中の世帯年収（一緒にお住いの方全員の合計）を教えてください。

（もっとも近いもの１つに〇）
(SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 200 万円未満 43          5.7         

2 200 万円以上～400 万円未満 49          6.6         

3 400 万円以上～600 万円未満 53          7.1         

4 600 万円以上～1000 万円未満 121        16.2       

5 1000 万円以上～2000 万円未満 217        29.0      

6 2000万円以上 173        23.1       

7 分からない 83          11.1       

無回答 9            1.2         

全体 748       100        

問７　あなたと調査対象のお子さんの関係性を教えてください。（〇は１つ） (SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 良好 513        68.6      

2 まあ良好 205       27.4      

3 どちらでもない 15          2.0         

4 あまり良好ではない 8            1.1         

5 良好ではない 2            0.3         

無回答 5            0.7         

全体 748       100        

問８　あなたは、普段調査対象のお子さんとどのようにかかわっていますか。（あては

まるものすべてに〇）
(MA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 ご飯をたべる 711        95.1       

2 テレビや映画をみる 532       71.1       

3 買い物に行く 553       73.9      

4 スポーツをする 151        20.2      

5 旅行をする 524       70.1       

6 友人関係について話す 583       77.9      

7 調査対象のお子さんの性格について話す 452       60.4      

8 調査対象のお子さんの外見について話す 442       59.1       

9 学校生活のことについて話す 633       84.6      

10 勉強を教える 151        20.2      

11 進路や将来について話す 637       85.2      

12 恋愛について話す 229       30.6      

13 体や性について話す 234       31.3       

14 仕事（アルバイト含む）について話す 310        41.4       

15 その他（　　　　　　　　　　　　） 29          3.9         

16 ほとんどかかわらない 5            0.7         

無回答 1            0.1         

全体 748       100        

問９（１）　あなたは、平日に調査対象のお子さんとかかわる時間が１日あたりにどれ

くらいありますか。（〇は１つ）
(SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 １時間未満 163        21.8       

2 １時間以上２時間未満 225       30.1       

3 ２時間以上３時間未満 161        21.5       

4 ３時間以上４時間未満 106        14.2       

5 それ以上 84          11.2       

6 ない 8            1.1         

無回答 1            0.1         

全体 748       100        
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問９（２）　あなたは、休日に調査対象のお子さんとかかわる時間が１日あたりにどれ

くらいありますか。（〇は１つ）
(SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 １時間未満 68          9.1         

2 １時間以上２時間未満 147        19.7       

3 ２時間以上３時間未満 149        19.9       

4  ３時間以上４時間未満 144        19.3       

5 それ以上 231        30.9      

6 ない 5            0.7         

無回答 4            0.5         

全体 748       100        

問10　あなたは、教育や子どもへの接し方に関する情報を、主に誰またはどこから入

手していますか。（あてはまるものすべてに〇）"
(MA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 配偶者 336       44.9      

2 実両親 162        21.7       

3 義両親 50          6.7         

4 友人・知人 422       56.4      

5 学校、学校の先生 272       36.4      

6 行政の窓口や広報 36          4.8         

7 テレビ・ラジオ 213        28.5      

8 インターネット 439       58.7      

9 新聞 145        19.4       

10 雑誌、書籍 222       29.7      

11 その他（　　　　　　　　　　　） 65          8.7         

無回答 8            1.1         

全体 748       100        

問11　あなたは、調査対象のお子さんが高校生世代になってから悩みを相談された

ことはありますか。（〇は１つ）
(SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 ある 530       70.9      

2 ない 217        29.0      

無回答 1            0.1         

全体 748       100        

問11（１）　あなたは、調査対象のお子さんからどのような内容について相談されま

したか。（あてはまるものすべてに〇）
(MA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 勉強や成績に関すること 326       61.5       

2 進路や将来に関すること 447       84.3      

3 学校のこと（部活動を含む） 336       63.4      

4 家族との関係・家庭環境のこと 99          18.7       

5 調査対象の子どもの友人関係のこと 213        40.2      

6 恋愛に関すること 67          12.6       

7 体や性に関すること 97          18.3       

8 調査対象の子どもの性格に関すること 114        21.5       

9 調査対象の子どもの外見に関すること 161        30.4      

10 政治や社会情勢に関すること 95          17.9       

11 仕事（アルバイト）に関すること 128        24.2      

12 その他（　　　　　　　　　　　　） 6            1.1         

無回答 2            0.4         

全体 530       100        
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問11（２）　あなたは、調査対象のお子さんが悩みをどこに（誰に）相談しているか

知っていますか。
(SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 知っている 357       67.4      

2 知らない 157        29.6      

無回答 16          3.0         

全体 530       100        

問12　あなたは、調査対象のお子さんとのかかわり方で悩んでいることはあります

か。（あてはまるものすべてに〇）"
(MA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 子どもと過ごす時間が少ない 85          11.4       

2 子どもとうまく話せない 33          4.4         

3 子どもの話を理解できない 32          4.3         

4 子どもにうまく助言できるかわからない 183        24.5      

5 調査対象のお子さんの学校生活のこと 65          8.7         

6 調査対象のお子さんの仕事（アルバイト含む）のこと 22          2.9         

7 調査対象のお子さんの将来や進路のこと 261        34.9      

8 教育、指導方法がわからない 74          9.9         

9 子育てに関して家族の方針が合わない 43          5.7         

10 子育てに関して周囲の理解が得られない 8            1.1         

11  家族と協力して子育てができていない 39          5.2         

12 その他（　　　　　　　　　　　　） 30          4.0         

13 ない 293       39.2      

無回答 12          1.6         

全体 748       100        

問13　あなたには、調査対象のお子さんから相談をされた時や、調査対象のお子さ

んとのかかわり方について悩みを抱えた時、相談する相手はいますか。（あてはまる

ものすべてに〇）

(MA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 配偶者 521        69.7      

2 調査対象の子どものきょうだい 159        21.3       

3 実両親 237       31.7       

4 義両親 61          8.2         

5 その他親族 100        13.4       

6 友人・知人 423       56.6      

7 職場の人 99          13.2       

8 学校、学校の先生 202       27.0      

9 スクールカウンセラー 35          4.7         

10 教育センター 15          2.0         

11 「港区子ども家庭相談ダイヤル」 12          1.6         

12 「港区おとなの子育て相談ねっと」 9            1.2         

13  行政の相談機関・支援員 17          2.3         

14 その他（　　　　　　　　　　　　　　） 26          3.5         

15 相談する相手はいない 32          4.3         

無回答 4            0.5         

全体 748       100        
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問14　あなたが、調査対象のお子さんの悩みのことや、調査対象のお子さんとのか

かわり方について相談窓口に相談するときに利用しやすいと思うことについて教え

てください。（あてはまるものすべてに〇）。

(MA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 対面で直接相談できる 324       43.3      

2 メールやSNSのメッセージで相談できる 274       36.6      

3 電話やZoomなどのオンライン会議システムで相談できる 164        21.9       

4  日時を柔軟に対応してくれる 293       39.2      

5  匿名性の確保や秘密を守ってくれる 370       49.5      

6 話を聞き、理解してくれる 310        41.4       

7 専門機関や窓口へつないでくれる 181        24.2      

8 専門的な知識を持った人が助言してくれる 340       45.5      

9 相談窓口が統一されている 120        16.0       

10 利用方法がわかりやすい 240       32.1       

11 費用の負担がない 277       37.0      

12 その他（　　　　　　　　　　　　　） 11          1.5         

13 特にない 90          12.0       

無回答 7            0.9         

全体 748       100        

問15　あなたは、港区にある「子ども中高生プラザ」のことを知っていましたか。（〇

は１つ）
(SA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 知っていた 574       76.7      

2 知らなかった 170        22.7      

無回答 4            0.5         

全体 748       100        

問16　港区内に新しく高校生世代の居場所をつくるとしたら、高校生世代の子ども

たちは、どのような場所であれば利用すると思いますか。（あてはまるものすべてに

〇）

(MA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 行きやすい場所にある 554       74.1       

2 利用方法がわかりやすい 356       47.6      

3 無料で利用できる 544       72.7      

4 行きたいときにいつでも行ける 489       65.4      

5 自習や読書ができる 439       58.7      

6 勉強を教えてもらえる 257       34.4      

7 スポーツができる 309       41.3       

8 友人と話せたり、遊べたりする 387       51.7       

9  Wi-Fi環境が整っている 465       62.2      

10  ボランティア活動ができる 169        22.6      

11 違う学校の人と出会える 213        28.5      

12  違う世代の人と出会える 160        21.4       

13 悩みや不安を相談できる 241        32.2      

14 一人でなにもせずのんびり過ごせる 291        38.9      

15 持参したものを飲食できるスペースがある 392       52.4      

16 無料または安価で飲食物の提供がある 298       39.8      

17 定期的にイベントがある 126        16.8       

18 自分たちで企画したことができる 145        19.4       

19 インターネット上で交流できる 86          11.5       

20 その他（　　　　　　　　　　　　　　） 32          4.3         

21 そのような場所はいらない 7            0.9         

無回答 6            0.8         

全体 748       100        



134 

 
   

問17　高校生世代の子どもたちの育ちや権利が保障される居場所や仕組をつくる

ために、区はどのようなことに取り組むべきだと思いますか。（あてはまるものすべ

てに〇）

(MA)

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 子どもたちの相談を柔軟に対応する仕組をつくる 358       47.9      

2 ほとんどかかわらない 515        68.9      

3 子どもや子育てについて不安を抱える保護者の相談を柔軟に対応する仕組みをつく 283       37.8      

4 子どもとのかかわり方について不安を抱える保護者が情報交換や相談ができる場所 210        28.1       

5 専門的な知識や資格を持つ人に相談できる仕組をつくる 342       45.7      

6 民間の相談サービスを利用する際の支援（補助金等）をする 118        15.8       

7 インターネット上で交流できる仕組をつくる 121        16.2       

8 その他（　　　　　　　　　　　　） 34          4.5         

無回答 27          3.6         

全体 748       100        
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２ クロス集計 
 
※クロス集計表のｎの列は回答者数を示し、表頭の選択肢におけるそれぞれの数値は割合

（％）を示している。 

高校生世代 
【問 15 悩みの種類×問１（１）就学・就労状況別】 

 

【問 15 悩みの種類×問１（３）学校や職場の場所別】 

 

【問 15 悩みの種類×問３居住地区別】 
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と 性

格

に

関

す

る

こ

と

外

見

に

関

す

る

こ

と

政

治

や

社

会

情

勢

に

関

す

る

こ

と

仕

事

（
ア

ル

バ

イ

ト

）
に

関

す

る

こ

と

そ

の

他

悩

ん

で

い

る

こ

と

は

な

い

無

回

答

全体 787 51.1 68.2 20.8 11.3 15.5 13.9 5.5 14.2 22.7 15.0 8.3 0.5 17.9 1.1

国公立高校 134 53.7 71.6 32.8 13.4 21.6 16.4 7.5 20.1 29.1 18.7 11.9 0.0 11.9 0.0

私立高校 590 52.0 68.0 18.6 11.4 14.6 13.7 4.4 13.2 22.4 14.4 7.1 0.3 19.3 1.0

高等専門学校（国公立） 4 50.0 100.0 50.0 0.0 0.0 25.0 0.0 0.0 50.0 25.0 50.0 0.0 0.0 0.0

高等専門学校（私立） 10 50.0 70.0 10.0 0.0 40.0 20.0 20.0 10.0 20.0 20.0 0.0 0.0 10.0 0.0

特別支援学校 11 9.1 45.5 0.0 9.1 0.0 9.1 9.1 0.0 0.0 9.1 0.0 0.0 45.5 9.1

専修学校・各種学校 2 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

公共職業能力開発施設 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

フリースクールなどの民間教育施設 2 50.0 50.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0 50.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0

働いている 2 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0

働いていない 6 33.3 83.3 16.7 16.7 0.0 0.0 16.7 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0

無回答 26 42.3 61.5 19.2 7.7 7.7 7.7 11.5 19.2 7.7 11.5 7.7 3.8 15.4 7.7

就学・就労状況別

ｎ

勉

強

や

成

績

に

関

す

る

こ

と

進

路

や

将

来

に

関

す

る

こ

と

学

校

の

こ

と

（
部

活

動

を

含

む

）

家

族

と

の

関

係

・

家

庭

環

境

の

こ

と

友

人

関

係

の

こ

と

恋

愛

に

関

す

る

こ

と

体

や

性

に

関

す

る

こ

と 性

格

に

関

す

る

こ

と

外

見

に

関

す

る

こ

と

政

治

や

社

会

情

勢

に

関

す

る

こ

と

仕

事

（
ア

ル

バ

イ

ト

）
に

関

す

る

こ

と

そ

の

他

悩

ん

で

い

る

こ

と

は

な

い

無

回

答

全体 755   51.5 68.3 20.9 11.4 15.9 14.2 5.2 14.2 23.4 15.2 8.1 0.4 18.1 0.9

港区内 110   50.0 68.2 20.9 8.2 16.4 12.7 3.6 12.7 15.5 12.7 3.6 0.0 20.0 1.8

港区外の２３区 444   50.5 68.0 21.8 12.4 15.3 14.9 6.5 14.6 25.0 15.5 8.8 0.5 17.1 0.7

都内 34     55.9 61.8 23.5 14.7 20.6 14.7 2.9 11.8 23.5 20.6 8.8 0.0 17.6 0.0

都外 77     57.1 72.7 22.1 11.7 19.5 20.8 6.5 15.6 31.2 16.9 10.4 1.3 15.6 1.3

その他 8       75.0 87.5 12.5 0.0 12.5 12.5 0.0 12.5 25.0 12.5 12.5 0.0 0.0 0.0

無回答 82     50.0 67.1 14.6 9.8 13.4 6.1 0.0 13.4 18.3 13.4 7.3 0.0 25.6 1.2

学校や職場の場所別

ｎ

勉

強

や

成

績

に

関

す

る

こ

と

進

路

や

将

来

に

関

す

る

こ

と

学

校

の

こ

と

（
部

活

動

を

含

む

）

家

族

と

の

関

係

・

家

庭

環

境

の

こ

と

友

人

関

係

の

こ

と

恋

愛

に

関

す

る

こ

と

体

や

性

に

関

す

る

こ

と 性

格

に

関

す

る

こ

と

外

見

に

関

す

る

こ

と

政

治

や

社

会

情

勢

に

関

す

る

こ

と

仕

事

（
ア

ル

バ

イ

ト

）
に

関

す

る

こ

と

そ

の

他

悩

ん

で

い

る

こ

と

は

な

い

無

回

答

全体 787   51.1 68.2 20.8 11.3 15.5 13.9 5.5 14.2 22.7 15.0 8.3 0.5 17.9 1.1

芝地区 91     52.7 72.5 24.2 9.9 15.4 14.3 1.1 14.3 24.2 14.3 9.9 0.0 17.6 1.1

麻布地区 136   47.8 69.9 20.6 12.5 17.6 11.0 7.4 14.0 23.5 16.9 8.8 1.5 19.9 0.7

赤坂地区 121   52.9 63.6 18.2 9.9 16.5 14.9 2.5 8.3 21.5 14.9 9.9 1.7 16.5 0.8

高輪地区 220   54.5 69.1 22.3 11.4 15.0 15.5 5.9 16.8 21.8 18.2 6.4 0.0 16.4 1.8

芝浦港南地区 212   48.1 67.0 19.8 11.8 14.2 13.2 7.1 14.6 23.6 11.3 8.0 0.0 18.9 0.9

無回答 7       42.9 71.4 14.3 14.3 14.3 14.3 14.3 28.6 14.3 0.0 14.3 0.0 28.6 0.0

居住地区別
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【問 15 悩みの種類×問４居住年数別】 

 

【問 15 悩みの種類×問６世帯年収別（保護者調査）】 

 

【問 16 相談先×問１（１）就学・就労状況別】 

 

  

ｎ

勉

強

や

成

績

に

関

す

る

こ

と

進

路

や

将

来

に

関

す

る

こ

と

学

校

の

こ

と

（
部

活

動

を

含

む

）

家

族

と

の

関

係

・

家

庭

環

境

の

こ

と

友

人

関

係

の

こ

と

恋

愛

に

関

す

る

こ

と

体

や

性

に

関

す

る

こ

と 性

格

に

関

す

る

こ

と

外

見

に

関

す

る

こ

と

政

治

や

社

会

情

勢

に

関

す

る

こ

と

仕

事

（
ア

ル

バ

イ

ト

）
に

関

す

る

こ

と

そ

の

他

悩

ん

で

い

る

こ

と

は

な

い

無

回

答

全体 787 51.1 68.2 20.8 11.3 15.5 13.9 5.5 14.2 22.7 15.0 8.3 0.5 17.9 1.1

１年未満 33 54.5 54.5 12.1 15.2 15.2 9.1 9.1 6.1 9.1 9.1 3.0 0.0 18.2 0.0

１年以上３年未満 41 58.5 78.0 24.4 17.1 19.5 14.6 4.9 19.5 26.8 26.8 4.9 0.0 7.3 0.0

３年以上５年未満 38 50.0 78.9 23.7 15.8 13.2 21.1 0.0 18.4 26.3 15.8 7.9 0.0 13.2 0.0

５年以上10年未満 90 44.4 53.3 15.6 10.0 14.4 10.0 4.4 14.4 22.2 10.0 7.8 1.1 26.7 1.1

10年以上15年未満 162 53.1 70.4 22.8 11.7 14.8 13.6 7.4 11.7 23.5 11.7 8.0 0.6 22.2 0.0

15年以上 420 51.0 69.8 21.2 10.2 15.7 14.3 5.2 14.8 22.9 16.7 9.0 0.5 15.7 1.9

無回答 3 33.3 66.7 33.3 0.0 33.3 33.3 0.0 33.3 33.3 0.0 33.3 0.0 33.3 0.0

居住年数別

ｎ

勉

強

や

成

績

に

関

す

る

こ

と

進

路

や

将

来

に

関

す

る

こ

と

学

校

の

こ

と

（
部

活

動

を

含

む

）

家

族

と

の

関

係

・

家

庭

環

境

の

こ

と

友

人

関

係

の

こ

と

恋

愛

に

関

す

る

こ

と

体

や

性

に

関

す

る

こ

と 性

格

に

関

す

る

こ

と

外

見

に

関

す

る

こ

と

政

治

や

社

会

情

勢

に

関

す

る

こ

と

仕

事

（
ア

ル

バ

イ

ト

）
に

関

す

る

こ

と

そ

の

他

悩

ん

で

い

る

こ

と

は

な

い

無

回

答

全体 581 48.2 66.3 17.9 9.0 13.6 11.9 4.8 13.4 20.7 13.8 7.2 0.5 21.2 1.4

200万円未満 35 42.9 57.1 5.7 5.7 5.7 8.6 0.0 8.6 2.9 11.4 5.7 0.0 28.6 2.9

200万円以上～400万円未満 42 52.4 61.9 23.8 19.0 16.7 16.7 9.5 19.0 23.8 16.7 14.3 0.0 16.7 0.0

400万円以上～600万円未満 42 50.0 71.4 16.7 9.5 16.7 7.1 2.4 16.7 21.4 16.7 9.5 0.0 11.9 2.4

600万円以上～1000万円未満 93 48.4 64.5 18.3 8.6 11.8 9.7 3.2 10.8 22.6 14.0 8.6 0.0 23.7 1.1

1000万円以上～2000万円未満 165 50.9 71.5 21.8 6.1 11.5 9.1 4.2 12.7 21.8 9.1 6.1 0.6 19.4 0.6

2000万円以上 132 47.7 63.6 16.7 12.1 15.9 17.4 6.8 15.9 20.5 18.9 6.1 0.8 23.5 3.0

分からない 64 45.3 65.6 15.6 6.3 18.8 14.1 4.7 10.9 23.4 12.5 4.7 1.6 21.9 0.0

無回答 8 12.5 62.5 0.0 0.0 0.0 0.0 12.5 12.5 12.5 12.5 12.5 0.0 25.0 0.0

世帯年収別

ｎ

父

親

母

親

き

ょ

う

だ

い

祖

父

母

そ

の

他

親

族

友

人

恋

人

学

校

の

先

生

塾

や

予

備

校

の

先

生

部

活

動

や

習

い

事

の

仲

間

職

場

の

上

司

や

同

僚

区

役

所

や

公

共

施

設

の

窓

口

・

職

員 「
み

な

と

子

ど

も

相

談

ね

っ

と

」

「
み

な

と

子

ど

も

相

談

ね

っ

と

」

以

外

の

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

の

掲

示

板

や

相

談

サ

イ

ト

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

上

の

友

人

・

知

人 そ

の

他

相

談

し

な

い

無

回

答

全体 787 29.9 66.2 20.5 5.1 1.8 68.4 5.5 18.9 7.5 8.8 1.1 0.3 0.4 0.6 4.3 1.1 9.0 0.5

国公立高校 134 28.4 69.4 23.1 3.7 0.0 70.1 9.7 18.7 7.5 9.7 2.2 0.0 0.7 0.7 6.0 1.5 9.0 0.0

私立高校 590 30.0 65.4 20.2 5.1 1.7 69.5 4.2 18.5 8.0 8.8 0.5 0.2 0.3 0.5 4.2 1.0 9.2 0.2

高等専門学校（国公立） 4 25.0 50.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 25.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

高等専門学校（私立） 10 10.0 60.0 10.0 0.0 0.0 50.0 10.0 0.0 0.0 0.0 10.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 20.0 0.0

特別支援学校 11 45.5 54.5 9.1 0.0 9.1 18.2 9.1 54.5 0.0 9.1 0.0 0.0 0.0 9.1 0.0 0.0 9.1 9.1

専修学校・各種学校 2 50.0 100.0 0.0 0.0 50.0 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

公共職業能力開発施設 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

フリースクールなどの民間教育施設 2 50.0 100.0 50.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

働いている 2 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

働いていない 6 33.3 33.3 16.7 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 16.7 16.7 0.0

無回答 26 34.6 76.9 26.9 15.4 7.7 61.5 7.7 23.1 7.7 7.7 3.8 3.8 0.0 0.0 3.8 0.0 3.8 7.7

就学・就労状況別



137 

【問 16 相談先×問１（３）学校や職場の場所別】 

 

【問 16 相談先×問３居住地区別】 

 

【問 16 相談先×問４居住年数別】 

 

  

ｎ

父

親

母

親

き

ょ

う

だ

い

祖

父

母

そ

の

他

親

族

友

人

恋

人

学

校

の

先

生

塾

や

予

備

校

の

先

生

部

活

動

や

習

い

事

の

仲

間

職

場

（
ア

ル

バ

イ

ト

含

む

）
の

上

司

や

同

僚

区

役

所

や

公

共

施

設

の

窓

口

・

職

員 「
み

な

と

子

ど

も

相

談

ね

っ

と

」

「
み

な

と

子

ど

も

相

談

ね

っ

と

」

以

外

の

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

の

掲

示

板

や

相

談

サ

イ

ト

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

上

の

友

人

・

知

人 そ

の

他

相

談

し

な

い

無

回

答

全体 755 29.7 66.1 20.3 4.8 1.6 68.9 5.4 18.9 7.5 8.9 0.9 0.1 0.4 0.7 4.4 1.1 9.1 0.3

港区内 110 35.5 67.3 19.1 3.6 1.8 60.9 5.5 24.5 7.3 10.9 1.8 0.0 0.0 0.9 5.5 0.0 7.3 0.9

港区外の２３区 444 27.9 64.2 21.2 4.3 1.1 70.5 5.2 15.5 7.2 9.0 0.7 0.2 0.7 0.7 4.5 1.4 9.0 0.0

都内 34 41.2 67.6 32.4 2.9 0.0 70.6 5.9 20.6 2.9 17.6 2.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.9 0.0

都外 77 24.7 63.6 11.7 6.5 1.3 68.8 9.1 16.9 7.8 7.8 0.0 0.0 0.0 0.0 6.5 1.3 14.3 1.3

その他 8 25.0 100.0 37.5 37.5 12.5 62.5 0.0 50.0 12.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

無回答 82 31.7 73.2 18.3 4.9 3.7 70.7 3.7 28.0 11.0 3.7 1.2 0.0 0.0 1.2 2.4 1.2 9.8 0.0

学校や職場の場所別

ｎ

父

親

母

親

き

ょ

う

だ

い

祖

父

母

そ

の

他

親

族

友

人

恋

人

学

校

の

先

生

塾

や

予

備

校

の

先

生

部

活

動

や

習

い

事

の

仲

間

職

場

（
ア

ル

バ

イ

ト

含

む

）
の

上

司

や

同

僚

区

役

所

や

公

共

施

設

の

窓

口

・

職

員 「
み

な

と

子

ど

も

相

談

ね

っ

と

」

「
み

な

と

子

ど

も

相

談

ね

っ

と

」

以

外

の

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

の

掲

示

板

や

相

談

サ

イ

ト

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

上

の

友

人

・

知

人 そ

の

他

相

談

し

な

い

無

回

答

全体 787 29.9 66.2 20.5 5.1 1.8 68.4 5.5 18.9 7.5 8.8 1.1 0.3 0.4 0.6 4.3 1.1 9.0 0.5

芝地区 91 19.8 64.8 14.3 4.4 1.1 67.0 4.4 15.4 7.7 8.8 2.2 0.0 0.0 1.1 0.0 0.0 11.0 0.0

麻布地区 136 27.9 61.8 23.5 6.6 1.5 69.1 2.9 19.1 8.8 7.4 2.2 0.0 0.0 0.7 5.9 0.7 8.8 1.5

赤坂地区 121 34.7 67.8 19.8 5.8 2.5 66.1 7.4 19.0 5.8 9.1 2.5 0.0 0.0 0.0 5.0 2.5 5.0 0.8

高輪地区 220 32.7 67.3 22.7 6.4 3.2 68.6 4.1 23.6 7.7 9.1 0.5 0.5 0.9 0.9 2.3 0.9 10.5 0.0

芝浦港南地区 212 29.7 67.9 19.3 2.8 0.5 70.3 8.0 15.6 7.5 9.4 0.0 0.5 0.5 0.5 7.1 0.9 8.5 0.5

無回答 7 28.6 57.1 14.3 0.0 0.0 42.9 0.0 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.3 28.6 0.0

居住地区別

ｎ

父

親

母

親

き

ょ

う

だ

い

祖

父

母

そ

の

他

親

族

友

人

恋

人

学

校

の

先

生

塾

や

予

備

校

の

先

生

部

活

動

や

習

い

事

の

仲

間

職

場

（
ア

ル

バ

イ

ト

含

む

）
の

上

司

や

同

僚

区

役

所

や

公

共

施

設

の

窓

口

・

職

員 「
み

な

と

子

ど

も

相

談

ね

っ

と

」

「
み

な

と

子

ど

も

相

談

ね

っ

と

」

以

外

の

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

の

掲

示

板

や

相

談

サ

イ

ト

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

上

の

友

人

・

知

人 そ

の

他

相

談

し

な

い

無

回

答

全体 787 29.9 66.2 20.5 5.1 1.8 68.4 5.5 18.9 7.5 8.8 1.1 0.3 0.4 0.6 4.3 1.1 9.0 0.5

１年未満 33 30.3 57.6 12.1 0.0 3.0 69.7 3.0 18.2 0.0 9.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.0 9.1 3.0

１年以上３年未満 41 39.0 58.5 24.4 2.4 2.4 61.0 17.1 12.2 4.9 12.2 0.0 0.0 0.0 0.0 4.9 0.0 9.8 0.0

３年以上５年未満 38 26.3 57.9 21.1 0.0 0.0 57.9 5.3 15.8 7.9 5.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.6 13.2 0.0

５年以上10年未満 90 32.2 67.8 21.1 5.6 1.1 57.8 2.2 21.1 4.4 6.7 2.2 1.1 0.0 1.1 7.8 1.1 8.9 1.1

10年以上15年未満 162 27.8 64.2 15.4 5.6 1.9 58.6 4.9 16.7 4.3 8.0 0.6 0.0 0.0 1.2 4.3 2.5 12.3 0.0

15年以上 420 29.8 68.8 22.6 6.0 1.9 76.0 5.5 20.2 10.2 9.5 1.4 0.2 0.7 0.5 4.3 0.5 7.1 0.5

無回答 3 0.0 66.7 0.0 0.0 0.0 66.7 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0

居住年数別
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【問 16 相談先×問６世帯年収別（保護者調査）】 

 

【問 19 居場所の有無×問１（１）就学・就労状況別】 

 

【問 19 居場所の有無×問１（３）学校や職場の場所別】 

 

  

ｎ

父

親

母

親

き

ょ

う

だ

い

祖

父

母

そ

の

他

親

族

友

人

恋

人

学

校

の

先

生

塾

や

予

備

校

の

先

生

部

活

動

や

習

い

事

の

仲

間

職

場

（
ア

ル

バ

イ

ト

含

む

）
の

上

司

や

同

僚

区

役

所

や

公

共

施

設

の

窓

口

・

職

員 「
み

な

と

子

ど

も

相

談

ね

っ

と

」

「
み

な

と

子

ど

も

相

談

ね

っ

と

」

以

外

の

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

の

掲

示

板

や

相

談

サ

イ

ト

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

上

の

友

人

・

知

人 そ

の

他

相

談

し

な

い

無

回

答

全体 581 31.3 68.7 20.1 5.0 1.7 68.3 4.8 20.1 7.4 7.9 0.9 0.2 0.3 0.5 4.1 1.2 8.1 0.7

200 万円未満 35 11.4 48.6 11.4 5.7 2.9 68.6 11.4 20.0 0.0 8.6 0.0 0.0 0.0 0.0 2.9 5.7 11.4 0.0

200 万円以上～400 万円未満 42 21.4 71.4 11.9 4.8 2.4 57.1 7.1 23.8 9.5 7.1 2.4 0.0 0.0 0.0 9.5 0.0 11.9 0.0

400 万円以上～600 万円未満 42 23.8 57.1 28.6 0.0 0.0 66.7 7.1 11.9 2.4 7.1 0.0 0.0 0.0 0.0 7.1 2.4 16.7 0.0

600 万円以上～1000 万円未満 93 29.0 73.1 15.1 5.4 1.1 73.1 3.2 16.1 9.7 7.5 1.1 0.0 0.0 1.1 3.2 1.1 3.2 1.1

1000 万円以上～2000 万円未満 165 35.8 69.1 21.8 4.2 1.8 72.1 4.8 23.0 7.3 7.9 1.2 0.0 1.2 1.2 4.2 0.6 4.8 0.0

2000万円以上 132 35.6 68.9 25.8 5.3 2.3 63.6 2.3 22.7 8.3 9.1 0.8 0.0 0.0 0.0 1.5 0.8 12.1 1.5

分からない 64 35.9 76.6 15.6 6.3 1.6 70.3 6.3 14.1 6.3 4.7 0.0 0.0 0.0 0.0 4.7 1.6 6.3 1.6

無回答 8 37.5 75.0 25.0 25.0 0.0 62.5 0.0 37.5 25.0 25.0 0.0 12.5 0.0 0.0 12.5 0.0 0.0 0.0

世帯年収別

ｎ

あ

る

な

い

無

回

答

就学・就労状況別

全体 787 95.2 4.2 0.6

国公立高校 134 94.8 5.2 0.0

私立高校 590 95.6 4.1 0.3

高等専門学校（国公立） 4 100.0 0.0 0.0

高等専門学校（私立） 10 90.0 10.0 0.0

特別支援学校 11 90.9 0.0 9.1

専修学校・各種学校 2 100.0 0.0 0.0

公共職業能力開発施設 0 0.0 0.0 0.0

フリースクールなどの民間教育施設 2 100.0 0.0 0.0

働いている 2 100.0 0.0 0.0

働いていない 6 100.0 0.0 0.0

無回答 26 88.5 3.8 7.7

ｎ

あ

る

な

い

無

回

答

全体 755 95.4 4.2 0.4

港区内 110 97.3 1.8 0.9

港区外の２３区 444 95.3 4.5 0.2

都内 34 100.0 0.0 0.0

都外 77 90.9 7.8 1.3

その他 8 100.0 0.0 0.0

無回答 82 95.1 4.9 0.0

学校や職場の場所別
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【問 19 居場所の有無×問３居住地区別】 

 

【問 19 居場所の有無×問４居住年数別】 

 

【問 19 居場所の有無×問６世帯年収別（保護者調査）】 

 

  

ｎ

あ

る

な

い

無

回

答

居住地区別

全体 787 95.2 4.2 0.6

芝地区 91 95.6 4.4 0.0

麻布地区 136 94.1 3.7 2.2

赤坂地区 121 94.2 5.0 0.8

高輪地区 220 95.0 5.0 0.0

芝浦港南地区 212 96.7 2.8 0.5

無回答 7 85.7 14.3 0.0

ｎ

あ

る

な

い

無

回

答

居住年数別

全体 787 95.2 4.2 0.6

１年未満 33 97.0 0.0 3.0

１年以上３年未満 41 92.7 7.3 0.0

３年以上５年未満 38 92.1 7.9 0.0

５年以上10年未満 90 91.1 7.8 1.1

10年以上15年未満 162 97.5 2.5 0.0

15年以上 420 95.5 3.8 0.7

無回答 3 100.0 0.0 0.0

ｎ

あ

る

な

い

無

回

答

全体 581 95.9 3.3 0.9

200 万円未満 35 97.1 2.9 0.0

200 万円以上～400 万円未満 42 90.5 9.5 0.0

400 万円以上～600 万円未満 42 92.9 4.8 2.4

600 万円以上～1000 万円未満 93 96.8 2.2 1.1

1000 万円以上～2000 万円未満 165 98.2 1.8 0.0

2000万円以上 132 94.7 3.8 1.5

分からない 64 95.3 3.1 1.6

無回答 8 100.0 0.0 0.0

世帯年収別
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【問 21 居心地がよいと感じる人の有無×問１（１）就学・就労状況別】 

 

【問 21 居心地がよいと感じる人の有無×問１（２）学年別】 

 

【問 21 居心地がよいと感じる人の有無×問１（３）学校や職場の場所別】 

 

  

ｎ

い

る

い

な

い

無

回

答

就学・就労状況別

全体 787 92.5 6.5 1.0

国公立高校 134 91.0 8.2 0.7

私立高校 590 93.1 6.6 0.3

高等専門学校（国公立） 4 100.0 0.0 0.0

高等専門学校（私立） 10 100.0 0.0 0.0

特別支援学校 11 90.9 0.0 9.1

専修学校・各種学校 2 100.0 0.0 0.0

公共職業能力開発施設 0 0.0 0.0 0.0

フリースクールなどの民間教育施設 2 50.0 50.0 0.0

働いている 2 100.0 0.0 0.0

働いていない 6 100.0 0.0 0.0

無回答 26 84.6 0.0 15.4

ｎ

い

る

い

な

い

無

回

答

全体 749 92.8 6.7 0.5

１年 246 93.1 6.1 0.8

２年 224 91.5 8.5 0.0

３年 219 91.8 7.3 0.9

無回答 60 100.0 0.0 0.0

学年別

ｎ

い

る

い

な

い

無

回

答

全体 755 92.7 6.8 0.5

港区内 110 94.5 4.5 0.9

港区外の２３区 444 91.2 8.6 0.2

都内 34 97.1 2.9 0.0

都外 77 92.2 6.5 1.3

その他 8 100.0 0.0 0.0

無回答 82 96.3 2.4 1.2

学校や職場の場所別
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【問 21 居心地がよいと感じる人の有無×問２性別】 

 

【問 21 居心地がよいと感じる人の有無×問３居住地区別】 

 

【問 21 居心地がよいと感じる人の有無×問４居住年数別】 

 

  

ｎ

い

る

い

な

い

無

回

答

全体 787 92.5 6.5 1.0

男性 326 91.7 6.4 1.8

女性 436 92.9 6.7 0.5

答えたくない 19 94.7 5.3 0.0

無回答 6 100.0 0.0 0.0

性別

ｎ

い

る

い

な

い

無

回

答

全体 787 92.5 6.5 1.0

芝地区 91 92.3 7.7 0.0

麻布地区 136 91.9 5.9 2.2

赤坂地区 121 93.4 5.8 0.8

高輪地区 220 91.8 7.3 0.9

芝浦港南地区 212 93.4 5.7 0.9

無回答 7 85.7 14.3 0.0

居住地区別

ｎ

い

る

い

な

い

無

回

答

全体 787 92.5 6.5 1.0

１年未満 33 93.9 3.0 3.0

１年以上３年未満 41 90.2 9.8 0.0

３年以上５年未満 38 94.7 5.3 0.0

５年以上10年未満 90 90.0 7.8 2.2

10年以上15年未満 162 91.4 8.0 0.6

15年以上 420 93.3 5.7 1.0

無回答 3 100.0 0.0 0.0

居住年数別
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【問 21 居心地がよいと感じる人の有無×問６世帯年収別（保護者調査）】 

 

【問 22 子ども中高生プラザの認知度×問１（１）就学・就労状況別】 

 

【問 22 子ども中高生プラザの認知度×問１（２）学年別】 

  

ｎ

い

る

い

な

い

無

回

答

全体 581 93.1 5.7 1.2

200 万円未満 35 91.4 8.6 0.0

200 万円以上～400 万円未満 42 95.2 4.8 0.0

400 万円以上～600 万円未満 42 90.5 9.5 0.0

600 万円以上～1000 万円未満 93 94.6 3.2 2.2

1000 万円以上～2000 万円未満 165 94.5 5.5 0.0

2000万円以上 132 91.7 5.3 3.0

分からない 64 92.2 6.3 1.6

無回答 8 87.5 12.5 0.0

世帯年収別

ｎ

知

っ

て

い

た

知

ら

な

か

っ

た

無

回

答

全体 787 62.8 36.6 0.6

国公立高校 134 70.1 29.9 0.0

私立高校 590 61.7 38.0 0.3

高等専門学校（国公立） 4 75.0 25.0 0.0

高等専門学校（私立） 10 30.0 70.0 0.0

特別支援学校 11 81.8 9.1 9.1

専修学校・各種学校 2 50.0 50.0 0.0

公共職業能力開発施設 0 0.0 0.0 0.0

フリースクールなどの民間教育施設 2 50.0 50.0 0.0

働いている 2 50.0 50.0 0.0

働いていない 6 50.0 50.0 0.0

無回答 26 57.7 34.6 7.7

就学・就労状況別

ｎ

知

っ

て

い

た

知

ら

な

か

っ

た

無

回

答

学年別

全体 749 63.2 36.4 0.4

１年 246 64.6 34.6 0.8

２年 224 62.1 37.9 0.0

３年 219 62.1 37.4 0.5

無回答 60 65.0 35.0 0.0
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【問 22 子ども中高生プラザの認知度×問１（３）学校や職場の場所別】 

 

【問 22 子ども中高生プラザの認知度×問２性別】 

 

【問 22 子ども中高生プラザの認知度×問３居住地区別】 

 

  

ｎ

知

っ

て

い

た

知

ら

な

か

っ

た

無

回

答

学校や職場の場所別

全体 755 63.0 36.6 0.4

港区内 110 61.8 37.3 0.9

港区外の２３区 444 64.2 35.6 0.2

都内 34 67.6 32.4 0.0

都外 77 61.0 37.7 1.3

その他 8 12.5 87.5 0.0

無回答 82 63.4 36.6 0.0

ｎ

知

っ

て

い

た

知

ら

な

か

っ

た

無

回

答

性別

全体 787 62.8 36.6 0.6

男性 326 58.3 40.5 1.2

女性 436 66.1 33.7 0.2

答えたくない 19 68.4 31.6 0.0

無回答 6 50.0 50.0 0.0

ｎ

知

っ

て

い

た

知

ら

な

か

っ

た

無

回

答

居住地区別

全体 787 62.8 36.6 0.6

芝地区 91 54.9 45.1 0.0

麻布地区 136 65.4 33.1 1.5

赤坂地区 121 48.8 50.4 0.8

高輪地区 220 76.4 23.2 0.5

芝浦港南地区 212 57.5 42.0 0.5

無回答 7 85.7 14.3 0.0
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【問 22 子ども中高生プラザの認知度×問４居住年数別】 

 

【問 22（１）子ども中高生プラザの利用経験×問１（１）就学・就労状況別】 

 

  

ｎ

知

っ

て

い

た

知

ら

な

か

っ

た

無

回

答

居住年数別

全体 787 62.8 36.6 0.6

１年未満 33 30.3 66.7 3.0

１年以上３年未満 41 17.1 82.9 0.0

３年以上５年未満 38 36.8 63.2 0.0

５年以上10年未満 90 51.1 46.7 2.2

10年以上15年未満 162 67.9 32.1 0.0

15年以上 420 72.4 27.1 0.5

無回答 3 100.0 0.0 0.0

ｎ

小

学

生

に

な

る

ま

で

利

用

し

て

い

た

小

学

生

の

頃

ま

で

利

用

し

て

い

た

中

学

生

の

頃

ま

で

利

用

し

て

い

た

現

在

も

利

用

し

て

い

る こ

れ

ま

で

利

用

し

た

こ

と

は

な

い

無

回

答

就学・就労状況別

全体 494 3.6 43.1 19.0 11.7 21.9 0.6

国公立高校 94 2.1 42.6 18.1 16.0 21.3 0.0

私立高校 364 3.6 43.1 19.8 11.3 21.4 0.8

高等専門学校（国公立） 3 0.0 66.7 0.0 0.0 33.3 0.0

高等専門学校（私立） 3 33.3 0.0 0.0 0.0 66.7 0.0

特別支援学校 9 0.0 22.2 33.3 11.1 33.3 0.0

専修学校・各種学校 1 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

公共職業能力開発施設 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

フリースクールなどの民間教育施設 1 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

働いている 1 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

働いていない 3 0.0 66.7 0.0 0.0 33.3 0.0

無回答 15 13.3 60.0 13.3 6.7 6.7 0.0
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【問 22（１）子ども中高生プラザの利用経験×問１（２）学年別】 

 

【問 22（１）子ども中高生プラザの利用経験×問１（３）学校や職場の場所別】 

 

【問 22（１）子ども中高生プラザの利用経験×問２性別】 

 

  

ｎ

小

学

生

に

な

る

ま

で

利

用

し

て

い

た

小

学

生

の

頃

ま

で

利

用

し

て

い

た

中

学

生

の

頃

ま

で

利

用

し

て

い

た

現

在

も

利

用

し

て

い

る こ

れ

ま

で

利

用

し

た

こ

と

は

な

い

無

回

答

全体 473 3.4 42.5 19.5 12.1 22.0 0.6

１年 159 3.8 44.7 15.1 14.5 21.4 0.6

２年 139 3.6 41.0 19.4 9.4 25.9 0.7

３年 136 1.5 43.4 23.5 12.5 18.4 0.7

無回答 39 7.7 35.9 23.1 10.3 23.1 0.0

学年別

ｎ

小

学

生

に

な

る

ま

で

利

用

し

て

い

た

小

学

生

の

頃

ま

で

利

用

し

て

い

た

中

学

生

の

頃

ま

で

利

用

し

て

い

た

現

在

も

利

用

し

て

い

る こ

れ

ま

で

利

用

し

た

こ

と

は

な

い

無

回

答

全体 476 3.4 42.4 19.3 12.0 22.3 0.6

港区内 68 1.5 35.3 16.2 25.0 22.1 0.0

港区外の２３区 285 3.9 47.4 17.9 9.1 21.4 0.4

都内 23 0.0 39.1 21.7 8.7 30.4 0.0

都外 47 2.1 42.6 21.3 10.6 23.4 0.0

その他 1 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

無回答 52 5.8 26.9 28.8 13.5 21.2 3.8

学校や職場の場所別

ｎ

小

学

生

に

な

る

ま

で

利

用

し

て

い

た

小

学

生

の

頃

ま

で

利

用

し

て

い

た

中

学

生

の

頃

ま

で

利

用

し

て

い

た

現

在

も

利

用

し

て

い

る こ

れ

ま

で

利

用

し

た

こ

と

は

な

い

無

回

答

全体 494 3.6 43.1 19.0 11.7 21.9 0.6

男性 190 3.2 39.5 21.6 15.8 19.5 0.5

女性 288 4.2 44.4 17.0 9.4 24.3 0.7

答えたくない 13 0.0 61.5 23.1 7.7 7.7 0.0

無回答 3 0.0 66.7 33.3 0.0 0.0 0.0

性別



146 

【問 22（１）子ども中高生プラザの利用経験×問３居住地区別】 

 

【問 22（１）子ども中高生プラザの利用経験×問４居住年数別】 

 

  

ｎ

小

学

生

に

な

る

ま

で

利

用

し

て

い

た

小

学

生

の

頃

ま

で

利

用

し

て

い

た

中

学

生

の

頃

ま

で

利

用

し

て

い

た

現

在

も

利

用

し

て

い

る こ

れ

ま

で

利

用

し

た

こ

と

は

な

い

無

回

答

居住地区別

全体 494 3.6 43.1 19.0 11.7 21.9 0.6

芝地区 50 8.0 32.0 24.0 8.0 28.0 0.0

麻布地区 89 3.4 34.8 24.7 11.2 25.8 0.0

赤坂地区 59 3.4 37.3 18.6 10.2 28.8 1.7

高輪地区 168 4.2 40.5 22.0 16.7 16.1 0.6

芝浦港南地区 122 1.6 59.8 9.0 8.2 21.3 0.0

無回答 6 0.0 50.0 16.7 0.0 16.7 16.7

ｎ

小

学

生

に

な

る

ま

で

利

用

し

て

い

た

小

学

生

の

頃

ま

で

利

用

し

て

い

た

中

学

生

の

頃

ま

で

利

用

し

て

い

た

現

在

も

利

用

し

て

い

る こ

れ

ま

で

利

用

し

た

こ

と

は

な

い

無

回

答

居住年数別

全体 494 3.6 43.1 19.0 11.7 21.9 0.6

１年未満 10 0.0 0.0 0.0 30.0 60.0 10.0

１年以上３年未満 7 0.0 0.0 42.9 14.3 42.9 0.0

３年以上５年未満 14 0.0 7.1 21.4 28.6 42.9 0.0

５年以上10年未満 46 0.0 21.7 28.3 13.0 37.0 0.0

10年以上15年未満 110 4.5 50.0 14.5 10.9 20.0 0.0

15年以上 304 4.3 47.7 19.4 10.5 17.4 0.7

無回答 3 0.0 66.7 0.0 0.0 33.3 0.0
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【問 22（２）子ども中高生プラザを利用しなくなった理由×問１（１）就学・就労状況別】 

 

【問 22（２）子ども中高生プラザを利用しなくなった理由×問１（２）学年別】 

 

  

ｎ

勉

強

や

部

活

が

忙

し

い

か

ら

仕

事

（
ア

ル

バ

イ

ト

含

む

）
が

忙

し

い

か

ら

一

緒

に

行

く

人

（
友

人

な

ど

）

が

い

か

な

く

な

っ

た

か

ら

仲

が

よ

か

っ

た

ス

タ

ッ

フ

が

い

な

く

な

っ

た

か

ら

ス

タ

ッ

フ

と

関

係

が

よ

く

な

い

か

ら

周

り

に

人

が

い

る

の

が

気

に

な

る

よ

う

に

な

っ

た

か

ら

利

用

し

て

い

る

こ

と

を

周

囲

の

人

に

知

ら

れ

た

く

な

い

か

ら

施

設

の

名

称

が

好

み

で

は

な

い

か

ら

そ

の

他

特

に

理

由

は

な

い

無

回

答

全体 325 54.5 2.5 40.0 4.9 1.5 6.2 1.8 0.6 12.9 18.8 2.5

国公立高校 59 57.6 3.4 39.0 6.8 3.4 6.8 5.1 0.0 13.6 16.9 3.4

私立高校 242 56.2 2.1 40.9 4.1 1.2 6.2 1.2 0.8 12.4 19.0 2.1

高等専門学校（国公立） 2 50.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0

高等専門学校（私立） 1 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

特別支援学校 5 0.0 0.0 20.0 40.0 0.0 0.0 0.0 0.0 40.0 0.0 0.0

専修学校・各種学校 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

公共職業能力開発施設 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

フリースクールなどの民間教育施設 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

働いている 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

働いていない 2 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0

無回答 13 30.8 0.0 30.8 0.0 0.0 7.7 0.0 0.0 15.4 15.4 7.7

就学・就労状況別

ｎ

勉

強

や

部

活

が

忙

し

い

か

ら

仕

事

（
ア

ル

バ

イ

ト

含

む

）
が

忙

し

い

か

ら

一

緒

に

行

く

人

（
友

人

な

ど

）

が

い

か

な

く

な

っ

た

か

ら

仲

が

よ

か

っ

た

ス

タ

ッ

フ

が

い

な

く

な

っ

た

か

ら

ス

タ

ッ

フ

と

関

係

が

よ

く

な

い

か

ら

周

り

に

人

が

い

る

の

が

気

に

な

る

よ

う

に

な

っ

た

か

ら

利

用

し

て

い

る

こ

と

を

周

囲

の

人

に

知

ら

れ

た

く

な

い

か

ら

施

設

の

名

称

が

好

み

で

は

な

い

か

ら

そ

の

他

特

に

理

由

は

な

い

無

回

答

全体 309 55.7 2.6 40.5 5.2 1.6 6.1 1.9 0.6 12.9 18.4 2.3

１年 101 53.5 1.0 45.5 6.9 4.0 11.9 3.0 1.0 19.8 14.9 0.0

２年 89 53.9 3.4 46.1 3.4 0.0 3.4 1.1 0.0 5.6 22.5 2.2

３年 93 61.3 3.2 30.1 1.1 1.1 3.2 1.1 1.1 10.8 19.4 2.2

無回答 26 50.0 3.8 38.5 19.2 0.0 3.8 3.8 0.0 19.2 15.4 11.5

学年別
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【問 22（２）子ども中高生プラザを利用しなくなった理由×問１（３）学校や職場の場所別】 

 

【問 22（２）子ども中高生プラザを利用しなくなった理由×問２性別】 

 

【問 22（２）子ども中高生プラザを利用しなくなった理由×問３居住地区別】 

 

ｎ

勉

強

や

部

活

が

忙

し

い

か

ら

仕

事

（
ア

ル

バ

イ

ト

含

む

）
が

忙

し

い

か

ら

一

緒

に

行

く

人

（
友

人

な

ど

）

が

い

か

な

く

な

っ

た

か

ら

仲

が

よ

か

っ

た

ス

タ

ッ

フ

が

い

な

く

な

っ

た

か

ら

ス

タ

ッ

フ

と

関

係

が

よ

く

な

い

か

ら

周

り

に

人

が

い

る

の

が

気

に

な

る

よ

う

に

な

っ

た

か

ら

利

用

し

て

い

る

こ

と

を

周

囲

の

人

に

知

ら

れ

た

く

な

い

か

ら

施

設

の

名

称

が

好

み

で

は

な

い

か

ら

そ

の

他

特

に

理

由

は

な

い

無

回

答

全体 310 55.5 2.6 40.3 5.2 1.6 6.1 1.9 0.6 12.9 18.7 2.3

港区内 36 33.3 2.8 22.2 2.8 2.8 2.8 0.0 0.0 22.2 27.8 2.8

港区外の２３区 197 57.9 2.0 44.7 5.1 1.0 7.6 2.5 0.5 11.7 17.8 1.5

都内 14 71.4 7.1 35.7 7.1 14.3 7.1 0.0 0.0 0.0 7.1 0.0

都外 31 54.8 0.0 38.7 0.0 0.0 3.2 0.0 3.2 9.7 19.4 6.5

その他 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

無回答 32 59.4 6.3 37.5 12.5 0.0 3.1 3.1 0.0 18.8 18.8 3.1

学校や職場の場所別

ｎ

勉

強

や

部

活

が

忙

し

い

か

ら

仕

事

（
ア

ル

バ

イ

ト

含

む

）
が

忙

し

い

か

ら

一

緒

に

行

く

人

（
友

人

な

ど

）

が

い

か

な

く

な

っ

た

か

ら

仲

が

よ

か

っ

た

ス

タ

ッ

フ

が

い

な

く

な

っ

た

か

ら

ス

タ

ッ

フ

と

関

係

が

よ

く

な

い

か

ら

周

り

に

人

が

い

る

の

が

気

に

な

る

よ

う

に

な

っ

た

か

ら

利

用

し

て

い

る

こ

と

を

周

囲

の

人

に

知

ら

れ

た

く

な

い

か

ら

施

設

の

名

称

が

好

み

で

は

な

い

か

ら

そ

の

他

特

に

理

由

は

な

い

無

回

答

全体 325 54.5 2.5 40.0 4.9 1.5 6.2 1.8 0.6 12.9 18.8 2.5

男性 122 45.9 1.6 33.6 1.6 2.5 4.9 0.8 0.8 11.5 23.0 4.1

女性 189 59.3 3.2 45.0 6.3 1.1 7.4 2.6 0.5 13.8 16.4 1.6

答えたくない 11 72.7 0.0 27.3 18.2 0.0 0.0 0.0 0.0 9.1 18.2 0.0

無回答 3 33.3 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0

性別

ｎ

勉

強

や

部

活

が

忙

し

い

か

ら

仕

事

（
ア

ル

バ

イ

ト

含

む

）
が

忙

し

い

か

ら

一

緒

に

行

く

人

（
友

人

な

ど

）

が

い

か

な

く

な

っ

た

か

ら

仲

が

よ

か

っ

た

ス

タ

ッ

フ

が

い

な

く

な

っ

た

か

ら

ス

タ

ッ

フ

と

関

係

が

よ

く

な

い

か

ら

周

り

に

人

が

い

る

の

が

気

に

な

る

よ

う

に

な

っ

た

か

ら

利

用

し

て

い

る

こ

と

を

周

囲

の

人

に

知

ら

れ

た

く

な

い

か

ら

施

設

の

名

称

が

好

み

で

は

な

い

か

ら

そ

の

他

特

に

理

由

は

な

い

無

回

答

全体 325 54.5 2.5 40.0 4.9 1.5 6.2 1.8 0.6 12.9 18.8 2.5

芝地区 32 56.3 3.1 31.3 3.1 0.0 0.0 0.0 0.0 6.3 31.3 3.1

麻布地区 56 53.6 1.8 42.9 5.4 1.8 7.1 1.8 1.8 12.5 12.5 0.0

赤坂地区 35 57.1 2.9 51.4 2.9 2.9 8.6 2.9 0.0 20.0 17.1 2.9

高輪地区 112 53.6 4.5 37.5 5.4 1.8 8.0 0.9 0.9 15.2 17.9 2.7

芝浦港南地区 86 54.7 0.0 40.7 5.8 1.2 4.7 3.5 0.0 9.3 20.9 3.5
無回答 4 50.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 0.0 0.0

居住地区別
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【問 22（２）子ども中高生プラザを利用しなくなった理由×問４居住年数別】 

 

【問 22（３）子ども中高生プラザを利用したことがない理由×問１（１）就学・就労状況別】 

 

  

ｎ

勉

強

や

部

活

が

忙

し

い

か

ら

仕

事

（
ア

ル

バ

イ

ト

含

む

）
が

忙

し

い

か

ら

一

緒

に

行

く

人

（
友

人

な

ど

）

が

い

か

な

く

な

っ

た

か

ら

仲

が

よ

か

っ

た

ス

タ

ッ

フ

が

い

な

く

な

っ

た

か

ら

ス

タ

ッ

フ

と

関

係

が

よ

く

な

い

か

ら

周

り

に

人

が

い

る

の

が

気

に

な

る

よ

う

に

な

っ

た

か

ら

利

用

し

て

い

る

こ

と

を

周

囲

の

人

に

知

ら

れ

た

く

な

い

か

ら

施

設

の

名

称

が

好

み

で

は

な

い

か

ら

そ

の

他

特

に

理

由

は

な

い

無

回

答

全体 325 54.5 2.5 40.0 4.9 1.5 6.2 1.8 0.6 12.9 18.8 2.5

１年未満 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

１年以上３年未満 3 66.7 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

３年以上５年未満 4 75.0 0.0 50.0 25.0 0.0 25.0 0.0 0.0 25.0 25.0 0.0

５年以上10年未満 23 52.2 4.3 43.5 4.3 0.0 13.0 0.0 0.0 8.7 17.4 0.0

10年以上15年未満 76 51.3 2.6 36.8 6.6 2.6 7.9 3.9 0.0 15.8 19.7 1.3

15年以上 217 55.8 2.3 39.6 4.1 1.4 4.6 1.4 0.9 12.0 18.9 3.2

無回答 2 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0

居住年数別

ｎ

行

き

や

す

い

場

所

に

な

い

か

ら

何

が

で

き

る

の

か

が

わ

か

ら

な

い

か

ら

利

用

す

る

た

め

の

手

続

き

が

面

倒

だ

か

ら

行

き

た

い

と

思

わ

な

い

か

ら

そ

の

他

無

回

答

全体 108 19.4 30.6 8.3 68.5 3.7 0.9

国公立高校 20 20.0 15.0 10.0 85.0 0.0 0.0

私立高校 78 20.5 37.2 7.7 61.5 5.1 1.3

高等専門学校（国公立） 1 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

高等専門学校（私立） 2 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

特別支援学校 3 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

専修学校・各種学校 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

公共職業能力開発施設 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

フリースクールなどの民間教育施設 1 0.0 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0

働いている 1 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

働いていない 1 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

無回答 1 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

就学・就労状況別



150 

【問 22（３）子ども中高生プラザを利用したことがない理由×問１（２）学年別】 

 

【問 22（３）子ども中高生プラザを利用したことがない理由×問１（３）学校や職場の場所別】 

 

【問 22（３）子ども中高生プラザを利用したことがない理由×問２性別】 

 

  

ｎ

行

き

や

す

い

場

所

に

な

い

か

ら

何

が

で

き

る

の

か

が

わ

か

ら

な

い

か

ら

利

用

す

る

た

め

の

手

続

き

が

面

倒

だ

か

ら

行

き

た

い

と

思

わ

な

い

か

ら

そ

の

他

無

回

答

全体 104 19.2 30.8 7.7 68.3 3.8 1.0

１年 34 14.7 44.1 17.6 64.7 2.9 0.0

２年 36 22.2 19.4 0.0 72.2 5.6 0.0

３年 25 12.0 28.0 4.0 72.0 4.0 4.0

無回答 9 44.4 33.3 11.1 55.6 0.0 0.0

学年別

ｎ

行

き

や

す

い

場

所

に

な

い

か

ら

何

が

で

き

る

の

か

が

わ

か

ら

な

い

か

ら

利

用

す

る

た

め

の

手

続

き

が

面

倒

だ

か

ら

行

き

た

い

と

思

わ

な

い

か

ら

そ

の

他

無

回

答

全体 106 18.9 31.1 7.5 68.9 3.8 0.9

港区内 15 13.3 40.0 6.7 73.3 0.0 0.0

港区外の２３区 61 21.3 27.9 9.8 67.2 4.9 1.6

都内 7 14.3 57.1 0.0 71.4 0.0 0.0

都外 11 0.0 27.3 0.0 72.7 9.1 0.0

その他 1 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

無回答 11 36.4 27.3 9.1 63.6 0.0 0.0

学校や職場の場所別

ｎ

行

き

や

す

い

場

所

に

な

い

か

ら

何

が

で

き

る

の

か

が

わ

か

ら

な

い

か

ら

利

用

す

る

た

め

の

手

続

き

が

面

倒

だ

か

ら

行

き

た

い

と

思

わ

な

い

か

ら

そ

の

他

無

回

答

全体 108 19.4 30.6 8.3 68.5 3.7 0.9

男性 37 10.8 24.3 8.1 78.4 2.7 0.0

女性 70 22.9 34.3 8.6 62.9 4.3 1.4

答えたくない 1 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

性別
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【問 22（３）子ども中高生プラザを利用したことがない理由×問３居住地区別】 

 

【問 22（３）子ども中高生プラザを利用したことがない理由×問４居住年数別】 

 

  

ｎ

行

き

や

す

い

場

所

に

な

い

か

ら

何

が

で

き

る

の

か

が

わ

か

ら

な

い

か

ら

利

用

す

る

た

め

の

手

続

き

が

面

倒

だ

か

ら

行

き

た

い

と

思

わ

な

い

か

ら

そ

の

他

無

回

答

全体 108 19.4 30.6 8.3 68.5 3.7 0.9

芝地区 14 21.4 7.1 7.1 100.0 0.0 0.0

麻布地区 23 30.4 34.8 4.3 69.6 4.3 4.3

赤坂地区 17 5.9 58.8 5.9 47.1 5.9 0.0

高輪地区 27 25.9 33.3 14.8 63.0 0.0 0.0

芝浦港南地区 26 11.5 19.2 7.7 69.2 7.7 0.0

無回答 1 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

居住地区別

ｎ

行

き

や

す

い

場

所

に

な

い

か

ら

何

が

で

き

る

の

か

が

わ

か

ら

な

い

か

ら

利

用

す

る

た

め

の

手

続

き

が

面

倒

だ

か

ら

行

き

た

い

と

思

わ

な

い

か

ら

そ

の

他

無

回

答

全体 108 19.4 30.6 8.3 68.5 3.7 0.9

１年未満 6 33.3 16.7 0.0 66.7 0.0 0.0

１年以上３年未満 3 33.3 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

３年以上５年未満 6 16.7 50.0 16.7 83.3 0.0 0.0

５年以上10年未満 17 11.8 29.4 11.8 64.7 0.0 0.0

10年以上15年未満 22 13.6 40.9 9.1 68.2 4.5 4.5

15年以上 53 22.6 22.6 7.5 71.7 5.7 0.0

無回答 1 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

居住年数別
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【問 23 居場所に求める機能×問１（１）就学・就労状況別】 

 

 

  

ｎ

行

き

や

す

い

場

所

に

あ

る

利

用

方

法

が

わ

か

り

や

す

い 無

料

で

利

用

で

き

る

行

き

た

い

と

き

に

い

つ

で

も

行

け

る

自

習

や

読

書

が

で

き

る

勉

強

を

教

え

て

も

ら

え

る

ス

ポ

ー

ツ

が

で

き

る

友

人

と

話

せ

た

り

、
遊

べ

た

り

す

る

W

i

－

F

i

環

境

が

整

っ

て

い

る

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

が

で

き

る

全体 787 71.0 44.6 77.1 60.0 56.2 30.1 38.2 52.0 65.8 13.5

国公立高校 134 76.9 41.8 80.6 59.7 62.7 31.3 32.1 56.0 72.4 16.4

私立高校 590 70.2 44.7 77.5 60.7 55.6 30.2 40.5 51.7 65.3 12.7

高等専門学校（国公立） 4 100.0 100.0 100.0 50.0 75.0 50.0 25.0 75.0 50.0 0.0

高等専門学校（私立） 10 60.0 40.0 60.0 70.0 60.0 50.0 30.0 40.0 60.0 10.0

特別支援学校 11 72.7 63.6 54.5 54.5 27.3 18.2 27.3 27.3 36.4 9.1

専修学校・各種学校 2 50.0 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 50.0 100.0 50.0 50.0

公共職業能力開発施設 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

フリースクールなどの民間教育施設 2 100.0 100.0 100.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 100.0 50.0

働いている 2 100.0 50.0 100.0 50.0 50.0 50.0 0.0 50.0 100.0 0.0

働いていない 6 33.3 50.0 50.0 33.3 50.0 16.7 33.3 33.3 33.3 16.7

無回答 26 65.4 38.5 69.2 53.8 50.0 19.2 30.8 50.0 65.4 15.4

就学・就労状況別

違

う

学

校

の

人

と

出

会

え

る 違

う

世

代

の

人

と

出

会

え

る 悩

み

や

不

安

を

相

談

で

き

る 一

人

で

な

に

も

せ

ず

の

ん

び

り

過

ご

せ

る

持

参

し

た

も

の

を

飲

食

で

き

る

ス

ペ

ー

ス

が

あ

る

無

料

ま

た

は

安

価

で

飲

食

物

の

提

供

が

あ

る

定

期

的

に

イ

ベ

ン

ト

が

あ

る 自

分

た

ち

で

企

画

し

た

こ

と

が

で

き

る

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

上

で

交

流

で

き

る

そ

の

他

そ

の

よ

う

な

場

所

は

い

ら

な

い

無

回

答

全体 28.3 16.1 21.5 48.2 56.4 57.6 19.3 15.4 12.8 2.9 5.0 0.8

国公立高校 26.1 14.2 23.9 47.8 65.7 59.7 23.1 21.6 14.2 2.2 4.5 0.0

私立高校 29.8 16.3 21.0 48.6 54.7 57.5 19.5 13.9 12.4 3.1 4.4 0.5

高等専門学校（国公立） 25.0 0.0 50.0 50.0 50.0 75.0 0.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0

高等専門学校（私立） 20.0 10.0 10.0 40.0 40.0 60.0 10.0 0.0 10.0 0.0 20.0 0.0

特別支援学校 9.1 18.2 27.3 54.5 63.6 63.6 9.1 36.4 18.2 0.0 9.1 9.1

専修学校・各種学校 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0

公共職業能力開発施設 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

フリースクールなどの民間教育施設 50.0 50.0 50.0 50.0 100.0 100.0 50.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

働いている 0.0 0.0 50.0 50.0 100.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

働いていない 16.7 16.7 0.0 50.0 50.0 33.3 0.0 0.0 16.7 16.7 16.7 0.0

無回答 15.4 19.2 19.2 42.3 50.0 50.0 11.5 15.4 11.5 3.8 11.5 7.7

就学・就労状況別（続き）
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【問 23 居場所に求める機能×問１（２）学年別】 

 

 

【問 23 居場所に求める機能×問１（３）学校や職場の場所別】 

 

  

ｎ

行

き

や

す

い

場

所

に

あ

る

利

用

方

法

が

わ

か

り

や

す

い 無

料

で

利

用

で

き

る

行

き

た

い

と

き

に

い

つ

で

も

行

け

る

自

習

や

読

書

が

で

き

る

勉

強

を

教

え

て

も

ら

え

る

ス

ポ

ー

ツ

が

で

き

る

友

人

と

話

せ

た

り

、
遊

べ

た

り

す

る

W

i

－

F

i

環

境

が

整

っ

て

い

る

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

が

で

き

る

全体 749 71.4 44.7 77.6 60.5 56.6 30.6 38.6 52.1 66.0 13.2

１年 246 69.1 44.7 78.0 61.4 53.3 28.5 37.0 51.2 64.6 11.0

２年 224 71.4 41.1 78.1 56.3 57.1 33.0 32.1 49.6 65.6 12.9

３年 219 74.4 50.7 77.6 64.8 60.7 30.6 46.6 57.1 68.5 16.4

無回答 60 70.0 36.7 73.3 56.7 53.3 30.0 40.0 46.7 63.3 11.7

学年別

違

う

学

校

の

人

と

出

会

え

る 違

う

世

代

の

人

と

出

会

え

る 悩

み

や

不

安

を

相

談

で

き

る 一

人

で

な

に

も

せ

ず

の

ん

び

り

過

ご

せ

る

持

参

し

た

も

の

を

飲

食

で

き

る

ス

ペ

ー

ス

が

あ

る

無

料

ま

た

は

安

価

で

飲

食

物

の

提

供

が

あ

る

定

期

的

に

イ

ベ

ン

ト

が

あ

る 自

分

た

ち

で

企

画

し

た

こ

と

が

で

き

る

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

上

で

交

流

で

き

る

そ

の

他

そ

の

よ

う

な

場

所

は

い

ら

な

い

無

回

答

全体 28.7 15.8 21.6 48.5 56.6 58.1 19.8 15.4 12.8 2.8 4.7 0.5

１年 30.1 16.3 21.5 49.6 56.5 58.5 20.3 17.5 12.6 3.7 5.7 0.8

２年 31.3 15.2 21.9 49.6 58.5 58.0 20.1 14.7 15.2 2.2 5.4 0.0

３年 26.5 16.9 21.9 46.6 56.6 56.6 19.6 15.1 10.5 2.7 2.7 0.5

無回答 21.7 11.7 20.0 46.7 50.0 61.7 16.7 10.0 13.3 1.7 5.0 1.7

学年別（続き）

ｎ

行

き

や

す

い

場

所

に

あ

る

利

用

方

法

が

わ

か

り

や

す

い 無

料

で

利

用

で

き

る

行

き

た

い

と

き

に

い

つ

で

も

行

け

る

自

習

や

読

書

が

で

き

る

勉

強

を

教

え

て

も

ら

え

る

ス

ポ

ー

ツ

が

で

き

る

友

人

と

話

せ

た

り

、
遊

べ

た

り

す

る

W

i

－

F

i

環

境

が

整

っ

て

い

る

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

が

で

き

る

全体 755 71.5 44.8 77.6 60.4 56.4 30.6 38.5 52.2 66.1 13.4

港区内 110 70.9 44.5 68.2 57.3 54.5 34.5 40.9 52.7 51.8 15.5

港区外の２３区 444 71.2 45.9 81.1 60.8 57.2 27.5 34.9 52.0 68.9 13.1

都内 34 76.5 52.9 67.6 52.9 58.8 47.1 52.9 58.8 67.6 20.6

都外 77 68.8 36.4 77.9 64.9 57.1 31.2 39.0 51.9 74.0 9.1

その他 8 75.0 75.0 62.5 75.0 62.5 62.5 75.0 37.5 37.5 50.0

無回答 82 74.4 40.2 76.8 59.8 52.4 31.7 45.1 51.2 64.6 9.8

学校や職場の場所別
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【問 23 居場所に求める機能×問２性別】 

 

 

違

う

学

校

の

人

と

出

会

え

る 違

う

世

代

の

人

と

出

会

え

る 悩

み

や

不

安

を

相

談

で

き

る 一

人

で

な

に

も

せ

ず

の

ん

び

り

過

ご

せ

る

持

参

し

た

も

の

を

飲

食

で

き

る

ス

ペ

ー

ス

が

あ

る

無

料

ま

た

は

安

価

で

飲

食

物

の

提

供

が

あ

る

定

期

的

に

イ

ベ

ン

ト

が

あ

る 自

分

た

ち

で

企

画

し

た

こ

と

が

で

き

る

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

上

で

交

流

で

き

る

そ

の

他

そ

の

よ

う

な

場

所

は

い

ら

な

い

無

回

答

全体 28.9 16.0 21.7 48.3 56.7 58.0 19.7 15.5 12.8 2.8 4.6 0.5

港区内 25.5 19.1 29.1 46.4 51.8 55.5 18.2 18.2 16.4 6.4 7.3 1.8

港区外の２３区 28.4 15.3 20.0 50.2 61.3 58.6 20.5 15.8 13.7 1.8 4.1 0.2

都内 52.9 17.6 20.6 47.1 47.1 64.7 29.4 17.6 11.8 5.9 5.9 0.0

都外 31.2 16.9 24.7 48.1 50.6 55.8 18.2 11.7 9.1 3.9 2.6 1.3

その他 50.0 25.0 12.5 37.5 25.0 37.5 12.5 37.5 0.0 0.0 0.0 0.0

無回答 22.0 13.4 19.5 42.7 51.2 59.8 15.9 11.0 8.5 1.2 6.1 0.0

学校や職場の場所別(続き）

ｎ

行

き

や

す

い

場

所

に

あ

る

利

用

方

法

が

わ

か

り

や

す

い 無

料

で

利

用

で

き

る

行

き

た

い

と

き

に

い

つ

で

も

行

け

る

自

習

や

読

書

が

で

き

る

勉

強

を

教

え

て

も

ら

え

る

ス

ポ

ー

ツ

が

で

き

る

友

人

と

話

せ

た

り

、
遊

べ

た

り

す

る

W

i

－

F

i

環

境

が

整

っ

て

い

る

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

が

で

き

る

全体 787 71.0 44.6 77.1 60.0 56.2 30.1 38.2 52.0 65.8 13.5

男性 326 67.2 42.0 73.9 59.5 47.2 26.4 48.8 50.9 62.0 10.7

女性 436 74.5 47.2 79.4 60.8 62.6 33.3 31.4 52.8 68.6 15.1

答えたくない 19 73.7 36.8 84.2 57.9 63.2 31.6 21.1 63.2 78.9 21.1

無回答 6 16.7 16.7 66.7 33.3 50.0 0.0 16.7 16.7 33.3 16.7

性別

違

う

学

校

の

人

と

出

会

え

る 違

う

世

代

の

人

と

出

会

え

る 悩

み

や

不

安

を

相

談

で

き

る 一

人

で

な

に

も

せ

ず

の

ん

び

り

過

ご

せ

る

持

参

し

た

も

の

を

飲

食

で

き

る

ス

ペ

ー

ス

が

あ

る

無

料

ま

た

は

安

価

で

飲

食

物

の

提

供

が

あ

る

定

期

的

に

イ

ベ

ン

ト

が

あ

る 自

分

た

ち

で

企

画

し

た

こ

と

が

で

き

る

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

上

で

交

流

で

き

る

そ

の

他

そ

の

よ

う

な

場

所

は

い

ら

な

い

無

回

答

全体 28.3 16.1 21.5 48.2 56.4 57.6 19.3 15.4 12.8 2.9 5.0 0.8

男性 27.6 18.4 18.4 39.9 46.9 54.6 18.4 14.4 12.6 4.3 4.6 1.5

女性 28.7 13.8 23.6 54.1 63.1 60.1 20.9 15.8 13.1 1.6 5.5 0.2

答えたくない 31.6 26.3 31.6 63.2 78.9 57.9 5.3 26.3 15.8 10.5 0.0 0.0

無回答 33.3 33.3 0.0 16.7 16.7 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

性別（続き）
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【問 23 居場所に求める機能×問３居住地区別】 

 

【問 23 居場所に求める機能×問４居住年数別】 

 

  

ｎ

行

き

や

す

い

場

所

に

あ

る

利

用

方

法

が

わ

か

り

や

す

い 無

料

で

利

用

で

き

る

行

き

た

い

と

き

に

い

つ

で

も

行

け

る

自

習

や

読

書

が

で

き

る

勉

強

を

教

え

て

も

ら

え

る

ス

ポ

ー

ツ

が

で

き

る

友

人

と

話

せ

た

り

、
遊

べ

た

り

す

る

W

i

－

F

i

環

境

が

整

っ

て

い

る

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

が

で

き

る

全体 787 71.0 44.6 77.1 60.0 56.2 30.1 38.2 52.0 65.8 13.5

芝地区 91 72.5 35.2 80.2 61.5 50.5 34.1 34.1 53.8 61.5 13.2

麻布地区 136 64.7 43.4 70.6 55.1 58.8 27.9 43.4 52.2 59.6 14.7

赤坂地区 121 72.7 52.1 75.2 63.6 57.0 34.7 37.2 52.1 66.9 13.2

高輪地区 220 72.3 42.3 77.7 55.5 56.4 27.7 39.1 53.2 65.0 11.8

芝浦港南地区 212 73.1 47.2 81.1 64.6 56.1 30.7 36.3 50.5 72.6 14.6

無回答 7 42.9 57.1 57.1 71.4 57.1 0.0 42.9 28.6 42.9 14.3

居住地区別

違

う

学

校

の

人

と

出

会

え

る 違

う

世

代

の

人

と

出

会

え

る 悩

み

や

不

安

を

相

談

で

き

る 一

人

で

な

に

も

せ

ず

の

ん

び

り

過

ご

せ

る

持

参

し

た

も

の

を

飲

食

で

き

る

ス

ペ

ー

ス

が

あ

る

無

料

ま

た

は

安

価

で

飲

食

物

の

提

供

が

あ

る

定

期

的

に

イ

ベ

ン

ト

が

あ

る 自

分

た

ち

で

企

画

し

た

こ

と

が

で

き

る

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

上

で

交

流

で

き

る

そ

の

他

そ

の

よ

う

な

場

所

は

い

ら

な

い

無

回

答

全体 28.3 16.1 21.5 48.2 56.4 57.6 19.3 15.4 12.8 2.9 5.0 0.8

芝地区 28.6 23.1 23.1 42.9 52.7 59.3 19.8 14.3 12.1 1.1 5.5 0.0

麻布地区 29.4 17.6 18.4 47.1 47.8 53.7 18.4 16.2 11.0 1.5 5.1 1.5

赤坂地区 32.2 15.7 21.5 47.1 62.0 55.4 15.7 15.7 16.5 2.5 4.1 0.8

高輪地区 25.9 13.2 20.9 50.9 54.5 60.5 18.6 14.1 9.5 6.4 5.5 0.0

芝浦港南地区 28.3 15.6 24.1 48.6 62.3 57.5 23.1 17.0 16.0 0.9 4.2 1.4

無回答 14.3 14.3 0.0 57.1 57.1 57.1 0.0 0.0 0.0 14.3 14.3 0.0

居住地区別（続き）

ｎ

行

き

や

す

い

場

所

に

あ

る

利

用

方

法

が

わ

か

り

や

す

い 無

料

で

利

用

で

き

る

行

き

た

い

と

き

に

い

つ

で

も

行

け

る

自

習

や

読

書

が

で

き

る

勉

強

を

教

え

て

も

ら

え

る

ス

ポ

ー

ツ

が

で

き

る

友

人

と

話

せ

た

り

、
遊

べ

た

り

す

る

W

i

－

F

i

環

境

が

整

っ

て

い

る

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

が

で

き

る

居住年数別

全体 787 71.0 44.6 77.1 60.0 56.2 30.1 38.2 52.0 65.8 13.5

１年未満 33 54.5 21.2 57.6 33.3 39.4 18.2 24.2 39.4 48.5 9.1

１年以上３年未満 41 65.9 43.9 63.4 61.0 58.5 31.7 41.5 48.8 61.0 14.6

３年以上５年未満 38 86.8 52.6 81.6 65.8 52.6 28.9 31.6 34.2 68.4 18.4

５年以上10年未満 90 65.6 43.3 72.2 62.2 53.3 24.4 35.6 43.3 57.8 16.7

10年以上15年未満 162 69.8 46.9 75.9 60.5 53.7 34.0 35.8 49.4 71.6 14.2

15年以上 420 73.3 45.0 81.2 60.5 59.0 31.0 41.0 57.9 66.9 12.1

無回答 3 33.3 66.7 66.7 100.0 66.7 0.0 66.7 33.3 66.7 33.3
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違

う

学

校

の

人

と

出

会

え

る 違

う

世

代

の

人

と

出

会

え

る 悩

み

や

不

安

を

相

談

で

き

る 一

人

で

な

に

も

せ

ず

の

ん

び

り

過

ご

せ

る

持

参

し

た

も

の

を

飲

食

で

き

る

ス

ペ

ー

ス

が

あ

る

無

料

ま

た

は

安

価

で

飲

食

物

の

提

供

が

あ

る

定

期

的

に

イ

ベ

ン

ト

が

あ

る 自

分

た

ち

で

企

画

し

た

こ

と

が

で

き

る

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

上

で

交

流

で

き

る

そ

の

他

そ

の

よ

う

な

場

所

は

い

ら

な

い

無

回

答

居住年数別

全体 28.3 16.1 21.5 48.2 56.4 57.6 19.3 15.4 12.8 2.9 5.0 0.8

１年未満 33.3 9.1 15.2 42.4 39.4 36.4 9.1 3.0 15.2 9.1 3.0 3.0

１年以上３年未満 31.7 14.6 14.6 43.9 48.8 58.5 17.1 29.3 17.1 4.9 0.0 2.4

３年以上５年未満 23.7 10.5 21.1 52.6 60.5 50.0 15.8 7.9 13.2 5.3 7.9 0.0

５年以上10年未満 20.0 16.7 23.3 42.2 47.8 52.2 18.9 15.6 7.8 2.2 6.7 1.1

10年以上15年未満 27.8 17.3 23.5 47.5 58.6 63.6 22.8 16.0 12.3 1.9 5.6 0.6

15年以上 30.0 16.7 21.7 49.8 59.0 58.6 19.5 15.5 13.6 2.6 4.8 0.5

無回答 33.3 33.3 0.0 100.0 66.7 66.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
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３ 調査票 

（１）高校生世代 
①日本語 
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②英語 
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保護者 
①日本語 
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